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「すっげー、きれいなすじ雲！」

　助手席からはしゃいだ声があがる。それは、レーシングドライバー高たか嶋しま千ち歳とせのものだった。その声に導かれて、おれは後ろのシートから車窓越ごしに空を眺ながめた。

「わぁ」

　高く澄すんだ青空には、西から東へと刷は毛けで塗ぬったような細い雲が並んでいて、冬の到とう来らいが近いことを教える。

　ついこの間までは、絵の具のような真っ青な空に、迫せまるような入道雲が浮ういていたっけ。そう、あれは仙せん台だいのサーキットで見上げた空だった。あれからもう季節も変わり、三ヶ月が経たったことになる。

「うっそ。おれも見たいっ！」

　そうわめきながら、チラチラ上うわ目め遣づかいに上空を気にしているのは、本日の運転手の葦あし原わら麻ま貴きだった。普ふ段だんは、この高嶋さんとおれの恋こい人びとのマネージャーをしている。

「ほら、ステアリング握にぎっててやるから」

　すると、高嶋さんは右みぎ腕うでを伸のばして、葦原の代わりにステアリング操作を請うけ負った。

「少しアクセル弛ゆるめとけよ」

　葦原はしっかり上空を見つめて「へーっ」と感かん嘆たんの声をもらすと、満足した様子でまた前に向き直る。そして、ステアリングを握り直した。

　そんな葦原を、高嶋さんは柔やわらかい表情で見つめている。

　きっと、恋人同士なんだろうなぁ……。

　葦原は肯こう定ていしないから二人の関係は分からないけど、二人の間から否定しきれないムードが漂ただよっていた。

「流りゆうっ」

　名前を呼ばれてハッとする。

「洲しゆうの到とう着ちやくまで、あと何分？」

　葦原は、バックミラーでおれの姿を確かく認にんした。ふいにおれの恋人である秋あき津つ洲しゆう世せいの名前を耳にして、意識がしゃんとした。

　ミラー越しに、葦原の少しきつくも感じられる瞳ひとみがこちらに向けられる。それでもこの目は、おそらく高嶋さんの前で甘く蕩とろけたりしてしまうんだろう。

「二十分くらいかな。到着が遅おくれてなきゃいいけど……」

「あっちも快晴だったようだし、大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　あっち……とは、バルセロナのことだ。

　洲世はスーパーＧＴの最終戦を終えると、その翌日には慌あわただしくスペインに旅立っていた。三週間ほど滞たい在ざいしていて、今日一時帰国するのだ。

　それほどまでに急いで旅立ったのにはわけがある。

　洲世は、その走りが認められて、来シーズンからＦ１へとエントリーされることになったのだ。念願の『Ｆ１レーサー』である。

　出会った当初は、まさかこんなことになるとは、思ってもみなかった。バイト感覚で引き受けた洲世のカタチだけの恋人役が、本当になってしまうなんて、さらに、その洲世が世界的に有名になってしまうなんて、いったい誰が想像するだろうか。

　未いまだにおれ自身も信じられずにいる──。

「ストーブリーグも序じよ盤ばんで、よくやるよなぁ」

　高嶋さんが感心した声をあげた。

「ストーブリーグって？」

　たしか、野球でそんな言葉を聞いたことがある気がするけど……？

「スポーツ選手の契けい約やくや移い籍せきの動向だよ。ストーブが恋こいしい時季に行われるから、そう呼ばれるらしい。ま、Ｆ１に関しては有力選手はシーズン中に契約の話がくるようだけど」

　ルーキーにも拘かかわらず、こんなに早くエントリーが決まるのも珍めずらしいことらしい。そして、所属先のスペインのチームは、まだＦ１デビュー前の洲世と三年の契約を交かわした。これも異常事態なんだと高嶋さんは言う。

「ツーリングカーでもフォーミュラでも、年間王者なんだから当たり前か」

　そう。高嶋さんの言うとおり、洲世は今シーズン参戦していたＧＴとフォーミュラの両カテゴリで、シリーズチャンピオンを獲かく得とくしていた。

　文句なしの王者なのである。

　それまでの洲世のセールスポイントは安定感だった。どんな状じよう況きようにあっても、マシンに負担をかけずその性能を極限まで引き出す才能があると評価されていたのを雑誌で見たことがある。

　無む謀ぼうなことをしないのは、洲世なりの美学なのかなぁと思っていたんだけど……。

　けれども、おれに初めて勝利を贈おくってくれたレースから、洲世は時折アグレッシブに攻せめ立てる走りをするようになった。

　洲世自身も人が変わったように野心をむき出しにすることもあって、おれなんか近づくのもためらう時があるほどだ。

　その攻めと守りのバランスがうまく功を奏して、今や一番のりにのっているドライバーである。

　そんな風にしたのはおれだって、洲世は言うけれど……。

「そういう高嶋さんは、今のチームに残留なんでしょう？」

「もちろん。おれ以外に洲世の後あと釜がまがいると思うか？」

「後釜というには、タイプが違ちがいすぎるけどねぇ」

　葦原が横よこ槍やりを入れる。むろん彼もマネージャーとして、そのままチーム残留が決まっていた。どうやらドライバーだけじゃなくスタッフも基本は１シーズンごとの契約らしいと、ここにきて初めて知った。

「流、第２ターミナルだっけ？」

「そう、第２！」

　インターを下りると、分ぶん岐き点を葦原は第２ターミナルの方へ進んでいく。成田空港に近づくにつれ、胸がドキドキいう音がだんだん大きくなるのを感じていた。





　初めてきた空港で心細さを感じながら、先を行く葦原のスリムな背中についていく。おれより少し背が高いとはいえ、決して大きくない葦原なのに、なぜか頼たよりがいがある。それは葦原より頭一つ大きい高嶋さんも感じているのだろう。おれと高嶋さんは、ただ葦原のコートの裾すそを追いかけるだけだった。

「成なり田た空港って、こんなに混雑してたっけ？」

　ロビーに近づくにつれ、人の多さに歩くことが大変になってくる。葦原は首を傾かしげて不思議そうに足を止めた。あの人ごみに入るのがためらわれる。

「誰か来日してんだろう？　ハリウッドスターとか」

「韓はん流りゆうかもっ。どっちでもいいや。見たーい」

　適当に言ったような高嶋さんの言葉を真に受けて、葦原は色めき立った。

「韓流じゃないかもな。集まっている年ねん齢れい層が若い」

　遠くにある人の群れを観察して、高嶋さんは浮かれる葦原に苦々しそうに言った。

　飄ひよう々ひようとしている高嶋さんなのに、観察眼はけっこう鋭するどい。到着ロビーにできた人の群れは、若い女性が多かった。報道関係の人間と思おぼしき人が、カメラを持っている姿も見られる。

「この人ひと垣がきが邪じや魔まだなぁ」

　誰を待っているのか、女性たちの作った人垣はなかなか崩くずれそうもない。入国ゲートから出てくる洲世を確認するのは無理なように思えた。

「そうだね……」

　実は、この瞬しゆん間かんのためにデジカメを買っていたんだ。トランクを持った洲世が、日本に降り立った姿を写したくて。

　けれども出番もなく終わりそうで、残念に思いながら、その小型のボディを手のひらで包んだ。

「お、なにそれ？　最新のやつ？」

　目ざとい高嶋さんは、おれの手の中からカメラをひょいと取り上げて、「へー」とひとしきり観察する。そして、電源を入れると、おれの肩かたに手を回して顔を寄せてきた。

「え？」

　どうやら自分で自分を撮とるつもりらしい。それもおれを巻き添ぞえにして。

　前に伸ばした手でカメラを持って、「はい、チーズ」と陽気に言われたら、反射的にピースしてしまった。

「こら、千歳。人のを勝手に……」

　気付いた葦原が呆あきれて声をあげる。すると、みなまで言い終わらないうちに、おれの背後を見て口をつぐんだ。

「本当にな。おまえ、人のを勝手に触さわるなよ」

　そう言う台詞せりふと、おれの肩にかかった高嶋さんの腕うでが叩たたかれたのは同時だった。

「洲世……！」

　声のしたほうを振ふり返ると、そこにはいつゲートを通り抜ぬけてきたのか、洲世が立っていた。サングラスを少しずらして「よお」と口元で笑う。

　そして、さっきまで高嶋さんの腕が置かれていた肩に、さりげなく手を置いた。その肌はだが少し日に焼けていることに気付く。少し痩やせたのか、顎あごがよりシャープになって男らしさが色いろ濃こくなった気がする。

　漆しつ黒こくの髪かみに同じく深い色を湛たたえた瞳が、よく知った相手であるのに威い圧あつ感かんすら感じさせて、思わず息を詰つめた。

　彼がいつも纏まとっている香こう水すいが、ふわりと空気を漂ってにおう。

「いつの間に？　おれ、洲世があそこから出てくる瞬間を撮りたかったのにーっ」

　本当は、こんなことが言いたいわけじゃない。久しぶりに会う好きな相手に、すぐにでも抱だきついてしまいたかった。けれども久々に会う緊きん張ちよう感かんからか、「おかえり」という一言が口に出せないでいる。

「ＶＩＰゲートから入国させられたんだ」

「……ＶＩＰ、ゲート？」

「と、いうことは」

「もしかすると……？」

　おれたちは、顔を見合わせて考えを巡めぐらせた。それを言葉にしたのは、葦原だった。

「あの人ごみは洲のファンってこと？　あれ全部っ!?　むむっ……」

　悲鳴にも近い声を、大きな手で塞ふさいだのは高嶋さんだった。

「声がでかいって」

「えっと、まだ公式発表前だよねぇ？」

　洲世がチームと契約を交わしたのは、ついこの間のことだ。確かにニュースにはなっていたけれど、シーズンオフということで、正式な発表は来年になるはずで……。

「げー、日本人ってパワフル～」

　その情報の早さに、感心したのか呆れたのかよく分からない声こわ色いろで葦原は言った。

「この状況を知らないのは本人たちだけってことか？」

　日本にいなかった洲世は仕方ないとして、おれも葦原も高嶋さんも、世間とのズレを感じてそれぞれショックを受ける。

「ＶＩＰゲートに促うながされる時、乗務員になにか言われたりした？」

「入国ゲートから入国すると混乱になるからやめてくれって」

　とんだ迷めい惑わくだとでも言いたそうな顔をした。そりゃあ洲世にしてみたら、一いつ旦たんＶＩＰゲートから出たにも拘かかわらず、おれたちと合流するためにロビーに戻もどることになって、二度手間になることには違いないけど……。

「なんだ？」

　唖あ然ぜんとなったおれたち三人を、いぶかしそうに洲世は見やった。

「こういうのって、ドーナツ現象っていうんだっけ？」

「そりゃスプロール化のことだ、大学生。それを言うなら台風の目ってとこだろう」

「当人たちは至って平静なのにね」

　Ｆ１レーサーとなった洲世を一目見ようとファンが詰めかけている状況を目まの当たりにしているというのに、なんだか他人ひと事ごとのようだし、別世界の出来事にも感じた。

　葦原が示した人垣を見ても、洲世は「ふうん」とひとつ言っただけだった。ほんの一いつ瞬しゆんの姿を拝みたいがために成田まで足を運ぶようなファンの気持ちが分からないらしい。

「それよりさ、写真撮ろうよっ。今のうちに」

　おれは、押し切るようにそう言うと、近くにいた職員に頼たのんで、四人揃そろったショットを一枚撮ってもらった。

「よし。見つからないうちに逃にげろっ」

　葦原の指揮の下、空港からの脱だつ出しゆつを図はかった。騒そう動どうになってしまう前に、速すみやかに退出しなければならない。

「流っ。危ないから、歩きながら撮るのはやめなさい！」

　空港での洲世の姿をカメラに収めていたら、葦原の小言が飛んできた。

「うん、でも……」

「そんなに焦あせらなくても、おれは消えたりしないぞ」

　洲世の落ち着いた声が、心に染しみてくるようだった。目を細めて静かに笑った洲世を、ぼんやりと見つめ返す。

「……そうだね」

　洲世の黒い瞳ひとみに生命の躍やく動どうを見つけて、安心した自分を感じていた。目の前に三週間ぶりの洲世がいる。それに初めて気付いたかのように──。
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　おれの恋こい人びとは、日本で一番の速さを誇ほこるレーシングドライバーだ。速い上に男前で、二十六歳という年齢以上に大人おとなの色いろ香かを湛えている。

　男なんて三十までは子供だなんて、知った振りをしていたおれも、洲世を一目見た時には一瞬呼吸を忘れたっけ。

　恋こいに堕おちたという意味じゃなく、男として理想とするような人物が目の前にいることに驚おどろいたのだ。

　スマートで背も高く、知的でクールな二枚目。そして、世界を達観するような物もの腰ごし。おまけに家は大だい企き業ぎよう、その御おん曹ぞう司しで、本物のセレブというやつだった。

　そんな男がモテないわけがなく、おれと出会う前の洲世は、男女構わず一夜限りの関係を続けているようなヤツだったらしい。

　しかし洲世は、その数ある相手の一人に裏切られ、ライバルと言われるドライバーに陥おとしいれられて、レース中に大きな事故を起こしてしまう。その事故は、Ｆ１へのチャンスを砕くだき、洲世の心と体に深い傷きず痕あとを残していた。

　そして一年の月日が流れ、おれが出会った夏には、洲世の体の傷はもう癒いえていた。

　──そう思っていた、最近まで。

　けれどもまだ洲世は、見えない場所に傷を負ったままでいるらしい。先週の高嶋さんとの会話を思い出していた。





「記き憶おく障害……？」

　聞きなれない言葉に、おれは怪訝けげんな表情で高嶋さんを見直した。

「それって、自分が誰だか分からなくなったりするやつ？」

「そこまで酷ひどくはないぜ。あいつは自分が誰かもちゃんと分かっている。その証しよう拠こに、今まで洲世との会話に違い和わ感かんを感じたことはなかっただろう？」

　問われて考える。そんな問題を抱かかえていたなんて、今まで思ったこともなかった。こうして高嶋さんと何気ない会話をしていて、ひょんなことから口の端はしに上らなければ知ることもなかっただろう。

「ただちょっと、昨年の事故の辺りの記憶が曖あい昧まいなだけだ」

「曖昧なだけって……」

　なんでもないことのように高嶋さんは言った。この人にかかると、深刻な問題でも大したことのないように感じてしまうから不思議だ。この前向きさに救われる人は多いんじゃないかとも思うけど。

「ドライバーにとっては、それほど珍めずらしいことじゃないんだけどな。クラッシュしただけで記憶がぶっ飛ぶことがある」

　軽く言って、おれが納なつ得とくできないでいるのを知って続ける。

「程度の違ちがいはあるだろうが、身に覚えのあるやつは少なくないだろ」

「高嶋さんも？」

「ああ。ガキの頃ころから数えたら、何度クラッシュして脳のう震しん盪とうを起こしてると思うよ？」

　ククッと笑って「ボクサーよりはマシだろうなぁ」と他人事のように言った。いちいち深刻になれないほど日常的な出来事だというのだろうか。

　確かに、おれがレースを観みるようになって三ヶ月あまり経たつけど、毎レースで必ず何台かのクルマがクラッシュしている。そして、事故処理のために何度かレースは一時中断される。今のところ、幸い大きな怪け我がも事故もないようだけど……。

「洲世の場合も同じようなもんで、事故の衝しよう撃げきによって脳の回路が少しおかしくなっているらしいんだな。まあ、あいつの場合、あの時期には辛つらいこともあったろうから、記憶が曖昧なほうが本人のためだと思えなくもないけどな」

「うん、そうだね……」

　そう返事をしながら、おれは別のことを考えていた。

　つまり、洲世がレースをやっている限り、この先も記憶障害にならないとは保証できないわけで、ひょっとすると自分のことやおれのことを忘れてしまう日が来ないとも限らないってことだ。

　最さい新しん鋭えいのマシンを駆かって走り抜ぬける洲世は手放しでカッコいい。それがおれの恋人だなんて、誇りにすら思える。

　けれども常に危険が伴ともなう職業だということが、改めて分かったようだった。その日は食欲もなく、夜も眠ねむれなかった。

　洲世から定期的に入る国際電話が、すごく待ち遠しかった──。





　空港から葦原の車に乗り込むと、後部座席に洲世と並んで収まる。

「寒くない？」

　明らかにおれたちより薄うす着ぎの洲世に問うと、体ごと抱だきこまれる。

「わわっ」

　急に抱き寄よせられてバランスを崩くずしたおれは、そのまま洲世の腕うでの中になだれ込む形となった。

「こうすれば温かい」

　首筋に当たる洲世の頬ほおが冷たい。スペインと日本の気温はそれほど変わらないようだけど、日本のような底冷えはないらしい。久々の日本は寒さが骨身に染みるだろうと可哀かわい想そうに思える。

「ごめん、気付かないで」

　両手を伸のばして、冷たい洲世の頬を手のひらで包んだ。

　睫まつ毛げ、長いな……。

　ずっと観賞していたいような顔だった。こうして冷たいと、本当に彫ちよう像ぞうのようだ。

「流、悪く思う必要ないぞ。それもおまえを堕おとす手段のひとつだから」

「うん。おれも洲は寒さに強いほうだと思うよ。平熱低いし……」

　前の座席から、高嶋さんと葦原の声が聞こえる。けれども、おれにも本当に寒いかなんてことはどうでもよかった。ただ洲世に触ふれられることが嬉うれしかった。

　いつになってもこうしておれを求めてくれるだろうか？　ふと、そんな疑問が胸をよぎって、またあの言いようのない不安が湧わき上がる。

　慌あわててコートのポケットを探さぐった。カメラを取り出して、その冷えた横顔を写す。

「それは、新しい趣しゆ味みか？」

　おれがカメラを向けても気取ることなく、また一つも嫌いやそうな顔をしないで聞いてきた。

「うん。写真にしておけば、いつでも洲世の姿が見られるし……」

　そう言って、自分の女め々めしさに気付く。言外に淋さびしいと吐と露ろしているようで、自分の発言を後こう悔かいした。

「可愛かわいいねぇ……」

　しみじみとそう言うのは、高嶋さんだ。

「おまえもあれくらい可愛いこと言えよ。たまには素す直なおになってみな、ん？」

「おれはいつでも素直だよ。思ってないことは言えません。千歳こそ、そういうこと言ってくれる人のところに行けばいいだろっ」

「麻貴ぃ……」

　情けない高嶋さんの声が、車内に響ひびく。

　洲世は、そんな二人のやり取りを聞いて、片かた眉まゆをつり上げた。

「なによりも、この会話を聞くことで、日本に帰ってきたことを実感するよ」

　そんなジョークを口にする。その言葉がもっともな気がして、小さく微笑ほほえむと、洲世も優やさしい目つきになった。

「やっと笑ったな」

「え？」

「空港のロビーにいる時からずっと、硬かたい表情をしてた」

「あ、それは……。その……」

　洲世を目の前にして緊きん張ちようしていることはお見通しなのだろう。言葉を探せずに目を伏ふせると、洲世は顎あごを軽く押し上げて、おれの顔を覗のぞき込む。

「あっ」

　近づいた顔を直視できずにギュッと目を瞑つぶると、唇くちびるが押し当てられた。

　少し冷たい洲世の唇。久々に感じる弾だん力りよくが柔やわらかく重なり、味わうように啄ついばむ。

　数週間ぶりのキスに、小さく震ふるえてしまう。

　人前だということも忘れて、洲世のジャケットの縁ふちを握にぎり締しめた。

「キスは写真に撮とれないだろう？」

　耳元に吹ふき込むように洲世はそう言いながら、手の中にあるカメラを取り上げる。そして、またゆっくり唇の近付く気配を感じて、自然と瞼まぶたが閉じていった。





　一行を乗せた車がまっすぐ向かったのは、洲世のマンションだった。空港へ向かう前に、この部屋の立派なキッチンで、葦原と一いつ緒しよに料理の仕込みをしてから出てきたのだ。

　葦原は本職が料理研究家なだけあって、さすがに腕と手て際ぎわがいい。おれも母子家庭だったから、普ふ通つうに料理はできるわけなんだけど、それとはレベルの違う仕事に改めて感心してしまう。

　面めん倒どうな下処理も楽しんでやっている姿に、好きなことを仕事にしているんだなぁと思った。それは洲世も高嶋さんも同じことで、将来に対して明確な目的もなく大学に入ったおれには、ちょっと考えるものがある。

　例えば、洲世のように体を張ってまでやり遂とげたいことがおれにはない。そろそろ真ま面じ目めに自分の将来を考えなきゃいけない年ねん齢れいだけど、未来のビジョンなんてものがおれにはまだ見えていなかった。

　洲世を支えたい。

　洲世の手助けがしたい──。

　それだけじゃあ、だめなんだろうか……。

「うーん、だめだよなぁ」

　分かりきっている答えを自分で導いた。

「なにがだめだって？　その味付けヘン？」

　葦原に問われて、自分が料理の盛られた皿を持っていたことに気付く。

「ううん、ヘンじゃない。美味うまいよっ」

　ふるふると首を横に振ふって、行き詰づまりそうな思考を断たつと、洲世と高嶋さんの待つリビングへ皿を持って向かった。

　今日のパーティーは、洲世の一時帰国祝いなので、日本食がメインだった。普ふ段だんから日本食を好んで食べている洲世ではないけれど、やはり海外にいると米や味み噌そや醤しよう油ゆが恋こいしくなるだろうという、勝手な推測だ。ここに本人の意思が反映されることはない。

　テーブルには、葦原がおろしたお造りと、煮に物もの、和あえ物、天ぷらなどが並ぶ。ここまで徹てつ底ていした和食のメニューというのも、今の日本では珍めずらしくて、ウキウキしてくる。

　そうだ。デジカメ……。

　この瞬しゆん間かんを記録しようと思い、カメラを取り出そうとした。けれども、さっき車内で洲世に取り上げられてしまったことに気付いて、瞬間、心細い気分に襲おそわれる。

「おいで、流」

　けれども洲世に手を取られると、それだけで不安が払ふつ拭しよくされるようだった。あれだけ案じたカメラのことも、すぐに忘れてしまう。ゲンキンなようだけれど、恋心なんてこんなものだった。

　何度かこの部屋でパーティーを開いているうちにできた定位置に座ると、ペリエの入ったグラスを掲かかげて乾かん杯ぱいする。

「乾杯！」

　成人が三人もいるというのに、不思議と誰もアルコールを欲しがらない。

「なあ、お酒とかって誰も飲まないの？」

　隣となりに座った洲世の袖そでを引っ張って聞いてみた。

「あまり飲まないな。飲む習慣がないんだよ。プロのドライバーは大半がこんなだな」

　なんだか理り屈くつっぽくも聞こえるその言い方に眉をひそめると、葦原が助言してくれた。

「レーサーが飲酒運転で捕つかまっては、末代までの恥はじってことだろう？」

「乱暴な解かい釈しやくだが、間ま違ちがいじゃない」

「行きつけのバーがあるのに、その店では一いつ滴てきも酒を飲んだことがないなんてヤツ、ドライバーの中には結構いるぞ」

　高嶋さんが言う。

「へー」

「スポーツ選手だからね。酒は控ひかえるに越こしたことはないけど」

「そう考えると、ドライバーってやつは偏かたよってるよな」

　葦原の言葉を受けて、高嶋さんが気になる発言をした。

「嗜し好こう品のことか？」

　洲世はすぐにピンときたようだった。

「ご明察。あまり酒はやらないが、タバコとコーヒーとセックスには制限がない」

「八割の人間が当てはまるな」

　洲世が同意する。

　その中でも洲世は、あまりタバコを吸うことはない。決勝が近づいて神経がとがった日に吸っている姿を目にはするけれど、それでも一日一箱は消費しないだろう。

「タバコはいいとして、洲はもう少しコーヒーを控えてほしいところだね」

　それは、料理に携たずさわる者の提言だった。

「心がけよう」

「じゃあ、セックスは？　どう思う、流？」

　悪ノリして高嶋さんが聞いてくる。その中学生のような目の輝かがやきに、たじたじと押されてしまう。

「ど、どうって……」

　つい、チラッと洲世を見たら、目が合ってしまった。

「相手は初心者の未成年だし、控えていると思うが」

「えっ、あれで!?」

　裏返った声を出してしまい、慌てて口元を押さえる。

　控えているってことは、じゃあ、あんなコトやこんなコトも、まだ序の口ってことで……？

「うわっ」

　思わず洲世との痴ち態たいの数々が頭に浮うかんでしまった。

　絶対恥はずかしがらないようにしようと思っていたのに、顔が熱い……。きっと今のおれは真っ赤な顔をしてしまっていると思う。

「その言いようだと、満足していたのか。いつも物欲しげな顔しているから、おれはてっきりまだ……」

「わーっ。ストップ。ストップ！　もーっ、なんて会話してるんだよ、あんたたち！」

　風通しがいいのはいつものことだけれど、風通しがよすぎるのも考えものだと思う。こんな会話も日常茶さ飯はん事じで、けれどもおれはまだ馴なれずにいた。

　うーっと小さく唸うなって洲世を上うわ目め遣づかいに見ると、上気した頬ほおを冷たい指が触ふれた。その温度がひんやりとして気持ちいい。

「からかって楽しんでるだろう？」

　洲世は答えず、あの余よ裕ゆうを湛たたえた瞳ひとみの色をしている。代わりに葦原と高嶋さんが口を開いた。

「……からかっているというより」

「可愛かわいがってんじゃねぇの？」

「なっ……！」

　そういう言葉を、傍はたから見ている人に言われることが、こんなに恥ずかしいとは……。

　二人の言葉を聞いた洲世は、ふっ……と、吐と息いきで笑った。

「察しがいいな。分からないのはおまえだけだ」

「そっ、そんなもん分かるかよ！」

　年齢も経験も違ちがうこいつらが、こういう艶つやごとに免めん疫えきのないおれをつついては、いちいち反応を楽しんでいることに気付いている。

　おれは面おも白しろくない気分で、頬をたどる洲世の指を乱暴に払はらった。

　けれども、そんなこともおかしいのか、洲世は緩ゆるやかな視線で、ムシの居所の悪くなったおれを見ている。

「あーあ。そういえばおれ、洲とセックスしたら殺すって流に言ってたんだっけ」

　その洲世の眼まな差ざしを断つように、葦原の双そう眸ぼうが鋭するどく光った。見入られて、背中に冷たいものが走る。

「ま、待った。ちょっとー、高嶋さんっ！」

　助けを求めようと、慌あわてて高嶋さんの広い背中に逃にげ込む。すると彼は、のん気にだし巻き玉子を口にした。

「諦あきらめろ、流。あいつの秋津ファンぶりは筋金入りだ」

「えー、そんなぁ」

　こうして高嶋さんも容よう認にんしてしまうほど、葦原はレーシングドライバー秋津洲世のファンである。

「来シーズンのタイトル逃のがしたら、おれこそ麻貴に殺されるぞ」

　高嶋さんは首の前で腕うでをクロスすると、絞こう首しゆの真似まねをした。

「せっかくのカーナンバー『１』を持っていかれたら、確実に殺やるっ」

　シリーズチャンピオンに輝くと、翌年のカーナンバーは『１』が与あたえられるらしい。チャンピオンナンバーというやつだ。

　今シーズンで、洲世と高嶋さんがタッグを組んで獲とったタイトルである。そのタイトルを死守するために、今度は追われる立場になるというわけだ。

「おまえの相棒は決まったのか？」

　しばらく海外にいたため、日本のレース界の事情なんて知らないのだろう。洲世は高嶋さんに目を向けた。

　スーパーＧＴ戦は二人のドライバーが一組になって戦うレースだ。一いつ緒しよに組む相手によって、その戦績は大きく変わってくる。

「ああ。正式な契けい約やくはまだのようだけどな」

「ＧＴ３００のルーキーにしてシリーズチャンピオンなんだよ」

　葦原が補足する。真ま面じ目めな話になってきたため、おれは高嶋さんの背中から抜ぬけ出すと、洲世が無言で手招いた隣の席へと移動する。

「３００？」

　怪訝けげんそうな洲世の声だった。一つ下のクラスからのステップアップだから、無理もない。

「使えるのか？　それとも、大事に育てるつもりか？」

「育てるなんてとんでもない。千歳に実じつ践せんでたたき上げさせるよ。まだハタチで吸収も速いしね」

「ハタチか。思い切った人選だな」

　その若さを押し出したチーム編成に、洲世は難しい顔をした。

　それはそうだろう。洲世と高嶋さんのコンビも、組んだ当初は『若さゆえの経験不足』と難色を示す人がたくさんいたと聞いている。

「なに言ってるんだよ。洲世の一言が監かん督とくの背中を押したんだぜ」

「おれが？」

「ああ。監督の話では、滅めつ多たに人を誉ほめることのないあんたが、モニターを見ながら絶賛したんだってさ。覚えてるか？」

「ふん……」

　洲世は少し記き憶おくを辿たどっているようだった。

「今年一度だけそういうことがあったな……」

　思い当たったのだろう、口を開く。

「トラブルに見み舞まわれた時の回かい避ひが鮮あざやかだったドライバーがいた。あれは相当身体能力が高いんだろうって話をしたか」

　その光景は、おれもよく覚えている。彼は急なアクシデントに見舞われたにも拘かかわらず、レースに影えい響きようを与えることはなかった。周りにいたクルマは誰もが無傷でレースを終えていたっけ。

「それだよ。そのドライバーが今度のおれの相棒だぜ」

　誇ほこらしそうに高嶋さんは言った。

「正直まだ甘い部分もあるが、筋がいい。それになにより、目指すドライバーが……──秋津洲世だ」

　愉ゆ快かいそうに言う高嶋さんの言葉に、洲世は目を眇すがめる。

「ミニ秋津って感じだよ。洲より可愛げあるけどね。打てば響ひびく逸いつ材ざいには違いないな」

「不安要素はないわけか」

　新しいチームでは、もちろん高嶋さんがエースということになるだろう。若いチームという頼たよりなさも、勢いがカバーしてくれるように感じた。

「まあ、ないわけじゃないが。それを乗り越こえる苦労もいいんじゃねぇの？」

「はじめからうまくいったら、面白くもなんともないもんね」

　そしてなにより、高嶋さんも葦原も、その状じよう況きようを楽しんでいることが分かる。一つの目標に向かって進む二人は、見えない手を繋つないでいるようだった。

　同じ夢を見ている二人が微笑ほほえましい。そして、羨うらやましくも感じる。

　こんな風におれは、洲世と手を取ることができるのだろうか？

　自分で言うのも切ないけど、おれは普ふ通つうの大学生だ。大学だって一流のわけじゃないし、在学中に起業するような才覚もない。

　目下の悩なやみといえば、三年生からの専せん攻こうをどうするかということ。大学を卒業してからなにをすればいいのかすらまだ決めかねているような、まさに今どきの若者だった。

　もちろん、洲世と付き合うようになってから、意欲的に仕事をこなす姿を間近で見ていて、こんな風な大人おとなになりたいと憧あこがれたりするし、少しでもサポートに回れたらと思うようになっていた。

　けれどもまだ具体的な考えも目標もなくて、第一線で働く者からすれば、そんなものは子供の戯たわ言ごとでしかないだろう。

　そう考えると、洲世と対等に付き合う自分というのは、なかなか想像ができなかった。

　みんなに隠かくれて、こっそりと一つため息をつく。

　どう頑がん張ばっても今のおれからは、洲世に守られたり保護されたりしながら、後を追いかけていく自分の姿しか想像できなかった。

　パートナーとして付き合うには、おれはまだ子供すぎて……。

「どうした？」

　ため息が聞こえたのだろうか、洲世が訊たずねてくる。

「ううん、なんでもない。それより、これ食おうよ。すっごい美味うまいからっ」

　努めて明るい声を出すと、まだ手のついていない皿の料理を小皿に取り分けた。せっかくのこの場が盛り下がらないよう、笑え顔がおを絶やさないように──。





　　＊　＊　＊





　夜もまだ浅いうちに、パーティーはお開きになった。帰国したばかりの洲世を気き遣づかってのことだろう。手早く後片付けを済ませると、高嶋さんと葦原は連れ立って部屋を後にした。

　最近この二人はこうして行動を共にすることが多くて、それも二人の仲を怪あやしむ要因の一つだった。

「コーヒーはいったよ」

「ああ。サンキュ」

　ソファでくつろぐ洲世に、コーヒーを手て渡わたす。おれは少し考えると、洲世の足元のラグに膝ひざを抱かかえて座った。

「疲つかれた？」

「いや、そうでもない。ただ、久々の日本語が少し不自由になってるな」

　ブラックコーヒーを一口含ふくむと、カップを手にしたまま口元で笑う。

　洲世は語学に堪たん能のうだった。もっとも本人に言わせれば、その国に居住していたのだから、堪能も何もないというのだけれど。父親の仕事の関係で、中学生になるまでに色々な国にいたらしく、日本語のほかに数ヶ国語は話せるらしい。

「スペイン語もできるんだっけ？」

「日常会話程度には。フランス語とイタリア語の応用で話してるって感じだけどな」

「なにそれ？」

　どういう会話の仕方だと驚おどろく。日本語と英語を少ししか分からないおれには、想像もできなかった。

「そんなもんだよ。外国語の会話なんて。要は言いたいことが伝わればいいんじゃないか？」

「そうだけどさー」

　どうしても文法が浮うかんでしまうのは、日本人の悪い癖くせだろうなぁ。

「それなら訓練してやろう」

　洲世は、カップをテーブルの上に置いた。なにが始まるのかと思ったら、背後からおれを抱だきしめると、ふわりと耳元で囁ささやいた。

「Te quiero」

　吐と息いきがくすぐる感覚に、ひゃっと首をすくめる。なにを言われたのかは分からないけど、恥はずかしくなるようなことを言われたんだってことは伝わった。

「なっ、なに？」

「スペイン語」

　短く日本語で返すと、洲世は声のトーンを少し落として、また何事か囁いてくる。

「Ti amo」

　最初の言葉と似ている印象だった。やはりまた、同じように顔が熱くなるのを感じる。

「これも、スペイン語？」

「いや、イタリア語。……フランス語にすれば意味が分かるだろう？」

　なんだか完全に遊ばれている気がする。洲世はクスッと笑って、もう一度囁いた。

「Je t'aime」

　──ジュ　テーム……。

「うわっ」

　意味が分かったからか、それとも発音が湿しめっぽかったからか、驚いて小さく飛び上がった。

「い、今のって全部……」

「そう。『愛してる』って意味だ。はっきりとした意味は分からなくても、ニュアンスは伝わっただろう？」

「十分過ぎるほどに……」

　そんなに一度に何種類もの愛の言葉を聞いたのは初めてで、ハートが痺しびれて麻ま痺ひしてしまう。心臓が脈打つ音が速かった。

「言葉なんて、単なるコミュニケーションツールのひとつだ。いくら愛していると囁いても、そこに気持ちが入っていなければ相手には伝わらないだろう」

　外国語に対して腰こしが引けているおれに向けた言葉だと思った。難しく考える必要もない、言いたいことだけが伝わればそれでいいんだってことを諭さとそうとしてくれている。

　おれが思っているよりも、おれのことを見ていてくれているようで、なんだかくすぐったい。

「──おまえは、なにが不安なんだ？」

　抱きしめた腕うでに力が込められる。真しん摯しな瞳ひとみがおれを覗のぞきこむ。

「えっ。知って……？」

　不安定に揺ゆれ動くおれの心を、帰国してからのこの短時間で洲世は感じ取っていたのだろうか。それとも、それほどまでにあからさまな態度に出ていたというのか。

「恋こい人びとの心の機き微びが察知できないほど、鈍どん感かんではないつもりだが」

　いつもの平へい坦たんな口調だった。けれども、そう言ってもらえたことが凄すごく嬉うれしくて、心の奥がカーッと熱くなった。なにか言おうとしたけど、唇くちびるが小さく震ふるえて言葉にならない。

　偶ぐう然ぜんの出会いからはじまった関係だった。契けい約やくで結ばれた恋人という関係を経て、ようやく本当の恋人になったわけだけれど、洲世からこんな風に言ってもらえることに、感動もひとしおで……。

　だって、これって一いつ緒しよに気持ちを育はぐくんでいる状況だろう？　自分の気持ちを押し付けるのでなく、相手のことを考えながら、よりよい関係になっていこうっていう気持ちが見えて、少しは愛されてるんだって自信が持てる。

「それは……」

　けれども、気持ちを素す直なおに伝えることはためらわれた。だって、それが洲世の負担にならないとも限らないからだ。

　洲世のＦ１への参戦が決まって、おれは誰よりも嬉しく感じている。以前に一度Ｆ１へのチャンスを逃のがしてしまっているのを知っているからこそ、余計に。

　けれどもその反面、底知れぬ不安や淋さびしさを感じている。洲世に大事があっても、すぐには駆かけつけられない距きよ離りにいる現実がそうさせる。

　嬉しさと淋しさがないまぜになって、複雑な心境だった。

　Ｆ１は、『Ｆ１サーカス』とも呼ばれるんだって誰かが言っていたっけ。まるでサーカス団のようにその国々を渡わたり歩くために、そんな風にたとえられるらしい。

　シーズンが始まってしまったら、洲世とは会えないどころか、電話すらままならないだろう。

　そんな状じよう況きようの中、洲世に不安を感じさせたくはなかった。離はなれているからこそ、おれのことは気にせずレースに挑いどんで欲しいと思っているのに。

　なにより、洲世の負担になりたくはなかった。

　洲世は、おれが言い難にくそうにしているのを見ると、ソファから立ち上がって自分の部屋へと消える。そして、すぐに戻もどってきた。

「これを……」

　不思議そうに見上げるおれの前に、洲世は手を差し出した。そこには、メタルボディのデジカメが握にぎられていた。

　昼間、車の中で取り上げられたやつだった。

　両手を差し出すと、その手のひらにカメラが置かれる。

「これがおまえの精神安あん定てい剤ざいになるなら、それでもいいと思ったけれど──」

　返されたカメラをそっと両手で包み込むと、その上に洲世の大きな手のひらが乗せられた。

「それじゃあ、根本的な解決にはならないだろう。おれの姿が見られれば満足なのか？」

　ふいに唇が重ねられる。突とつ然ぜんで驚いたけれど、何度か優やさしく啄ついばまれるうちにうっとりして目を閉じていた。

　軽いくちづけはだんだん深くなり、洲世の舌が入り込んでくる。それを搦からめとるようにして応こたえることに夢中になる。

「んっ……」

　やがて甘い吐息が鼻から抜ぬけると、息苦しさに小さく喘あえぐ。すると、洲世の胸に抱きとめられた。

「昼間も言ったよな。キスは写真に撮とれないって。写真のおれはおまえを抱いたりできないぞ」

　温ぬくもりが、においが、おれを抱きとめる強い腕が、そこに洲世がいるんだってことを伝えてくれる。

「こんなものより、じかにおれを感じろよ」

　洲世は、おれの手の中のカメラを床ゆかに転がす。

「あっ」と思ったけれども、不思議と物足りなさは感じずに、逆に手が空いたことで洲世を存分に抱きしめられるのだと気付いた。

　それは、なにものにも代えがたいもので──。

　目の前にある洲世を、きちんと見つめようと思った。きちんと向き合って、きちんと手を取って、きちんと感じて……。

　目を閉じればその姿が鮮せん明めいに思い出せるように、洲世を自分の体に刻みたい。

「──うん」

　この手で洲世を引き寄せる。すると彼は、自分の体重をかけるようにして、おれをラグに横たえてくる。

　視線が絡むと、その照れくささに笑ってしまう。洲世はそんなおれを見て、優しい目つきになった。

「……なに？」

　もの言いたげな洲世に問う。

「いや。恋れん愛あいも悪くないと思って」

　洲世の口から、そんな言葉を聞くことができるなんて……──。

　息が詰つまる。胸の奥からジン……と何かが込み上げる感じがして熱くなる。

　幸せなんだなぁと思った。好きな人が自分を好きでいてくれることが、こんなにも嬉しいだなんて。半年前の自分には考えられなかっただろう。

「ホントだ……」

　そのつぶやきは、キスに消された。深く唇を貪むさぼられて、呼吸が浅くなる。喘ぐように胸を上下させると、服の上からその尖とがりを撫なでられる。

「やっ」

　瞬しゆん間かん、腰を浮うかすと、洲世の脚あしに押さえつけられた。逃にげを打とうとする体を、重なった洲世の体が捕とらえる。

　素す肌はだに着たセーターの裾すそから、もう一方の手が忍しのび込み、胸にある粒つぶをじかに撫でられた。

「あっ、やぁだ……」

　甘い声が上がってしまう。キュッと硬かたくなる感かん触しよくを楽しむように、洲世の指は巧たくみに先をつまむ。

「や、それ……、もっと……」

　優しすぎるタッチに、刺し激げきを欲ほつして請こうと、大だい胆たんに裾がめくられて胸むな元もとがあらわになる。

　さっきキスに夢中にさせた洲世の唇が、今度は乳ち首くびを貪る。柔やわらかく舐なめられ、強く吸われて、痺れにも似た快感が体を駆ける。

　洲世は器用にセーターを脱ぬがすと、自分もシャツを脱いだ。その綺き麗れいに割れた胸筋が淫みだらに感じられて、うっとりと見入ってしまう。男の体がこんなにもセクシーなものだということを、洲世から教えられた。

「ここ、もうこんなだぞ──」

　ジーンズの上から、キュッと股こ間かんを掴つかまれた。今の胸への刺激で、早くも勃ぼつ起きしてしまったのは分かっている。おとなしくジーンズに収まっているのは限界だった。

「あっ」

　布ぬの越ごしではなく、もっと強い刺激が欲しくて、自然と腰が突つき出る。洲世の手はベルトを外すと、ファスナーを引き下ろした。

　チリチリという小さな金属音に、期待に胸を膨ふくらませる。じらすようにゆっくりファスナーが下ろされると、下着の中に洲世の手が潜もぐり込む。

「ヌルヌルしてるな」

　いつも男らしく整った顔に、雄おすの気配がにじみ出る。気品は鳴りを潜ひそめて、荒あら々あらしい野性が顔を覗のぞかせた。これから獲え物ものを捕とらえようと、舌なめずりしている表情だ。

「言わないでっ……」

　数度扱しごかれて、湿しめった音が耳に届いた。

　この手に触さわられて、感じないわけがない。抑おさえたくても抑えられない劣れつ情じようが、次から次へと溢あふれ出る。

「早そうだな。もうイクか？」

「ん、ホントにッ、……ヤバ……」

　素直なおれの反応に、洲世は急いでジーンズと下着を下ろしてきた。そうしないと、下着を汚よごしてしまいそうだった。

　先走りの液が、おれのペニスと洲世の手をベタベタにしているのが分かる。体がうねって、快楽の放出口を探している。堪こらえきれずに足を何度かバタバタさせると、洲世が許しを与あたえてくれた。

「イっとけよ」

「……あっ！」

　湿った音とともに、強く数度扱かれる。ビクッと背筋が緊きん張ちようすると、次の瞬しゆん間かん弛し緩かんして、腹の上に熱い滴しずくが飛んだ。

　荒あらい呼吸を繰くり返して、体の火ほ照てりを冷ます。洲世は、白い滴を指に取ると、じっと観察するように見て言った。

「濃こいな。おれがいない間、自分でしなかったのか？」

　意地悪そうに。そして愉ゆ快かいそうにクスッと笑う。

「や……っ。し、しない……！」

「本当か？」

「ホ、ホント……っ」

　そんなおれの嘘うそもあっさり見み抜ぬいたようで、洲世はまた一つ笑うと、その指先の残ざん滓しを後ろに塗ぬりこめる。

「じゃあ、ここは？　自分で触ったりは？」

「しな……いっ」

　それも信じていないらしい洲世は、「ふーん」と言うと奥へ指を進めた。

「あっ……ん」

　意志を持った指が、奥を探さぐる。おれの感じるスポットを刺激しながら、固く閉じたそこを緩ゆるめる。

　洲世は解すことを怠おこたらなかった。面めん倒どうだろうと思うのに、指を飲み込んだおれが、違い和わ感かんから快楽を訴うつたえるのに変わるまで、しつこくおれを喘がせる。

「あ、もぅ……あっ！」

　一番奥を探られて、ビクッと体を震ふるわせた。またすぐにイってしまいそうになって、唇くちびるを噛かみしめる。

「んんっ」

　快楽の波をやり過ごすと、それと同時に指が引いていく。

「あっ、やぁぁぁ……！」

　その指を逃のがすまいと、腰こしが追いかけてしまう。

「いやっ。まだ……」

　縋すがる目を向けると、洲世は少し困ったような顔でおれを見た。

「おれも、そろそろヤバイ」

　そう言うと、代わりに熱い塊かたまりが宛あてがわれる。それがなんなのか、想像するまでもなかった。

「それとも、指のほうがいいか？」

　窄つぼまりをつつかれて息が上がる。聞かずとも答えは分かるだろうに、そんな風にじらされる。

「それ、が……。いいっ。はや、くっ！」

　洲世の硬くぬめったものが、自分の中に収まる感覚を思い出して、欲望が色いろ濃こくなる。

「やっ。いれ、てっ！　洲世ので、して。はや……くぅぅ」

　入り口で宛がったまま、おれの様子を眺ながめているらしい洲世を急きたてた。

「おま……っ。なんてこと言うんだよ」

　苦く笑しようが耳に届く。呆あきれられたのかと思ったら、およそ洲世らしからぬ卑ひ猥わいな言葉を囁ささやかれて、キュウッと疼うずくものを堪えた。

「うう……んっ」

　挿そう入にゆうの瞬間、硬こう直ちよくした体をほどくように、洲世の手が前へ回る。そして快楽を引きずり出すようペニスに手をかけた。数度擦こすられて、甘い吐と息いきを吐はき出す。

「くっ……んっ」

　身体からだを分け入るように洲世が進んでくる。そのカタチを感じて、大きく息を吐き出す。耳元に、なにかを堪える洲世の吐息が聞こえた。

「ああぁ……っ」

　全すべてを収めてしまうと、洲世は馴な染じませるよう軽く揺ゆさぶることを繰り返した。それだけで痺しびれるような快楽が、奥から波は紋もんのように広がってゆく。

　そして、それが大きく突く動きに変わると、洲世の腰にしがみつくよう足を回した。

「あっ、あ、あ、あ。いい……っ」

　揺さぶられるたび、そんな言葉を口走る。

「もっと……っ」

「もっと？」

「っ……こ……！」

「こ？」

「擦こすって……奥……っ」

　涙なみだを浮かべながら思い切って言うと、体内のものがひときわ大きくなったように感じた。

「淫らだな……」

「そ、んなの……んっ」

「そういうおまえも、いい」

「い、い……？」

　不安な視線を向けると、「そそられる」と洲世は言った。

「あっ。う……んっ」

　探し当てた場所に、洲世は穿うがつ。

「し……てっ。も……っと」

　深く、そして速く突き上げが繰り返される。

　湿った場所の擦れる音が、いやらしく響ひびく。

「あ、やっ！」

　激しい抽ちゆう挿そうのたびに、自分の意思とは関係なく、洲世をきつく締しめつける。

「はっ……ん。も、や……」

　頭が真っ白になって、意味を持たないうわ言だけを繰り返す。終わりはすぐそこまで来ていた。

「も、だめ……っ！」

　ひと際強く奥を突つかれて、おれはギュッと目を瞑つぶった。

　体内で渦うず巻まいていたものが、勢いよく弾はじけて飛び出す。イった瞬しゆん間かんに体内のペニスを締めつけると、洲世はくぐもった声をもらして射精したようだった。搾しぼり出すようにして、おれの奥に熱い液体が叩たたきつけられる。

　微かすかに眉まゆを寄せて、何かを味わっているかのように見える。その瞬間の快楽に耽ふける表情を、おれはぼんやり見上げていた。

　この体温と感かん触しよく、汗あせのにおいもおれに触ふれる指ゆび遣づかいも、余すところなく五感に刻みつけよう。

　カメラなど必要ないほどに、目を閉じるだけで洲世の全てが思い出されるように──。





　ひんやりとした空気を感じて目を覚ます。そこは馴染んだ洲世の広いベッドの上だった。

　閉じたカーテンから少し漏もれる日の光は、朝が訪おとずれたことを告げていた。

「……ん」

　小さく身じろぎすると、感触を確かめるよう指が髪かみを梳すいてゆく。長身とは似つかわしくない繊せん細さいな指先だった。そうされることが心地ここちよくて、しばらく半はん覚かく醒せいのまままどろんでいた。

「起きたのか？」

　おれが目覚めたことで、優やさしく撫なでていた洲世の手が離はなれていく。この手を捕つかまえて放したくない。それには──。

「なにか、約束が必要か？」

「……え？」

「次に帰国するまでにおまえを不安がらせないためには、何か強い約束が必要じゃないのか？」

　昨日までの自分だったらそうだろう。単なる口約束でも、それが全ての支えになり得たに違ちがいない。

　けれども、今は違う──。

　洲世はおれの中にいるから。離れていても好きだと思ってくれる気持ちは変わらないから。約束なんてものはなくても、その気持ちを信じて暮らしていける。

　そして、この離れている間に、洲世と少しでも渡わたり合える人になりたいと思った。

　まだ守られてばかりのおれが、同じ視線に追いつける日がいつになるかは分からない。けれども、そう遠くない未来にその時は来るのだと信じよう。

「そんな約束、いらないけど……」

　言いかけて、ふとあることを思いつく。自分のやりたいことが、なんとなく見えてきた。

「ねえ、ちょっと耳貸して」

　二人だけしかいない部屋で、わざわざ小声になる必要もないのに、少しの照れくささが大声をだすことをためらわせた。

「なんだ？」

「いいから」

　耳を寄せてきた洲世に、未来への希望を語った。少し考えながらだったので、子供のようにしどろもどろだったけど、それを聞き終えると洲世は、「心強いな」と笑った。

　実現するには険しい道のりだろうけど、信じて叶かなわないものはないんだと思える。レースで起こした事故のために、一時は生死をさまようような状態だった洲世が、Ｆ１への切きつ符ぷを手にしたのと同じで。

「……なんか、また眠ねむくなった」

　柔やわらかな光の中でそう言うと、洲世はフッと吐息で笑った。そしてまた、指が優しく髪を撫でる。

「もう一度寝ねてもいいぞ」

「うん……」

　束つかの間の休息を、洲世と共にまどろむことに決めて、夢の扉とびらをノックした。



【終】
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　左の薬指には、小さく光る銀色の指輪がある。

　上品に輝かがやくプラチナに彫ほられているのは、蔦つたをイメージした模様だろう。

　その緻ち密みつな細工は熟練した職人でなければ造れないのだと、店員のセールストークに聞いた覚えがある。

　この指輪に決めたのは、細工の細かさと嫌いや味みのない控ひかえめな輝きが気に入ったからだった。

　もっとも他に薦すすめられたものは、大きな石が入っていたり自己主張の激しいデザインばかりで、その時あまり人目に触ふれたくなかったおれとしては、目立たなければなんでもよかった。

　男が指輪をしていることに違い和わ感かんを覚えない昨今だけれど、男同士のペアリングはやはり異質だろう。

　宝石店で共に指輪を選んだ相手は男で、やつはおれと同じデザインの指輪を薬指にはめて、恥はずかしがるおれの様子を楽しそうに眺ながめていたっけ。

　単に恋こい人びと同士という関係を周囲に見せつけるための小道具だったのに、それがいつから大きな意味を持つようになったのだろう。

　たとえばなにかを不安に感じる時など、気づけば無意識に指で触れていることがあった。

「流りゆう？」

　自分の名を呼ばれて顔を上げると、少し高い目線から表情を窺うかがわれる。

「どうかした？」

　二十六にもなる男のくせに華はなやかな印象を与あたえる彼は、名前を葦あし原わら麻ま貴きといった。

　本職は料理研究家だ。

　はっきりした性格をしているわりに、やつの作る料理は不思議と細やかで上品だった。

　厚こう顔がんなのは表向きだけで、もしかしたら意外と繊せん細さいなのかもしれないと時折思う。

　メディアにも多く露ろ出しゆつしていて、世の奥様方のアイドルのような騒さわがれ方をしている。そしてその傍かたわら、長いことレーシングチームのマネージャーをしていた。

　一見華きや奢しやに見えるが、着やせするタイプのようで、綺き麗れいな橙だいだい色いろに染められた革かわのコートを着ていても、ちゃんと大人おとなの男の体つきをしているのが分かる。

　重い鍋なべを持ったりフライパンを振ふるったりするせいか、二の腕うでには割としっかりした筋肉がついていた。背せ丈たけにそれほど変わりはないのに、見た目も実際もコンパクトなおれとは明らかな違ちがいを感じさせられる。

　あとちょっとだけ身長があれば、見た目にもだいぶ変わるのにな……。

　一七〇センチに満たない小こ柄がらな体たい躯くで得したことはなにもないように思える。

　ジーンズは裾すそを切らなきゃ穿はけないし、メンズのＭサイズのシャツでは服に着られている感じがして、それが余計におれを華奢に見せてしまう。

　年が明けて一月に、おれは十九歳になっていた。

　とはいえ、一向に大人びた気配はない。

　高校生の頃ころから着ているダッフルコートが自分に一番似合っているのを知っていて、海外では余計に子供っぽく見られてしまうだろうことも予想しながら、背せ伸のびすることなくあえてそれを着てきた。

　少し癖くせのある細い髪かみに、母親譲ゆずりの小づくりな顔立ち。あまり日に焼けない性質の肌はだは、寒気のせいで頬ほおだけ赤くなっているだろう。

　チャコールグレーのダッフルコートを合わせた自分は、異国にあっていったい幾いくつくらいに見られているのだろうか。

　そんなことを気にすることで、緊きん張ちよう感かんから目を逸そらそうとしていた。

「ほら、流のスーツケースだよ」

　葦原の指差した先は、ターンテーブルに載のって真新しいスーツケースが流れてくるところだった。

　ここで荷物を受け取って、ゲートを潜くぐれば、その地はもうスペインだった。

　シェンゲン協定国からの入国のため、エル・プラット空港では入国審しん査さもなかった。

　特別な手続きもなく入国を許されることに、少々肩かたすかしを食くらった気分だ。

　日本を立ったのは、今から半日ほど前のこと。日本時間の午後二時だった。

　それからアムステルダムを経由して、約十五時間のフライトをしていたことになる。

　機内で合わせた現地時間では、もう夜も十時を回ってしまっていた。

「疲つかれただろう？　初の海外旅行でスペインはちょっとキツイよな」

　そう声をかけてきたのは、やはり自分のスーツケースを受け取ったばかりの高たか嶋しま千ち歳とせだった。

　現地の人間とそう変わらない浅黒い肌に、ニッと笑った口からは綺麗に並んだ白い歯が見える。しっかりした肩かた幅はばと上背のある体に、黒のライダースジャケットが似合っていた。

　葦原より二つ年下の二十四歳。

　同じ男として見てもカッコいい容姿をしていると思うけれど、本人が気取らない性格のせいか、なかなかそう見られないところが玉に瑕きずだと言われている。誰からも親しまれやすいキャラクターではあるが、こう見えて彼は日本でトップクラスのレーサーだった。

「そんなことないよ。ほとんど寝ねてたし」

　たしかに、日本から直行便がないことは不便なことだけれど、用意されたシートはフルフラット仕様で快適だったし、機内サービスの充じゆう実じつぶりにも驚おどろかされた。

　何一つ不自由はなくて、疲ひ労ろうも感じていない。

「えっ、寝てたの？　ばっかだねぇ……」

　呆あきれた声を上げたのは葦原だった。

　ずっとシートに横になっていたせいで跳はねてしまったおれの髪を、ピンと指先で弾はじいてくる。そして、おれのすぐ後から流れてきた手荷物を受け取ると、三人揃そろったところでまた歩き出した。

　今回は、日本からずっとこの三人組で行動していた。

「時差ボケ決定だな。スペインはこれから夜なのに、流の体内時計は朝になっちまってる」

「八時間も時差があるんだから、その辺よく考えなさいって」

「うそっ。いまさらそんなこと言われたって、もう遅おそいよ」

　渡と航こう前から、あれほど海外は初めてだって言っていたじゃないか。そんなことはフライト前に教えていてほしかった。

　そういう二人は機内でも眠ねむ気けを堪こらえていたのだろう。うっすらと隈くまの浮うかぶ横顔がそれを物語っているようだった。

「心配するな。どっちにしても流が今夜眠ねむれるわけがない」

「ああ。それもそうか」

「なに？　どういう意味？」

　当の本人を差し置いて、葦原と高嶋さんはなにやら勝手に納なつ得とくしてしまっている。二人にしか分からない会話が成立しているようだった。急に輪の外に追いやられたようでムッとする。

「べっつに、なんでもなーい」

「教えろよ。おれ、海外初めてなんだって」

　葦原に食い下がってみるけど、意地悪な目つきをしたやつは、答えをそんなに易やす々やすと教えてくれるような性格はしていない。

「ま、いずれ分かるさ」

　高嶋さんにポンと軽く肩を叩たたかれて、仕方なくまた前へ向かって歩き出した。

　スーツケースを転がすようにして、人の流れに従ってロビーへ出る。

　夜も遅い時間だというのに、多くの人がそこにいた。成田空港ほどではないけれど、そんなに規模の大きくない空港の割には賑にぎやかに感じる。

　日本に比べて湿しつ度どが低いせいだろうか。空気が今までいた場所とは違う気がして、ここがスペインなんだと肌が感覚的に実感する。

「もう、来てる頃なんだけどなあ……」

　キョロキョロと周りを見み渡わたしながら、葦原は独り言のようにそう言った。

　誰を探しているのかなんてことは、聞かなくても分かりすぎるくらい分かっている。

　おそらく葦原よりも先に、おれのほうが視線をさまよわせていた。

　あと、少しだ……。

　急に速くなる心しん拍ぱくを宥なだめるようにして、ゆっくりと息を吐はき出す。

「到着時刻、ちゃんと伝えてるんだろう。流？」

「……っ。あ、うん。もちろんだよっ」

　気づけばまた指輪に触れていた。気持ちを落ち着かせるように、そっと。

　そのことにハッとなって、微かすかに声が上ずってしまう。

「だめだ。緊きん張ちようしてやがる」

「いい加減慣れたら？　そんなんじゃ心臓がいくつあっても足りない……あ、いた！」

　葦原の呆れた声こわ色いろが、とたんに色めき立った。

　探していた相手の姿を見つけて、嬉うれしそうになる。そのあからさまな心情の変化を見取って、低く呻うなったのは高嶋さんだ。

「だから、おれの前でそうはしゃぐなって。それこそ心臓がいくつあっても足りないぞ……」

　おれが知り合った時から、高嶋さんは葦原への好意を隠かくすことはなかった。

「千歳はそんなヤワな心臓してないだろ」

　憎にくまれ口を叩くと、葦原は自分のスーツケースを当然のように高嶋さんに預けて駆かけ出してしまう。

　その葦原の向かった先には、一人の男が佇たたずんでいた。

　おれの鼓こ動どうを、こんなにも速くさせる男──秋あき津つ洲しゆう世せいだった。

　西せい欧おう人じんにもひけをとらない身長と骨格は、いつ見ても威い風ふう堂どう々どうとしたイメージを抱いだかせる。加えて深い闇やみにも似た漆しつ黒こくの髪と瞳ひとみのおかげで、どこか神秘的な印象を与えていた。

　まるで神話に出てくる獣神のようだと、どこかの国のニュースサイトに書かれていたっけ。

　あまりにおおげさな表現に笑ってしまったけれども、たしかに本気になった洲世は獣じみた野性が顔を覗のぞかせる。そんな気品と荒あら々あらしさを併あわせ持つ男だった。

　綺き麗れいに色落ちしたジーンズにサンドベージュのトレンチコートを羽織った珍めずらしくカジュアルな恰かつ好こうの洲世は、そこに立っているだけだというのに人目を惹ひいた。

　ヨーロッパにおいて東洋人が珍しいということもあるだろう。

　けれども、それだけじゃない。

　洲世のかもし出すオーラのようなものに、すれ違ちがう人たちが目を奪うばわれる様がありありと分かる。

　そして、他人からそんな興味と好こう奇きの入り混じった視線を向けられても、見られることに慣れているのか、洲世はそれが当たり前のように堂々としていた。

　人目にさらされることが日常的な生活を送っている者の態度だ。

　特に昨年末にＦ１への参戦がニュースで取りざたされてから、洲世の顔をテレビで見ない日はなかったように思える。

　その容姿のせいでレースも知らないような女の子たちの話題となり、過熱した報道が絶えることはなかった。

　──そしてそんな男が、信じられないことにおれの恋こい人びとだったりする。

「洲しゆう。久しぶり！」

　しげしげと洲世の姿を眺ながめて自分の世界にひたっていたおれを現実に戻もどしたのは、葦原の声だった。

　葦原は駆け寄ると、今にも抱きつきそうな勢いで洲世の前に立つ。

　葦原は周囲の誰もが認める秋津ファンだった。

　恋心とは違うと本人は言うし、恋れん愛あい関係になることはないと信じているけれど、中学時代からの付きあいだというこの二人には、恋や愛なんて不確かなものより固い絆きずながあるように思える。

　二人は抱き合いこそはしなかったが、外国人が親しい人にするように、頬ほおをくっつけ合うような挨あい拶さつを交かわした。

「おまえ、あれに突つっ込めよ」

　ボソッと高嶋さんが言った。

「もう慣れたよ。そういう高嶋さんだって、いいのか？　あれ」

「おれも、もう慣れただろう」

　その言い方がおかしくて、小さく吹ふき出した。

　おかげで、自分が少し前まで緊張していたことなんて忘れてしまう。

　もしかしたら……。

　葦原はおれが洲世の前に出ると緊張してしまうことを知って、それをほぐすためにわざとやっているのかもしれないな。

　まだ出会って間もない頃ころ、おれの興味を洲世へと向けさせるためにわざわざ悪役まで演じていた男なんだから、それくらいのことはしてもおかしくはない。

　一見奔ほん放ぽうに見える葦原だけれど、やっぱりマネージャーなだけあって気が利くし、面めん倒どう見みもよかった。

「仲がいいな」

　いつまでも笑っていたら、知らぬ間に近寄ってきた洲世に腕うでを取られた。そのまま引き寄せられて、不意打ちの行動にバランスを崩くずしてしまう。

「わっ」

　傾かたむいた体は胸の中で抱き止められた。

　その力強い腕の温ぬくもりと変わらない香こう水すいの香かおりが、一いつ瞬しゆんにして体を満たしていく。体の内で生じた熱が、顔を赤くするのを止められなかった。

「──いや、おまえらほどでもないぜ」

　そんな高嶋さんの台詞せりふが、ため息とともに聞こえた。





　二月も末のバルセロナは、東京よりわずかに暖かい気がする。

　基本的に四季は日本と変わらないらしいけど、地中海に面しているためか冬の厳しさは日本ほど感じられないようだ。

　前回洲世と会ったのは、一月の日本だった。

　雪の舞まい散る寒い日に、洲世は日本を発たった。

　その後ろ姿が搭とう乗じようゲートの向こう側へ消えるのを見送ったっけ。

　洲世は、昨年末にスペインのチームからのオファーを受けて、Ｆ１ドライバーとしての契けい約やくを交わしていた。

　今は三月からはじまるグランプリシリーズで、Ｆ１ドライバーとしてのデビューを控ひかえている身である。

　Ｆ１が開幕してしまったら、ほとんど一年をかけて洲世は世界を転戦することになる。

　そうなったら会えないどころか電話すらままならないことを知って、大学が春休みになるや否いなやこうして押しかけるようにスペインへとやってきてしまった。

　ただし一人ではない。

　長年ずっと洲世のマネージャーをやっていた葦原と、洲世の相棒ともいえる高嶋さんの二人が、初めて海外にいくおれを心配して同行してくれた。

　二人ともスペインでやりたいことがあるからそのついでだというけれど、その話を言葉通りに受け取ってしまっていいのかはよく分からない。

「同じホテルじゃなかったんだ」

　空港まで自分の車でおれたちを迎むかえにきてくれた洲世は、バルセロナの拡張地区にあるホテルの前で葦原と高嶋さんの二人を降ろした。

　そして、車はホテルに面したグラシア通りをさらに進んでいく。

　もちろん二人が同じホテルに宿しゆく泊はくするものだと思い込んでいたおれは、彼らが先に車を降りたことにびっくりして洲世を見た。

「麻貴と千歳のことか？　スペインに来てまで四人で行動することもないだろう」

「言われてみればそのとおりなんだけど……」

　けれども、日本にいる頃にレースで各地を転戦していた時は、ほとんどといってもいいくらいこの四人で行動することが基本だった。

　それが当たり前になってしまっていたため、急に二人になると少し寂さびしい感じも否めない。

　昼間は買い物客で賑にぎわうらしい高級ブランド店の軒のき先さきを、車はゆっくり進んだ。

「それとも、おれと二人きりになることに不満でも？」

「まさか、そんなことないよっ」

　洲世が怪訝けげんな声を出すものだから、慌あわてて全身で否定する。

　すると、声が裏返って言葉に必死さがにじみ出てしまっていた。

　洲世はそんなおれを見ると、シリアスな態度を一転させて愉ゆ快かいそうに笑った。

「なんでそこで笑うんだよ。またそうやっておれのことからかうんだから」

　最近の洲世は、わざとおれのことを困らせる。そして、その反応を見て楽しむという、人の悪い遊びを覚えてしまったようだ。

「おまえがムキになるほど疑わしいんだけどな」

「だから、違うって言ってるのに」

　誰にも邪じや魔まをされず、洲世と二人になれることは嬉しかった。

　けれども空港での再会のように、いざ洲世を前にすると、恐おそれにも似た緊きん張ちよう感かんが体を走ることがある。もちろん好きなのに、それと同じくらい洲世のことが怖こわい。

　いや、好きだから怖いのか。

　相手を失いたくないからこそ、つい余計なことまで考えてしまったりするんだ。

　こんなことをしたら引かれないかとか、こんなことを言ったら嫌きらわれないかとか、洲世のことが大切になればなるほど、臆おく病びような自分が現れるようになった。

　出会ったばかりの頃には、そんなこと考えたこともなかったというのに。

「冗じよう談だんだよ。……ほら、着いたぞ」

　洲世はそう言うと、車をホテルの前に横付けした。

　エンジンを切って運転席のドアを開くと、落ち着いた臙えん脂じ色いろのホテルの制服を身に着けた従業員が数名、こちらへやってくる。

　どうしたらいいのか分からなくて、助手席に座ったまま洲世の行動を見守っていると、彼は従業員の一人に何か説明しながら車のキーを預けて、助手席のドアを開けてくれた。

「足元、滑すべるから気をつけろよ」

「うん」

　なにを大げさなと思いつつ車を降りると、地面には艶つやのあるタイルがぎっしりと敷しき詰つめられていた。

「うわ……」

　ピンクや緑の明るい色調で、よく見るとモザイク風の花模様になっていることが分かる。

　その表面の光り具合に、これでは滑るのも納なつ得とくできると思った。

　その装そう飾しよくは、ふと視線を上げたエントランスの先まで続いていて、五階建ての建物にもタイルが効果的に使われており、白しら壁かべの優ゆう雅がさに温かみが加わっていた。

　わざと波打つような曲線を持たせた外がい壁へきや、華か麗れいな彫ちよう刻こくの施ほどこされた円柱に目を奪うばわれる。なんて遊び心のある建物なんだろうと驚おどろいた。

「これが、ホテル？」

「ああ。古い建物だが居い心地ごこちはいい」

　たしかに古いのだろうけど、ただ古いわけではなく、クラシックやアンティークなどといった歴史を感じさせるものだ。

　ホテルというよりは、迎げい賓ひん館かんのように見知った相手を迎え入れる場所といった趣おもむきがある。

　木製の自動ドアには、真しん鍮ちゆうでできた文字で“〝leal”〟との名前が書いてあるのが読めた。

「レアル……って、あのレアルグループ？」

　日本にも幅はば広ひろく展開している大手ホテルチェーンと同じ名前だった。

　けれどもおれの知る限りのレアルグループは、最新の設備を備えた客室に結けつ婚こん式や晩ばん餐さん会が開かれるようなレセプションホールを持つ、上質ではあるがビジネスライクなホテルだ。

　今こうして目の前にある、伝統を感じさせながらも親しみの持てる感じとは、およそかけ離はなれている。

「ああ、そうだ。日本ではレアル・トーキョーが有名だな。レアル・バルセロナはレアルの本ほん拠きよ地ちなんだ。レアルグループは、このホテルから始まっているからな、いくらチェーン展開が広がろうと、原点を忘れないためにここだけは開業当時の趣を大事にしているらしい」

「へーっ」

　洲世の話に興味をかきたてられて、まじまじと建物を見上げる。

　日本にはもちろんだけど、東洋にはないセンスの建物を物もの珍めずらしげに眺ながめてしまう。

「モデルニスモという、バルセロナ独特の建築様式だ。これに代表されるのがガウディだよ」

「あの、巨きよ大だいなトウモロコシみたいな建物造った人？」

「巨大な……って、サグラダファミリアのことか。バルセロナの街並みは野外美術館のようだぞ。明日街に出てみればよく分かるだろう」

　バルセロナへの到とう着ちやくは夜だったため、空港からずっと車で走ってきていて街の様子もまだよく分かっていなかった。

　夜の街は東京のギラギラしたネオンほど明るくないし、特に葦原と高嶋さんの二人が賑やかだったので、異国情じよう緒ちよを感じる余よ裕ゆうもなかった気がする。

　建物の中に足を踏ふみ入れると、温ぬくもりの空間に包まれた。

　色目の違ちがう木を組んでできている寄せ木細工の床ゆかや、あらゆるところに配されたステンドグラスが心地いい空間を作っている。

　慣れた足取りで前を歩く、洲世の広い背中を追ってフロントへ向かった。

　洲世はカウンター越ごしに部屋のキーを受け取るついでに、フロント係となにやら言葉を交かわしていた。

　独特の巻き舌にアクセントをつける洲世のその喋しやべり方は、まるで現地の人間のようにも見える。そんな風になんでもこなしてしまうところが洲世らしくて、意外な感じはしなかった。

　……そういえば、中学生になるまで洲世は各国を転住していたんだっけ。

　彼の父親は、世界的な規模で経営を展開する『アクティヴ・モーター・エンジニアリング』の社長だった。

　ちなみにこの会社は、企き業ぎよう間取引が主なために、一いつ般ぱんにあまり知られる類たぐいのものではないけれど、自動車を動かす上では欠かせない部品を開発・製造・販はん売ばいしているそうで、老舗しにせの企業らしい。

　そして、日本にあるレーシングチームのスポンサーなんかもしている。

　秋津家の次男である洲世に跡あとを継つぐ気はないらしいけれども、幼い頃ころから見聞を広めることが必要だという父親の考えもあって、父親の仕事先である欧おう米べいやアジア諸国を渡わたり歩いていたらしい。

　スペインに住んでいたことはないと言っていたけれど、この恰かつ幅ぷくのよいフロント係とのやり取りを見る限り、とてもそうは見えない。

「……perdón」

　ふと思いついたように洲世は会話を遮さえぎると、おれを振ふり返る。

「え、なに？」

「自分の名前だけでいい。自己紹しよう介かいできるか？」

「スペイン語で？」

　日本を発たつ前に、ちょっとは勉強してきた。けれども、ネイティブを相手にして会話を交わすことに自信はない。

「無理なら英語で構わない」

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　こういう場面で躊ちゆう躇ちよしてしまうような、可愛かわいらしい性格ではなかった。

　一見まだ子供のような頼たよりない外見からは想像できないとよく言われるけれど、道に迷って立ち止まってしまうよりは、雑草を掻かき分けながら進んでしまう性分だ。

　洲世もそんなおれの性格を分かって、わざと自己紹介するようおれに振ったのだろう。

「Me llamo Ryu, mucho gusto」

　咄とつ嗟さのことだったので、気の利きいたフレーズは出てこなかった。

　自分の名前を言って、最後に「よろしく」と付け加えただけだ。

　けれども意味は十分に伝わったのだろう。大げさに「ビエン」と言われ握あく手しゆされる。

　もう二言三言簡単な挨あい拶さつを交わして、洲世の宿しゆく泊はくしている部屋に向かった。

　廊ろう下かには意匠を凝こらした柱が立ち並んでいて、それに目を奪われているうちに、あっという間に洲世の部屋に着いた。

　部屋は最上階の五階にあったけれども、低層ビルのためにロビーからの移動も苦ではない。

「おまえの荷物が届いてるはずだけど」

　ホテルに到着した際、洲世はおれが日本から持ってきたスーツケースを部屋に運んでくれるよう手配してくれたようだ。

　洲世の言うとおり、スーツケースはすでに部屋の中に運ばれていた。

　部屋に入ってまず驚いたのは、ホームパーティーが開けそうなほどの大きさのリビングが、鮮あざやかな色とりどりの花で埋うめ尽つくされていることだ。

　室内だというのに、まるで花畑に足を踏み入れた気分になる。

　ホテルによくありがちな薄うす暗ぐらさはなくて、全体的な部屋のトーンは温かく明るめだった。白い塗ぬり壁かべにはタイルの装飾が施されていて、文明が手付かずの街に迷い込んだ錯さつ覚かくを覚えるほどである。

　リビングを挟はさんだ両サイドには、寝しん室しつが一つずつあった。

　一つが主寝室でもう一つがゲスト用のものらしいけれど、そのどちらにもベッドが二つ配置されていた。

　それぞれの部屋には伝統工芸らしい、華か美びな刺し繍しゆうが施されたベッドカバーが使われている。主寝室にはシャワーブースまでついていた。

　もちろん主寝室を出れば広いバスルームも完備されていて、晴れた日の青空のようなタイルで装飾された浴よく槽そうは、映画で見るような円形をしている。

　その真上にはドーム型の窓があって、お湯に浸つかりながら夜空の星を見上げられるようになっていた。

「こんな所に住んでたんだ」

　真っ暗な空に瞬またたく星を見上げながらつぶやいた。

　東京ではこれほどの星はめったに見られることはなくて、その小さなきらめきに思わず見入ってしまう。

　おれの視線の行方ゆくえに気づいたのか、洲世もそっと隣となりへやってきては同じように星空を見上げていた。

　星座は分からないけれど、隣にいるのが洲世だからか、ただ黙だまって星を見ているだけでもなんだか楽しく感じる。

「綺き麗れいだなあ」

「気に入ったか？　大学が春休みになればおまえも来るだろうと思ったからな。せっかくだし、地元でも評判のいい部屋にしてみたんだが」

　そう言われて、右にいる洲世に視線を移す。

　洲世はスペインに渡ってからというもの、スペイン国内に部屋を借りることはせずに、ずっとホテルに暮らしている。

　渡西したばかりの頃は、チームのファクトリーに近いマドリードにいた。

　けれども先週から、Ｆ１開幕直前の最終テストのためにバルセロナへ移ってきていたのだ。

　バルセロナにあるサーキットで、クルマの組み立てを行うのだと聞いている。

　Ｆ１が開幕するまではここで生活するらしいけれど、開幕してしまったら各国を旅して回ることになるので、家というものは特に必要ないらしい。

　ちなみに、そういったスタイルがサーカス団にも似ていることから、Ｆ１は『Ｆ１サーカス』などと呼ばれたりもする。

「うん、評判がいいのも分かる気がするな」

　装そう飾しよくの凝った建物は上質だけれど、気取ることはなく居い心地ごこちのいい空間が保たれている。

　ほんの少しだけ接しただけのフロント係も、立場をわきまえつつも友好的だった。歴史や伝統に固こ執しつすることなく、利用客と同じ目線でいられることが、このホテルの温かみを作り出しているのかもしれない。

「そう言ってもらえると、苦労して部屋を押さえた甲か斐いがあったな。おまえがこんなに早くやってきたのも、嬉うれしい誤算だ」

「テストが終わったその足で飛行機に乗ったからね。人文地理は追試決定だなぁ……」

　テスト中は気ばかりが急せいてしまって、答案用紙になにを書いたのかなんて、自分でもよく覚えていなかった。

　特に論述系の学科なだけに、文章の辻つじ褄つまがあっているか自信はない。でも、そんなことより一秒でも早く洲世に会いたかった。

「人文地理か……懐なつかしいな」

「そっか。経済専せん攻こうしてたんだっけ」

　洲世は、カートに乗っていた中学生の頃からプロだったそうだけれど、レースの仕事と両立して大学にも行っていたらしい。

　大卒のレーサーというのは、かなり珍めずらしいようだ。

「ああ。チューネンの孤こ立りつ国こくモデルは今でもそらでいえるぞ」

「どんな自じ慢まんだよ、それは」

　一般には分かりにくい話に苦く笑しようを洩もらす。

　そういうところが洲世らしくて、こんな些さ細さいなことで笑える現実がとても貴重に思えた。

　傍そばにいることを感じたくて、洲世のシャツに手を伸のばしては、裾すそのあたりを握にぎる。

「本当はおれから会いに行くべきなんだけどな」

「ううん。洲世が忙いそがしいのは分かっているから、そんな心配するなよ」

　以前の洲世は、自分の都合に合わせて相手を呼び出すような付き合いをしていたと聞いたことがある。

　そんな人からこういう言葉が聞けるだけでも、大きな進歩なんじゃないだろうか。

「流も知っての通り、おれも頑がん固こだからな。レースだけは譲ゆずれない。おまえをないがしろにしているわけじゃないことだけは知っていてくれ」

「うん、分かってる」

　自分の存在が一番じゃないことは、はじめから分かっていることだ。

　そんな風にレースに打ち込む洲世の姿がなによりおれは好きなんだし、ここでおれが一番だと言われても、素す直なおに信じられないだろう。

「けれども一人で戦っているわけじゃない。燻くすぶっていたおれを表ひよう彰しよう台だいに引きずり上げたのはおまえだからな。流と出会ってなきゃ、今おれがこの場にいられたのかも分からないな」

　そう言う洲世から、なんとなくいつもの力強さのようなものが失うせていたようにも思えた。顔の陰いん影えいが深い気がするのは、少し痩やせたからだろうか。

　会えない時間が長かっただけに、それほど毎日が忙しいのかと心配になってしまう。

「洲世……？」

　言葉の真意を見定めようと瞳ひとみを覗のぞき込む。

　深い色をした双そう眸ぼうを見つめると、そのまま吸い込まれてしまいそうになって、あわててうつむいてしまう。

　そんなおれの顎あごを洲世の指が捕とらえて、クイッと上を向かせる。

　戸と惑まどいながらも見上げると、そこには意外にも優やさしい目つきをした洲世がいた。

「このまま一いつ緒しよに風ふ呂ろにでも入るか」

「え……」

「おまえが欲しくなった」

　その瞳の奥にちらりと欲望の影かげが見えた気がして、期待に胸が高鳴る。

　自分を求められていることがこんなにも嬉しいと思う日が来ようとは、思いもよらなかった。

　ドクドクと鳴り出した心臓の音に煽あおられながら、返事の代わりにそっと目を閉じる。口づけを待つ一秒が、数時間のようにも感じられる。

　じりじりとしたものに耐たえ切れず目を開こうとすると、柔やわらかく唇くちびるが重なってくる。

　まるで洲世はおれの存在を確かめるように、そしておれに洲世を思い出させるように、食はむようなキスをしてきた。

　ひと月ぶりのキスを交かわすうちに、胸の中の強こわ張ばりは解けてなくなっていった。

　気き恥はずかしさは消えてなくならないけれど、今まで必要以上に感じていた不安は、洲世を目の前にして鳴りをひそめる。

　想像ではない、生身の洲世と触ふれ合えたことが、なにより良かったのだろう。

　口づけに慣れると、物足りなさを感じては引きそうになる洲世の唇を追いかけて続きを誘さそう。舌が絡からみ合う頃ころにはもう、後あと戻もどりできない状態になってしまっていた。

「風呂……入るなら、お湯溜ためなきゃ……」

　頭では分かっているのに、体がいうことを聞いてくれない。

　一いつ旦たん洲世から離はなれないといけないと思うのに、もっと寄り添そいたい衝しよう動どうに駆かられる。洲世のシャツを握った指先には、ますます力が入っていく。

「余よ裕ゆうだな」

　ぼんやりとした視界に、こんな時にも表情を崩くずさない洲世の整った顔が見えた。

「余裕なのは、どっち……っ」

　洲世の手がシャワーの水すい栓せんに伸びた。ほどなくして、勢いよく水すい滴てきが降り注いでくる。

「冷たっ……！」

　抗こう議ぎするおれの言葉を吸い取るように、再び唇を塞ふさがれる。

　頭から流れてくる雫しずくを、舌先が追いかけて吸い付く。

　はじめ冷たかった水は、しだいに温かいお湯となって二人を濡ぬらし続けた。

　首筋に口づけを受けて、背筋にゾクゾクするものが這はい上がる。

　足の先まで痺しびれる感覚に、このままでは立っていられなくなるような気がして、洲世の首に両りよう腕うでを回してしがみついた。

「んっ」

　シャツのボタンを外した洲世は、鎖さ骨こつの辺りを咬かむように吸ってきた。

　襟えり元もとから見えるか見えないかのギリギリのラインに、所有の印をつけているのだろう。何度も何度も同じ場所に唇を当てることを繰くり返していた。

　洲世はさらっとしているように見えて、意外と独どく占せん欲よくが強いほうだ。

　ちゃんとした恋れん愛あいをすることが初めてで、加減が分からないのだと本人は言うけれど、自分の恋こい人びとにキスマークをつけたがるのは、おれたちの世代とあまり変わらない気がする。

　薄うす目めを開けると、洲世の舌が淫みだらに動く様子が飛び込んできた。自分の首元を舐なめ上げるその舌の動きに煽られて、身体からだの奥がムズムズ疼うずく。

　まるで洲世の餌え食じきにでもなったような錯さつ覚かくを覚えて、食べられる恐きよう怖ふとその恐怖の中に潜ひそむ快楽に、熱いため息が唇から漏もれた。

「洲世……」

　名前を呼ぶと、それまで首元を彷徨さまよっていた唇が再び舌を吸ってきた。

　さっきまで平然としていた表情には、獣けものじみた獰どう猛もうな艶つやさえ見える。

　そのいやらしさを目にして、感じてしまう自分がいる。

　羞しゆう恥ち心しんを振ふり切るようにして、自ら唇を開き、求められるまま舌を絡ませた。

「ちゃんと覚えているか、おれのこと」

　背骨を伝って下りた指先は、双そう丘きゆうの狭はざ間まをするりと撫なでる。

　まだ着衣のままではあったけれど、その感かん触しよくに息を詰つめてしまう。

　今の行こう為いで中心に熱が集まったのが分かった。

「……っ」

　キスだけで終われるはずがない。

　意識が飛んでしまうほどの快楽を教え込まれた体は、久々の刺し激げきに敏びん感かんだった。より強い刺激を欲ほつして、体が疼きだす。

「きつそうだな」

　張り詰めた前を指し摘てきされて顔が熱くなる。

　会えない間、自分でしなかったわけじゃないけど、ここ数日は渡と航こう前の忙しさに生理的な欲求を忘れてしまっていたのだ。

　すごく余裕がないようで恥はずかしい。

　けれども、その辱はずかしめの言葉に反応して、余計に前がきつくなるのが分かった。

「だったら、楽にしてよ」

　精せい一いつ杯ぱいの誘う言葉を口にする。

　すると、洲世は一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめ、それからニヤリと口元を緩ゆるめた。

　こういうことに関してはいつになっても慣れないけれど、嫌いやだと思ったことは一度もなかった。恋人という関係になってすぐの、蜜みつ月げつともいえる時期を離れて暮らしているため、いつでも抱だき合いたいと思っている。

　ただ、それをうまく言葉にできないために、洲世に流されているようになってしまっているのが現実なのだけれど。

「楽になるだけじゃ、すまないかもな」

「えっ……？」

　ベルトのバックルが、カチャリと音をたてて外された。

　開いたファスナーの中へ大きな手のひらが忍しのび込んでくる。

「酷ひどくしてしまうかもしれない。それでもいいか？」

　抑おさえるような声が耳元で囁ささやかれた。

　普ふ段だん、競せり合っているレース中でも平静な男が、こんな風に掠かすれた声を上げることに、じんと胸が熱くなる。

　元々は契けい約やく上の恋人だったのに、それが本当の恋人になれたのだと実感する瞬しゆん間かんだった。

　偽ぎ装そう恋人の役なんて、別におれじゃなくてもよかったはずなのに、外見と違ちがって芯しんの強いところを洲世に買われた。

　左手の指輪は、恋人同士であることを周囲に印象付けるために揃そろえたもので、単なる小道具にすぎなかった。

　本当の恋人になった今では、この指輪の持つ意味も大きく変わったけれど、そう感じているのはおれだけなんだろうか。洲世の指にはいつの間にか指輪がなくなっていた。

　そのことに気づいた時は少しショックだったけれども、こうしてたしかに自分を求めてくれるのだから、それでいいと思うようにしていた。

「いいよ、酷くして」

「そんなこと言うと、おれを助長させるぞ」

　いつも洲世がつけている香こう水すいが一瞬濃こく匂におった気がして、軽い眩暈めまいにも似た気分を覚える。

　足元を怪あやしくして洲世に縋すがる腕に力を加えると、言葉とは裏腹に優やさしい仕草でおれの背を浴室の壁かべに預けた。

　シャツは腕に引っかかったまま、器用な手つきで下着ごとジーンズを足元まで下ろされる。窮きゆう屈くつさから解放されたペニスがぶるっと震ふるえた。これから与あたえられる行為を期待して、大きく成長している。

「こら、隠かくすなよ」

　気恥ずかしさから膝ひざを合わせて股こ間かんを両手で覆おおうと、その手を払はらわれる。

　膝を閉じないようにするためか、洲世はおれの腿ももの間に体を割り入れてきた。

　洲世の穿はいたジーンズの硬かたい生き地じが、むき出しのペニスを嬲なぶるように刺激する。少し痛い中にも鈍にぶい快感を感じては、洲世のシャツを強く握にぎり締しめた。

　洲世は視線を合わせながら、肉にく食しよく獣じゆうのようにゆっくり舌なめずりすると、下した唇くちびるに吸い付いてくる。

　生温かい粘ねん膜まくに包まれて息を詰めた。

「っ……」

　舌先が中に入り込む。

　前歯をくすぐるようにノックしては口こう腔こうを蹂じゆう躙りんする。

　キスを深くしながらも、手はペニスを撫でるようにして捕とらえていた。

　静かなバスルームの中に、淫いん猥わいな音が響ひびいていた。

　荒あらい息いき遣づかいにシャワーの水音。それに重なるシャワーとは別の、粘ねん度どの高い水音……。

　それらを耳で捕らえると、急な羞恥心が湧わき上がって、身をよじる。

「お、音が……」

「恥ずかしいのか？　だったらもう少し理性を飛ばしてろ」

　洲世はおれの顎あごを捕らえると、そう言った。そのうっすら笑った表情に、一瞬射い貫ぬかれた気分になる。のぼせたようにぼーっと洲世を見つめるおれの耳元に息を吹ふきかけられると、膝の力が今にも抜けそうになる。

「よく濡れてる」

　いやらしい言葉を耳元で囁いた洲世は、滑ぬめりを広げるように指先で先せん端たんを撫でる。その柔やわらかい刺激に、ピクッと腰こしが小さく跳はねた。

「っ……」

　ぞくぞくしたものが這い上がってくる。それを堪こらえて壁に爪つめを立てる。そうしなければ、すぐに果ててしまいそうだった。

　熱くなったおれの耳みみ朶たぶを唇くちびるで嬲りながら、滑りを絡からめて扱しごきたてる。さっきより大きな水音がしたけれど、今度は恥ずかしさよりも興奮が上回っていた。

　洲世にされていることが刺激となって、おれを直接揺ゆさぶり上げる。

「あ……っ」

「どうした？」

　吐と息いきに近い言葉は、すごく扇せん情じよう的だった。

「もっと……」

　すると洲世はおれの求めているものが分かったかのように、頂上へ追い上げるよう強く擦こすりあげた。

「洲世、もう……」

「──ちょっと待て。来客だ」

　快楽に溺おぼれかけたおれを現実に引き戻もどしたのは、洲世の声だった。

　意味が分からずぼんやりしていると、ジジジジジ……という時代から取り残された呼び鈴りんのようなものが耳に届く。

「来……客？」

　わざわざホテルまで訪ねてくる者がいるというのだろうか？

　鼻の先を合わせるようにして洲世の目を覗のぞくと、洲世はあからさまに嫌そうな表情をする。

「誰だよ、こんな夜中に……」

　おそらく深夜の十二時になる頃ころだろう。

　洲世はシャワーヘッドをおれの手に握らせると、濡ぬれた髪かみを掻かきあげて立ち上がった。

「ついでだから、ちゃんとシャワー浴びておけ。続きはベッドの中だ」

　バスルームを出て行く際に振り返った洲世は、目元に艶を滲にじませて笑う。

　思わず行為の続きを期待して顔を赤らめてしまうのだった。





　いったんバスルームを出て行った洲世は、なかなか戻ってくる様子を見せなかった。

　なにか立て込んだ用事ができたのだろうか……。

　少し心配になるけれども、古いながらもわりと防音設備の行き届いているらしいこの部屋では、ドアの向こうの様子は分からなかった。

　シャワーで一度身体からだの熱を鎮しずめてから全身を洗い流してしまうと、備え付けられていたバスタオルで体の滴しずくを拭ぬぐって、少し迷ってはバスローブに袖そでを通した。

　隅すみに脱ぬぎ捨てられた衣類をまとめて、バスルームを後にする。

「洲世……？」

　リビングに顔を出すと、そこには意外な人物が顔を揃えていた。

「二人とも、なにやってんの？」

　驚おどろくのも無理はない。

　ソファには並んで座るように葦原と高嶋さんの二人がいた。

　さっきホテルの前で別れたというのに、いったいどういうことだろう。

　おれはソファを回り込んで、洲世の隣となりに腰を下ろした。

　バスタオルでざっと水気を吸い取ったようだけれど、洲世がずぶ濡れなのには変わらなくて、湿しめったシャツが洲世の肌はだに貼はりついていた。

「悪いな。おまえらの邪じや魔まするつもりはなかったんだけど」

　明らかに風ふ呂ろ上がりのおれの姿を見ては、本当にすまなそうに高嶋さんは言った。

　おれたちが何をしていたかなんて、すっかりお見通しなんだろう。それも却かえって居い心地ごこちがよくない。

「ああ、流。悪いけど、おれたちもここに住まわせてもらうことになったから」

「えっ？」

　葦原はなんだか機き嫌げんが悪そうだ。

　普ふ段だんから特別愛あい想そのいいほうではないけれど、あからさまにムスッとしてしまっているのが分かる。説明を求めようと洲世を見ると、洲世は高嶋さんに視線をパスした。

「予約しておいたはずのホテルが、むこうの手て違ちがいで予約されてなかったんだよ。あいにく部屋は満室で、代わりのホテルを紹しよう介かいするって言われたんだけどな、こいつが納なつ得とくしなくて」

　こいつ──と、指で示したのは葦原だった。

「当たり前だろう。その部屋に泊とまりたくて、何週間も前からスイートなんて予約してたんだから。今から用意できるようなホテルのスイートなんて、絶対嫌いやだね」

　なにげなく当たり前のように交かわされている会話だけれども、ホテルのスイートに二人で泊まるっていうことは、やっぱりそういう仲なんだろう。

　なかなか葦原が認めようとはしないけれど、最近気づけば二人は普ふ通つうの恋こい人びと同士のような会話をしている時がある。

「それでここに押しかけてきたわけだ。この部屋にゲストルームがなかったら、どうするつもりだったんだよ」

　洲世は呆あきれた口調だった。

　突とつ然ぜんやってきた二人を迷めい惑わくだと思っているわけではないらしく、予測不能な行動をする葦原に面めん食くらったというところだろう。

「もちろん、ゲストルームがあることは知ってたよ。レアル・バルセロナのコーナースイートっていったら有名だろう。ちょっとやそっとじゃ空きも出ないことだし」

　その台詞せりふを聞いて、この部屋がそれほどまで人気があることを初めて知った。

　そういえば、苦労して部屋を押さえたと洲世は言っていたっけ……。

　どんな手段を使ったのか知らないけれど、おれのために部屋を押さえてくれたことを知って、来客がいるのも構わず一人でその事実をかみ締めていた。

「せめて、ちゃんとアポとってから来い」

「もちろん、フロントから内線したよ。なにやらお楽しみ中で出なかったのはそっちだろう」

　葦原はおれのバスローブ姿を顎で示して言った。

　気づけば少しだらしなさそうに胸むな元もとが開いていて、慌あわてて前をかき寄せる。

「分かっているなら、詳くわしい話は後だ。部屋は勝手に使ってくれて構わないから」

　洲世はおれの手を引いてソファから立ち上がると、向かって右手にある主しゆ寝しん室しつのドアを開けた。二人を残したまま、席を立とうというのか。

「ちょっと、洲世。どこに……」

「さっきの続きだろう。もう邪魔するなよ」

　最後の言葉は葦原と高嶋さんの二人に向けられた。

　ということは、これから朝まで部屋に籠ろう城じようするつもりなんだろう。

「はいはい。ごゆっくりどーぞ……」

　パタンとドアが閉じる瞬しゆん間かん、背後からそんな葦原の声が聞こえた。

「いいのか、あんなんで？」

　部屋に籠こもることに異議はないつもりだけど、ドアを隔へだてているとはいえ、葦原と高嶋さんがいる空間で行こう為いに及およぶことに気き恥はずかしいものを感じてしまう。

　だからすぐに抱だき合うのではなく、少し会話をしたかった。

「十分だろう。子供じゃないんだし、あいつらも勝手にやってるよ」

　これも経験値の差なのか、洲世はセミダブルサイズのベッドの縁ふちに腰をかけて、目線でおれを呼び寄せた。

　誘さそわれるまま側に寄ると、両りよう膝ひざの間に体を挟はさまれるようにして立たされる。

　すぐ隣の部屋に人がいることも、洲世には特に気にならないみたいだった。

「ホテルのスイートを予約するなんて、やっぱりあの二人って付き合ってるの？」

「さあな。麻貴が自分から言い出すまで、詮せん索さくしないでおいてやれよ。あいつには妙みようなプライドがあるようだからな。そんなことより……」

　洲世の手が胸の合わせに入り込む。たった一本の腰こし紐ひもで結ばれただけのバスローブは、あっという間に脱がされてしまう。

　首筋を咬かむように口づけられて、肩かたが震ふるえた。

「ちゃんと洗ってきたんだな。ボディソープの匂においがする」

　クスッと小さく笑われた気がして、顔が火を噴ふくように熱くなった。

「それはっ、洲世がそう言ったから！」

「上等だ。今夜は眠ねむらせないから、覚かく悟ごしておけ」

　ベッドの上で交わされる常じよう套とう句くだったけれど、その言葉は決して大げさではなく、おれを蕩とろかす呪じゆ文もんのように耳じ朶だに囁ささやかれた。
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　冬だというのに少し暑さを感じて身じろぐと、側に人の気配を感じて目が覚めた。

「起きたか？」

　ベッドの脇わきに佇たたずんでいたのは洲世だった。

　部屋のシャワーを浴びていたのだろう、締しまった裸ら体たいにバスローブを引っ掛かけただけの姿でそこにいた。癖くせのない黒くろ髪かみからは雫しずくが滴したたり落ちている。

「ん……今、何時？」

　まだ眠り足りずに、ぼんやりした頭で洲世に問う。

「昼の十二時になるところだ」

「そんな時間!?」

　言われてみれば、室内の照明は消えているというのに、カーテンを閉め切った部屋でも明るく感じた。

　さすがに朝の早い洲世も、今朝はゆっくり寝ねていたのだろうか。

　昨夜は明るくなるまで洲世の腕うでの中にいた。最後のほうは朦もう朧ろうとしてしまって、あまり記き憶おくに残っていない。

「もう少し寝ているか？」

　ベッドのスプリングが揺ゆれるのを感じた。洲世がそこに腰こし掛かけたようで、まだ枕まくらに顔を伏ふせたままでいるおれの髪を弄もてあそぶように指を絡からめてくる。

「洲世は？　今起きたのか？」

「いいや、少し前に起きて、街の中をひと回りしてきたところだ」

「嘘うそだろ？」

　洲世の言う『街の中をひと回り』とは、マラソンを意味する。それも景色けしきを楽しみながら散歩の代わりに行うものじゃなく、ＭＴＢで後を追いかけるのがやっとなくらい本格的なものだ。

「毎朝の習慣だからな。サボると逆に調子が出ない」

「ほんっと、タフなんだから……」

　昨夜、おれをさんざんいいようにしたくせに、まだ体力が有り余っているというのだろうか。

　あまりの驚きに目が覚めて、むくっとベッドから起き上がった。

　ホテルに備え付けの白いバスローブを羽織った洲世は、ほんの数時間前までいやらしいことを仕し掛かけてきた人物と同じとは思えないほどストイックに見える。

「起きるなら、外に食事に出ようって麻貴が言ってたな」

「いいけど。シャワー浴びるから、その間におれのスーツケース部屋に持ってきといてよ」

　ベッドを下りる際、そう言い残しておはようのキスをする。

「おまえはおれをパシリに使う名人だな……」

　部屋の隅すみに設しつらえられたシャワーブースへ向かうおれの背後に、洲世のそんなぼやきが聞こえてきた。

　熱めのシャワーを頭から浴びて部屋へ戻もどると、洲世の姿はもうないものの、ちゃんとスーツケースは部屋に運ばれていた。その中から下着や服を取り出して身につける。

　室内は快適な温度だけれども、外が寒いことを予想して、ジーンズにタートルネックのセーターを合わせてみた。出かける際にもう一枚上着を着ればちょうどいいだろう。

　主寝室を出るとすぐにリビングがあって、そこのソファでは葦原が声を張って主張しているところだった。

　向かいのソファには高嶋さんが、その間に洲世が立っている。洲世は、コーヒーの注がれたカップを手にしていた。

「ランブラス通り！」

「わざわざ混雑する場所にいくか？　ポルト・ベルにしようぜ」

「わざわざ混雑する場所に出向くのが、観光の醍だい醐ご味みだろ？」

　街に繰くり出す計画を立てているのだろう。葦原と高嶋さんが意見を戦わせていた。

「流の意見も聞いてやったらどうだ」

　そこに口を挟んだのは洲世だった。自分の名前が不意に出されてドキッとする。

「流は洲がいればそれでいいんじゃないの？　だいたい起きて来られるのかどうかも分からないことだしね」

「ちゃんと起きられるように、手加減したつもりだが」

「ふーん、手加減ねぇ。その割には朝まで賑にぎやかだったじゃねーか」

「わっ、なんの話してんだよっ」

　あらぬ方向へ話が逸それそうになって、慌てて三人の会話を掻かき消すように割って入った。

　この人たちには羞しゆう恥ち心しんがないのか、こういう個人的なことをなんでもないことのように話していることがある。

　隠かくし事がないのはいいことだけれど、なさすぎるのも問題だろう。そう常々思っているのだけれども、なかなか口に蓋ふたがついてくれないようだった。

「お、うわさをすれば……だな」

　平然とした顔で「おはよ」と高嶋さんは言った。

「まだぼんやりしてるな。コーヒーでも飲むか？　バルセロナをそんな顔で歩いてたら、すぐに人ひと攫さらいに遭あうぞ」

　そう言ったのは高嶋さんなのに、小さなキッチンで熱いコーヒーを用意してくれたのは葦原だった。

　ミルクのたっぷり注がれたコーヒーを冷ましながら、ソファに座ってちびちびと舐なめるように飲む。そのおれの目の前に、葦原はガイドブックを差し出してきた。

「なあ、これから街に繰り出そうと思うんだけど、流はどこへ行きたい？」

「別にどこでもいいけど、バルセロナって治安よくないの？」

　葦原から渡わたされたガイドブックをパラパラと捲めくって、そういえば事前にこういうものを見なかったことに気づいた。

　観光が目的なわけじゃなく、洲世に会うことが目的で、日本にいたときと同様に朝から晩まで行動を共にすると思っていたから、街に繰り出すなんてことは考えていなかったんだ。

「バルセロナは油断大敵だな。特に日本人は危機感が薄うすいから狙ねらわれやすい」

　最近は特に物ぶつ騒そうらしいと洲世は説明してくれた。

「流なんかは子供に間ま違ちがえられるだろうから、一人で歩かないほうがいいかもね」

「おれの目からも、カモがネギ背負しよってるように見えるな」

「そんな大げさな！」

　いくらおれが童顔だからって、そこまでは言いすぎだろう。

「大げさなんかじゃないよ。バルセロナは観光客にはパスポートの携けい帯たいを義務付けてるんだけど、あまりにも日本人のパスポート盗とう難なん率が高いから、日本人だけはコピーの携帯でいいことになっているんだ。きっと、流みたいなやつが盗難に遭うんだとおれは思うけど」

「いいか、スリと引ったくりには気をつけろよ」

　二人がかりでそう言われると、なんだかとんでもない国に来てしまったような気分になる。

　洲世に会う目的でやってきたわけだけれど、たしかにおれは外国にいるんだと改めて思った。

「まあ、これは脅おどし半分。行きたいところはあった？」

　葦原に問われて、ページをパラパラ捲っていた手を止めた。

「あ……」

　その日本語の地図には、『バルセロナ大学』との表記があった。

　場所も、今宿しゆく泊はくしているホテルからそう遠くはないようだ。自分が大学生のせいか、他の国の大学の様子が気になったりもする。

「どれ？……やっぱり流もランブラス通りがいいよな」

　おれが気にして手を止めたページを覗のぞき込んだ葦原は、そのページにたまたま載のっていた通りを指差した。

「と、いうことで、多数決でランブラス通りに決定」

「うわ、マジかよ」

　おれがランブラス通りに行きたがっていることは、葦原が勝手に思い込んでいることだけれど、かといって他もよく分からないので、あえて訂てい正せいはしないでおいた。





　予想に反して、昼のバルセロナは冬だというのに暖かかった。

　日本であればセーターに厚手のコートが必要なこの時季なのに、ここではシャツとコートで十分だ。けれども、朝晩はかなり冷え込むらしく、やはり上に一枚着なければ凍こごえてしまうほど寒いらしい。

　おれたちは早目にホテルに戻ることを前提に、軽装で街へと繰り出した。

　プラタナスの並木道が続くランブラス通りは、石いし畳だたみの敷しき詰つめられた遊歩道の両側に、中世を思わせるような趣おもむきのある建物が立ち並んでいる。

　路上には赤や黄色の色いろ鮮あざやかな花を所ところ狭せましと置く花屋が出ており、街の賑わいに文字通り花を添そえていた。

　平日だというのにどこから人が集まるのか、多くの人たちで溢あふれていた。

　褐かつ色しよくや黒くろ髪かみは多いけれど、その中に東洋人はあまり見かけない。そのせいだろうか、すれ違ちがう人たちからじろじろ見られたり、気軽に声をかけられたりするのは。

　嫌いやな気分のするものではなかったから、こちらも気さくに挨あい拶さつを返す。

「異国情じよう緒ちよが溢れてるな」

「まさか、麻貴の口から情緒なんて言葉が出てくるとはね」

　まるでアミューズメントパークのような個性溢れる建物に見とれながら、人の流れに沿って歩いた。

　建物の装そう飾しよくに見とれてはぐれてしまわないように、必死で歩みを合わせる。

「バルもいいけど、今日はカフェがいいなあ」

「なに？　バルって」

　通り過ぎる店を物色するようにしてつぶやく葦原の声を拾った。

「朝はカフェ、昼は定食屋、夜はバー。時にコンビニの役割も果たす社交場ってところかな？」

「つまりは、なんでもありってこと？」

「そう。バルはいつでも入れるから、こんな天気のいい日はカフェテラスにしよう。──ここ、入るよ」

　葦原はひとつのカフェに目星をつけたようで、まるで馴な染じみの店のようにスタスタと店内に入っていった。

　バルセロナでも古いカフェのようだ。石いし壁かべのところどころに温かみのあるタイルを使った店構えをしていた。

　店内は清潔にしているが、テーブルに使われる木材の木目や照明の感じが今風ではない。また、わざとアンティークを意識しているわけでもなさそうだ。

　葦原があまりに堂々と店内に入っていくものだから、てっきりスペイン語が分かるのかと思った。けれども、彼は特に言葉を発することなく、身み振ぶり手振りでテラスに行きたいとカマレロに伝えた。

　ちなみに、スペインではウエイターのことをカマレロと呼ぶのだと葦原が教えてくれた。

「いい眺ながめじゃねーか」

　席はランブラス通りに面していた。

　テラスというよりは、店の前の公道を勝手に占せん拠きよしてテーブルを置いている感じだった。この店が特別そうしているわけではなく、バルセロナの慣習らしく、街のあちこちに同じような日よけのパラソルが見えた。

　それぞれに飲み物と軽食をオーダーすると、通りを歩く人を眺める。

　その背後には歴史を滲にじませる建物とプラタナス並木が映って、まるで一いつ幅ぷくの絵のようだった。

　雑多な場所は嫌だと言っていた高嶋さんも、さすがに気に入ったらしく、満足そうな表情をして紫し外がい線を避さけるためにサングラスをかけた。

　葦原はジャケットのポケットからデジカメを取り出して、次々に出される料理をカメラに収めていく。

「なにしてんの？」

「こうやってデータを集めておけば、いつか仕事で使える時がくるかもしれないだろう？」

　その容姿を売りにして、世の奥様方に多大な支持を受けている葦原なのに、普ふ段だんからこんな細かい作業をしていることを初めて知る。

「料理界も常に新しいものを提供しないと、すぐに飽あきられるんだよ」

　マネージャーも料理研究家の仕事も、片手間でやっていないことを改めて感じた。

　ここにいるおれ以外の全員が、自分の仕事にプライドを持っていた。

「お、これうまい。日本に帰ったら作ってくれよ」

「日本に帰ったらって、これクロケッタだよ。日本でいうところのコロッケ！　別に珍めずらしくもないだろう」

「うまいんだから、いいじゃねぇか」

「なんで千歳なんかのために……」

　ぶつくさと憎にくまれ口を叩たたきながらも葦原は、高嶋さんの食べているクロケッタを取り上げて味付けを研究していた。

「おい、そんなに食うと太るぞ」

「食べなきゃ味が分からないだろ。こっちの半分やるから」

　そう言って葦原は自分の皿からトルティージャを半分高嶋さんの皿へ移す。

　そんな仕草がとても手慣れているように思えて、その自然さにこちらが気き恥はずかしさを感じてしまう。

「……っと、洲世は明日からまたサーキットなんだよな」

　二人がなんだか目の毒で、どぎまぎしながら洲世に話題を振った。

「ああ、休みは今日しか取れなかった。悪いな」

「遊びにきたわけじゃないから、それは構わないけど……」

　そう告げて、では自分は何のために来たのかと、ふと思う。

　バルセロナまでやってきたのは、洲世に会うことが一番の目的だった。会うことが叶かなってしまった今、自分はなにをすべきなのかということにやっと思い至る。

　おそらく明日からは洲世にくっついてサーキットに通うことになると思うけど、それだけでいいのだろうか。

「洲世のチームは他に比べてデータが少ないからな、その分他のチームの数倍働かなきゃならないんだろう」

　椅い子すに深く腰こしを掛かけた高嶋さんが、ちらりと上うわ目め遣づかいに洲世を見た。

「データが少ないって？」

「洲世が引き抜ぬかれたエストレーリャは、ヨーロッパでも五指に入る自動車メーカーだが、Ｆ１への参戦は二年前という新興チームだからな。あらゆるデータがこの二年分しか蓄ちく積せきされてない。何十年という歴史を持つ老舗しにせチームに勝てると思うか？」

「そうかもしれないけど、こんなにテクノロジー開発が進んでいる今、数年前のデータなんて役に立たないんじゃないの？　データじゃクルマは動かないしね」

　高嶋さんと葦原が、意見を交かわしていた。

　詳くわしいことは分からないけれど、チームが若いせいで不利なことや苦労が絶えないだろうということは想像できる。

　洲世は二人の話を黙だまって聞きながら、肩かたをすくめてみせた。

「正直言って、今の段階で表ひよう彰しよう台だいを狙ねらえるような戦力はないな」

「そうなの？」

　日本のマスコミは、なにかにつけて洲世が表彰台に上がることを期待している。おれも洲世がＦ１へ進んだなら簡単に勝てるものだと疑わなかったというのに。

「今のところは、な。それをおれが変えるんだろう」

　まるで「おれを誰だと思っているんだ」と、言わんばかりの口調だった。

　けれどもさすがにＦ１の世界は一ひと筋すじ縄なわではいかないのか、いつもの力強さになにかが欠けているような気がする。

「なぁ、明日のサーキット……」

　そう言いかけた時だ、陽気な声が「ola!」と気軽に投げかけられたかと思ったら、地元の人らしいカップルがこちらに近寄ってきた。

　二人は洲世の前に立つと、少し興奮した様子で話しかけてくる。おれでは聞き取れないような早口のスペイン語だった。

　洲世はそれに答えるように、にこやかに言葉を交わしている。

「あれ、なに？」

　洲世とは反対隣どなりにいる高嶋さんに問い掛けようと、洲世に背を向けた。

「ファンじゃねぇの、地元の。それにしても洲世のやつ、スペイン語うまいな……」

「いったい何ヶ国語いけるんだろう？　日本語、英語、仏語に……」

　葦原は指を折って数えはじめた。

「高嶋さんは分かるの？　スペイン語」

　葦原がまったく喋しやべれない様子は、さっきのカマレロとのやり取りを見ていて分かった。

「多少はな。意思の疎そ通つうができる程度だけど。こっちのＦ３に送りこまれたことがあるから」

「へー、すごいんだ！」

　もう会話は終わったかと洲世を振り返ると、カップルの他ほかにも人が増えていてギョッとする。

　今まで関係ない顔をしていた隣のテーブルのおじさんまで握あく手しゆを求めたりしていて、席が歩道に面しているだけあって、人が集まってくるのは早い。

　人の輪が人を呼ぶようで、ちょっとした人ひと垣がきができそうになっていた。

「これって、もしかして……」

「日本でものすごく身に覚えのある状じよう況きようじゃない？」

「ああ、洲世の人気は海を渡わたっても変わらないわけか……」

　つまり、彼らは洲世をＦ１レーサーと知って集まってきているらしい。

　今思えば、街で声をかけられたのも、洲世に気づいてのことかもしれない。日本よりもレースがもっと身近らしいスペインでは、老ろう若にやく男なん女によ問わず洲世の知名度は高そうだ。

　まるで見せ物のようになりつつあるおれたちの前に、さっきのカマレロが歩み寄ってきた。

　彼は人垣に向かって硬こう質しつな口調で何かを言って退散させると、洲世にほんの二、三言話しかける。それを聞いた洲世は「グラシアス」と礼を言いながら、さり気なくチップをその手に握にぎらせた。

　いやらしくもなくスマートなそのチップの渡し方に、海外で生活している人なんだという事実を見せつけられた気がした。

「悪いが、店の迷めい惑わくになるから、テラス席はやめよう」

　洲世の意見に揃そろって同意して、店の奥に用意してもらったテーブル席に移る。

　用心のためだろうか、洲世は高嶋さんからサングラスを取り上げると、おれの顔を隠かくすように掛けさせた。

　席を移ったために人だかりができることはなかったけれど、好こう奇きの目で見られていることは相変わらずで、カフェテリアを出ると騒そう動どうを避けるようにしてホテルへ戻もどった。

　一いつ旦たんホテルに戻ってから、葦原と高嶋さんは支度を調ととのえて再び街へ繰くり出して行った。

　洲世は仕事の電話をしなければいけなかったらしく、ソファに座ってなにやら会話をしていた。その話を聞くともなしに聞いている間に、心地ここちよい会話のイントネーションにうとうとしてしまっていたようだった。

　どのくらいそうしていたのか、葦原と高嶋さんの二人が帰ってきた物音で目を覚ますと、隣に座っている洲世は、厳しい表情でノートパソコンを睨にらんでいた。

「はい、これ。戦利品」

　葦原は、テーブルの上に本屋で仕入れてきたらしい雑誌を数冊置く。

　それらはすべてモータースポーツ専門誌のようだった。

　日本製に比べると紙の質が悪かったけれど、使われている写真が大きくて、スペイン語で書かれてあるのに内容が分かる感じがした。

「巻頭特集!?」

　パラパラと誌面を捲めくると、雑誌の四分の一ほどのページが洲世の記事に割かれている。

「こっちは表紙だよ」

「うそっ」

　誌面を見て、一目で目が冴さえる。時差ボケなんて一いつ瞬しゆん忘れ去っていた。

　スペイン人のＦ１レーサーも何人もいるというのに、日本人である洲世が取り沙ざ汰たされるということは、それだけ期待されているということなんだろう。

「なになに。スペイン初のＦ１チームであるエストレーリャは、遥はる々ばる極東の国からアキツを採用したことで一歩勝利に近付いた──だってよ。相当なプレッシャーだな」

　渋しぶい声で雑誌の一部を訳しながら、高嶋さんは腕うで組ぐみした。

「まあ、煽あおっているのはチームの広報だろうが、そろそろ結果を出していかなければいけない時期なのは事実だ。おかげで予想以上に顔が割れていることが分かったな」

「外国人選手なのに、懐ふところが深いというか、なんというか……」

　その葦原の意見にはおれも同調する。

「もともとスペインは親日国だからな。スペインのＦ１選手もいることはいるが、イギリスのチームに所属しているし、それにあいつは本領発揮していないから──」

「なんだ、スランプ中か？」

「いや。単にやる気がないだけだろう」

「えーっ、やる気がないなんて理由が許されるの!?」

　葦原はマネージャーという立場にあって、今までＦ１へステップアップしたくても叶わなかった人たちをたくさん見ているのだろう。憤ふん慨がいした様子だった。

「ところで、明日もサーキットだよな？　朝起きられるか自信ないんだけど……」

　ドライバーの朝はものすごく早い。

　のんびりした大学生をしているおれには、早朝に起きるということがまず大変だった。洲世に一日ついてまわるなら、規則正しい生活が身についていなければ、けっこう厳しい。朝の光より夜のネオンのほうが似合うような洲世なのに、じつに健康的な生活を送っていた。

「ああ、そのことなんだが、しばらくサーキットには連れていけそうもない。流も、おまえら二人も」

「えっ？」

　日本にいる時はいつも、人の意見は無視して決まってサーキットに同どう伴はんだったというのに。

　考えてもいなかったことを言われてなぜかと問う言葉が出なかったのは、洲世から無言の拒きよ絶ぜつのオーラが出ているようだったからだ。

　時折洲世は、こうして他人との距きよ離りを置きたがることがある。

　一見フラットな性格をしているように見えて、心の一番深い部分への進入はなかなか許さない人だった。その中へやっと入れてもらえるようになったと思ったのに、それでも時たまこうして拒絶されることがある。

「なん……」

「別にそんなの構わないぜ。おれにはこっちでやることもあるし」

　同じく驚おどろいた声を上げる葦原を制して、大したことじゃないように高嶋さんは言った。ドライバー同士のことだ、彼もなにかを感じ取ったのだろう。

　やけに軽い感じで言う高嶋さんを見て、自分の思い過ごしではないようだと直感していた。

　意外にも心の機き微びに敏さとい彼は、洲世の負担にならないようわざと言っているようにも聞こえたからだ。

　一度違い和わ感かんを感じてしまうと、洲世の行動の一つ一つが気になりはじめる。

　サーキットへの同伴を断られてから一晩が過ぎて、もしかすると洲世の仕事が順調ではないのではないかという思いに囚とらわれはじめた。

　相変わらずいい男ではあるけれど、精せい彩さいに欠けるような表情を目にする度たびに、少なくともＦ１レーサーになることが終着点ではないことに気づく。

　モータースポーツの頂点といわれる場所にきても、すべてが自分の思い通りにいくわけではないみたいだった。

「夢のようだと思ったんだけどなぁ」

　主しゆ寝しん室しつから続くバルコニーに出て、アイアンアートのような鉄てつ柵さくから身を乗りだすようにしてグラシア通りを見下ろす。

　ガウディがデザインしたという敷しき石いしの上を、地元の人たちが軽かろやかに歩いていた。もう日本では夕飯時だというのに、バルセロナの日はまだ沈しずまない。

　Ｆ１レーサーというのは、世界でも二十人ほどしかいない。

　その中の一人に選ばれたことで有う頂ちよう天てんになっていたけれど、洲世にとってここはゴールではなくスタートなんだということを初めて知った気がする。

　ゴールはおそらく表ひよう彰しよう台だいの真ん中。そこまでの道のりは、やはり容易たやすくはない。

　そんなことに今まで気づかずにいた自分が恥はずかしくて嫌いやになった。

　洲世を支えたいと思っているのに、こんなことも分からないようでは、いったいいつになったら彼の庇ひ護ごから抜ぬけ出せるというのだろうか。

「風邪かぜひくぞ」

　振ふり返ると、バルコニーに通じる窓を開けて洲世がたたずんでいた。

　今サーキットから帰ってきたのだろう、まだジャケットを着たままだ。

　洲世はジップアップになったそのジャケットの前を開けると、その中におれを包むように抱だき込んだ。

　厚いジャケットの中にはＴシャツ一枚しか着ていないというのに、すごく暖かい。そして、いつも洲世が身につけている濃こく匂におう香こう水すいに包まれて安心する。

　おれみたいな子供には到とう底てい似合わない、大人おとなの香かおりに。

「ほら、けっこう冷えてるぞ」

　平熱は低いくせに、一日中体を動かしていたせいなのか、洲世の体はとても熱い。

　とろけてしまうような錯さつ覚かくを覚えて、頬ほおに触ふれてくる手のひらに自分の手を添そえた。

「少しこっち……」

　顎あごを取られて振り向かせられる。唇くちびるを軽く合わせるキスが注がれる。

　理知的な言葉がすらすらと紡つむがれる薄うすい唇が冷たくて、その唇を温めるように何度も啄むようなキスを交かわす。

　バルセロナに来た夜に抱き合って以来のスキンシップだった。

　一応は同じベッドに寝ねているものの、なにかと忙いそがしそうにしている洲世とは、まともな会話すら交わしていないように思える。

「ん……」

　微かすかにタバコの匂いを感じるキスに、肌はだが粟あわ立だっていた。





　スペインでやりたいことがあると言った高嶋さんの言葉は本当だったようで、時折一人で街へ出て行くことがある。

　葦原はおれと同様に、サーキットに入り浸びたる気満々だったようだけれど、その予定が覆くつがえされたことによって、スペインの郷土料理の研究をし始めていた。

　研究といっても、食べ歩きに近いものがあって、デジカメを片手に街中や市場に繰くり出してはレシピを収集している。

　そして、おれといったら一人だけやることもなくぶらぶらしていた。

　いや、やりたいことはあるのだけれど、初めての海外に体が順応してくれなくて、数日の間はぼーっとして過ごしてしまった。

　いつも目が覚めるともう昼もとっくに過ぎた頃ころで、一人歩きは危険な時間だと脅おどされて、近くのバルで食事を摂とる以外は外出していないような有様だった。

　一時的な軽い睡すい眠みん障害に陥おちいってしまい、ソファでぐったりしているおれに高嶋さんが話しかけてきたのはバルセロナに来て三日目のことだった。

「予定が狂くるっちまったな」

　何のことを言っているのか分からず、ソファに横になったまま高嶋さんを見返す。

「本当なら今いま頃ごろは、洲世と一いつ緒しよにカタロニアサーキットに行ってるはずだったんだろう？」

　ああ、その話のことか……。

「うん。でも、なにか理由があるんだろうから、仕方ないよ」

「おれは同じドライバーだからな。その理由になんとなく心当たりがある」

「やっぱり。心当たりがあるんだ」

「なんだ、そんなことまで気づいてたのか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように高嶋さんは言った。

　おそらく、おれたちをサーキットに同行させないのは、洲世に余よ裕ゆうがないためだ。日本でずっとトップを突つっ走ってきた男が、そんな姿をおれたちに見せたがるはずはない。

　けれども高嶋さんはドライバーという立場として、それ以上のことにも理由を見つけているようだった。

「流のことだからな、そこまで分かっているんだったら、その理由はなにか問いただしてくるかと思ったんだけどな」

「あはは。正直言うと、高嶋さんに掴つかみかかりたいくらいなんだけどね」

　少し前の自分だったら、きっとそうしていただろう。

　洲世のことはなんでも知りたいし、なんでも聞きたいと思っていた。それが信しん憑ぴよう性せいのあやふやなうわさ話であろうとも。

「でも、待とうかなと思って。洲世が話してくれるまで」

　その理由が分かったとしても、洲世の口からおれに打ち明けてくれなければ、意味がないような気がする。恋こい人びとという関係なら、なおさら。

　そんな風に考えるようになっていた。

「おまえ、大人になったなぁ……」

　まるで、久しぶりに会った近所の子供を見るように、高嶋さんは言った。

「大人になったのかは分からないけどさ」

　それこそ洲世と出会うまでの自分は、短たん絡らく的だったと思う。

　こうと決めたら、周りを見ることもせずに突っ走ってしまう性格だった。そのせいで生きにくいと感じたことも何度かあるほどに。

　そうそう従来の性格が変わるわけはないと思っているけれども、そこまで考えなしではなくなったような気がする。

　それは、洲世をはじめとした周りにいる大人たちが、誇ほこりを持って自分の生き方を貫つらぬいている姿に影えい響きようされているのだろう。狭せまかった自分の視野が、彼らと接することによってグッと広がったのを感じていた。

　できることなら、早く自分もあの仲間に入りたい。

　彼らに可愛かわいがられるのではなく、同じ目線で物を見て話のできる大人になりたかった。

　とはいえ、この性格が幸いして洲世との縁えんを引き寄せてくれたのだから、おかしな話だ。

「──タバコの匂いがするんだ」

「んん？」

　突とつ然ぜん話題を変えてきたおれを、高嶋さんは怪訝けげんそうに見る。

　ふと疑問に思っていたことを、ぽつり彼に打ち明けていた。

「恋人同士の距きよ離りにまで近寄らないと分からない匂いってあるよね？」

　たとえばキスやおれの髪かみを優やさしく梳すいてくる指先が、苦く感じることがあった。少し独特のアクがある、洲世が愛飲しているタバコのものだった。

　それは、バルセロナに来た日からずっと感じている。

　洲世は、日常的にタバコを吸う人間ではない。ただ、レースの決勝が近づくと、自分の闘とう志しを高めるため、または昂たかぶる気持ちを抑おさえるために吸いはじめるのを目にする。

　洲世がタバコを吸う姿というのも、大人の色気が滲にじみ出ているようで嫌きらいじゃないのだけれど……。

「それって、発奮しなきゃならないことか冷静にならなきゃならないことがあるってことじゃないかな」

「そりゃあ、サーキットで開幕前の最後の追い込みをしてるんだからな、冷静でいるほうがおかしいだろう」

　その言葉は、おれを不安にさせないためのものだろう。高嶋千歳という人物は、何も考えていないように見えて、その実人の心の奥を見み透すかしているような時がある。

「そうならいいけど。……やっぱりおれじゃあ、頼たよりないかな」

　そんなタバコ一つのことだというのに、日本にいた時以上に距離を感じてしまうのはなぜだろう。

　近くにいる分、もどかしさが募つのる。

　こんな時にこそ、自分がなにも持っていないただの子供だということを思い知らされる。

「流が頼りないとかじゃなくて、あいつの性格の問題だろう。おれなんか、痛いときは周りを巻き込んで大おお騒さわぎするタイプだけどな。あいつは痛けりゃ痛いほど我が慢まんして平然としているタイプだろーよ。おまえの前でカッコつけてるんだよ」

「カッコつける必要なんてないのにな」

「たしかに、今さらだよな」

　高嶋さんは、洲世が長く抱かかえていた心の傷をおれにだけ見せてくれたことを知っている。彼の弱い部分も十分知っている相手だというのに、今さらカッコつけるなんてと、高嶋さんはおかしそうに笑った。

　おれもつられて笑ったけれど、少し力のない笑いだった。





　バルセロナも四日目になると、昨日とは打って変わって、午前中からすっきりと目覚めることができた。

　洲世はいつものように早い時間にサーキットに向かった模様で、すでにベッドにその姿はなかった。

　洲世が寝ていたシーツには、微かにタバコの匂においが染しみていた。

　シャワーを浴びて、すぐに出かけられるよう身み支じ度たくを調ととのえてリビングに顔を出すと、小さなキッチンで葦原がなにか料理していた。

　甘あま酸ずっぱいトマトの匂いが部屋に満ちている。

「おはよう」

「お、今日は早いね」

「たまにはね……」

　スペインに着いてからこちらの不規則な生活を恥はずかしく思って、思わず小声になる。

「高嶋さんは？」

「今朝も早くから出かけたよ」

　なんとなく定位置になったソファの片かた隅すみに身を沈しずめると、ミルクの注がれたコーヒーが自然と出される。

　カフェ・コン・レチェだ。それに礼を言って冷ましながらすする。

「一体、いつもどこに行ってるの。あの人は」

「千歳はああみえて建築オタクだから、今日あたりはグエル公園にでもいるんじゃないかな」

「意外～！」

「バルセロナは詳くわしいから、機会があったら案内してもらうといいよ。色んなところに連れまわされるだろうけど」

　バイタリティに溢あふれる高嶋さんのことだ。街のなかをあれこれ引っ張りまわされる様が想像できてしまう。

「おれ、これから出かけてくるよ。帰りにバルで食事してくる」

　飲み干したカップを葦原に戻もどすと、心配そうに「一人で？」と聞かれた。

「遠くまで行かないから大だい丈じよう夫ぶ。それに、携けい帯たいも持ってるし」

　実は洲世から携帯電話を持たされていた。全世界で使える携帯で、すでに洲世の携帯とチームのファクトリーの電話番号が登録されている。

　それに、おれの用事があるのは、地図も必要のないほどの近場だ。心配するようなことが起こりようもない。

　葦原は火に掛かけた鍋なべから目が離はなせなそうだったので、その隙すきにコートを羽織って部屋を抜ぬけ出した。心配のあまり口うるさくあれこれ言われるその前に。

　バルセロナは地中海に面しているとはいえ、午前中の空気はまだ冷たい。

　潮の匂いに導かれるように、ホテルに面したグラシア通りを海に向かって歩く。

　ここはいわゆる一流ブランド店が立ち並ぶ通りで、モデルニスモ建築が一番多く立ち並んでいる地区だ。高級感をかもし出しながらも愛あい嬌きよう溢れる建物を見ながら進む。

　おれがこれから行こうとしている場所は、先日地図で見つけたバルセロナ大学だった。

　なぜわざわざ大学へ訪おとずれるのかというと、洲世がスペインのチームからオファーを受けたときから、おれには漠ばく然ぜんと考えていたことがあって、その考えを固めるためと言っても大げさじゃないだろう。

　その考えとは、今の時代に英語は必ひつ須すとして、その他ほかの言語をなにか一つマスターしたいということ。そして、ゆくゆくは世界で活かつ躍やくする洲世の役に立ちたいということだった。

　中学で初めて英語に触ふれたときから、割と英語は得意だったけれど、外国人と話す機会がないせいもあって、スピーキングにはあまり自信がない。

　けれども洲世に、外国語は意志が伝わればいいと諭さとされたのがきっかけで、語学の分野に足を踏ふみ入れたい気持ちが強くなった。

　そして、その語学にスペイン語を選ぼうとしているのは、洲世がスペインに住んでいるからという単純な理由でしかない。

　たとえば洲世がイタリアのチームに入るならイタリア語に、ドイツのチームに入るならドイツ語に興味を持っただろう。本当に単純な選せん択たくだった。

　そして、まだ誰にも明確に言えていないけれど、スペインへの留学も考えている。

　ホテルから数分歩いたところにあるバルセロナ大学は、そこだけ喧けん騒そうから隔てられているように思えた。

　レンガが積み上げられたような古い大きな建物は、さすがに国立大学なだけあって威い厳げんのある感じが滲み出ている。

　中に入ってもいいということなので、学生の邪じや魔まにならないよう、ぐるっと建物を一周する。

　おれが留学を考えているのはバルセロナ大学ではないけれど、外国の大学の空気というものを初めて肌はだで感じることができた。

　日本の私大のようにどこか浮うき足立ったところはなく、いかにも目的を持って勉強しているような学校だった。外国の学生が質素で真ま面じ目めというのは本当なのだろう。

　ひんやりとした校舎を後にして、こういった言葉も通じないような場所で、自分がちゃんとやっていけるのかを考えた。

「ola!」

　大学を見上げて物思いに耽ふけっていると、突とつ然ぜん数人の少女に囲まれた。

　彼女たちはみな薄うす着ぎで、腕うでに色とりどりのカーネーションを抱えていた。

　日本で言えばまだ中学生くらいだろう。少女たちがこの季節に寒そうな服装でいるのを見て、憫あわれみを誘われてしまう。

　すると、その中の一人がスペイン語で何かを言いながら、一輪のカーネーションを差し出してきた。サーモンピンクというのだろうか、赤みの強いピンクで綺き麗れいだ。

　その花の可か憐れんさに魅みせられて、そっとその一輪に手を伸のばした。

　その時だった。

　派手なクラクションの音に、手を止める。

　音のした方に視線をやると、路ろ傍ぼうに停とまっていた一台の車の窓がスルスルと降りてきた。

　運転席には若い男がいる。鮮あざやかな黄色のスポーツカーに負けない存在感のある男だった。

　彼は早口のスペイン語で少女たちになにかを言っているようだった。その言葉に、強い口調で彼女たちがそれぞれ何かを言い返しているのが分かる。巻き舌が強いせいか、喧けん嘩か腰ごしに感じられた。

　どうすることもできずにその様子を見守っていると、男は埒らちが明かないというように、一つため息をついて、運転席のドアを開いた。

　綺麗に磨みがかれた男物の革かわ靴ぐつが石いし畳だたみに降りる。

　黒地に薄うすいグレーのピンストライプで飾かざられた細身のスラックスが目に入った。そのまま視線を上げると、大おお振ぶりなベルトのバックルがあり、大きく胸むな元もとを開かい襟きんした白いシャツは、襟えりがピンと立っている。車から降りた彼は、スペイン人には珍めずらしく背が高かった。

　洲世と同じくらい？

　二十代半ば頃ころの若い男だ。キザったらしい服の着方も厭いやみにならず板についていることに感心して、思わず見入ってしまう。

　すると彼は、おれが受け取ろうとしていたカーネーションを少女の手から取って、シャツの胸ポケットから出した札を代わりに渡わたす。

　そして、おれの分からない言葉で少女たちになにか言うと、まるで犬や猫ねこを追い払はらうようにしっと手を払った。

「日本人か？」

　男はおれを見るなり、英語でそう聞いてきた。

　バルセロナで英語を話せる人はかなり珍しくて、おれは一言「イエス」とだけ答える。

「すまなかったな。あれは観光客を狙ねらった犯罪だ」

　訛なまりのない綺麗な英語が男の口から紡つむがれる。けれども綺麗なのは言葉だけではなく、彼の容姿も目を引くものがあった。

　浅黒く肌を焼いているのはスペイン人の特とく徴ちようだろう。目鼻立ちがはっきりしていて口も大きく、いかにもラテン人な印象であるけど、鼻び梁りようがすっと通っていることと目元がシャープなせいか、暑苦しいようなくどさはない。

　バルセロナの強い日差しを受けて、茶色のくせ毛は時折金色に輝かがやいていた。それがまた、滲にじみ出てくる気品のようにも思えてならなかった。

「犯罪？」

　怪訝けげんな表情をすると、彼は「ああ」と答えた。

「今のはバルセロナ名物の花売り娘だ。無理やり人に花を押し付けて料金をせびる。そして、押し付けられたほうは仕方なく財布から金を取り出している隙に、他の一人がバッグの中身を奪うばうという算段だ。きみのようにぼんやりとした日本人からな」

　厳しい一言がグサッと胸を突つかなくもなかったけれど、揶や揄ゆするように言った言葉が聞き流せないものだと知って、一いつ瞬しゆん呼吸を忘れたようになる。

「まだ、子供なのに……」

「犯罪に年ねん齢れいは関係ない。そうだろう？」

「それは、そうだけど……」

　逆に訊たずねられて、素す直なおに同意してしまう。自信に満ちた男の話し方が否定することを許さなかった。

「……そして、花にも──」

　すると、男は少女から買ったカーネーションを愛しそうにして口づけた。

　まるで恋こい人びとにするようなその仕草に、思わず見入ってしまう。

「カーネーション、花言葉は熱愛だ」

　そう言って男はおれに花を差しだしてくる。

「そういえば、願い事が叶かなうというおまじないを知っているか？」

「えっ」

「心の中で願いを三度唱えてみるんだ。いいか？」

「ちょ、ちょっと待って」

　あまりにも強ごう引いんな男に、なにがなんだか分からないまま従ってしまう。単なる言葉遊びでしかないだろうに、必死で願い事を心の中で復唱した。

「ＯＫ？」

　おれの表情を窺うかがうようにして、男はウインクを投げてくる。それに「うん」と頷うなずいてみせた。

「それなら、この花びらを一枚……」

　そう言って、まるで手品師のように慣れた手つきで花びらを一枚摘つみ取ると、おれの着ているパーカーのポケットに忍しのばせた。

「これでいい」

「なに？」

「バルセロナに伝わるおまじないだ。ポケットの中の花びらがどこかへ行ってしまう前に、願いは叶うだろう」

　本気で信じているわけではないし、言っているほうも軽いノリでしかないだろう。それなのに、そうと聞いて嬉うれしい気持ちになる。人の心を操あやつるのに長たけた人だと思った。

「改めて、きみにこの花を」

　男はおれの手のひらにカーネーションを握にぎらせた。

「あの、おれに……って、どうして？」

　まさか女性と間ま違ちがえたわけではないだろう。英訳を間違えたわけでもない気がする。

「そうだな……きみを気に入ったからかな」

　まるで女性をナンパするよう台詞せりふだった。元々深みのある声に、少し甘さが加わる。口元の笑みが駆かけ引きに慣れた相手だということを教えてくれた。

「ところで、おまじないは何を願ったんだ？　成功サクセス？　幸運ラツク？──それとも恋愛ラブか？」

「え…それはその…」

　とっさに願ってしまったのは、洲世とのことだった。

　乙おと女めのような願い事をしてしまった自分を振ふり返って、頬ほおが熱くなった。

「L, LOVE……」

　それを聞いて男が茶化すような笑みを浮かべる。

「相手は、恋人？」

「……Sí」

　照れくささを隠かくすように、スペイン語で答える。

「バルセロナに一いつ緒しよに来ているんだろう？　なにを願ったんだ」

「ずっと、一緒にいられたらいいなぁと思って」

　なかなか傍そばにいられないような関係だけれど、それでもおれは洲世と一緒にいたい。本人にも言えずにいる想おもいが、まるで零こぼれるように口をついて出ていた。

　名前も知らない相手になにを言っているんだろう、おれは。

　旅の恥はじはかき捨てというけれど、知らない土地で知らない相手にこんなことを告げられる自分が不思議だった。

「顔が真っ赤だ」

「分かってるっ」

「そこまできみに想われる相手が羨うらやましいな。おれが代わりたいくらいだ」

　男は珍しいものを見たような表情でおれを見ると、プッと小さく吹ふきだした。

「いや、悪い悪い。きみの反応が新しん鮮せんなもので、つい」

　まだ赤いままのおれの頬に男の指先が触ふれてくる。

「そこまで本気にさせておいて悪いが、今のおまじないはおれのでまかせだ。きみがどこまで騙だまされやすいか試ためすつもりだったんだが……、きみの純じゆん粋すいさがよく分かったよ」

　えっ、おまじないが──でまかせ？

　男に目をやると、また吹きだしたいのを堪こらえているようだった。

「ひどいっ」

　まんまと乗せられた自分を振り返って、さらに頬が熱くなる。そんなおれを見て、男はついに笑い出した。

「悪かった。このお詫わびはちゃんとするから、ドライブにでも行かないか？　ガイドブックには載のっていない、落ち着いたいい店を知ってる。モンジュイックの丘おかで街を見下ろしながら飲むコーヒーは格別だ」

　悪びれたところもなく、楽しそうに提案する彼に興味がないわけじゃなかった。

　どのみちバルで食事でもしようと思っていたし、旅の知り合いができるのも悪くないかもしれない。手の内を明かしてしまった相手のせいか、必要以上に気取ることもない。

　心が傾かたむきそうになって首を縦に振ろうとした時に、ポケットに入れていた携けい帯たいが突とつ然ぜん鳴り出した。

「Sorry」

　男に断ると、その場で電話に出る。この携帯に電話を掛かけてくる相手は一人しかいなかった。

「もしもし、洲世？」

　相手の名前も確かめず通話ボタンを押す。

　バルセロナに来てから一度も電話なんてしてきたことのない男が、こうして電話をかけてくるなんてよほどのことだろう。

　事故でも起こしたのではないかと嫌いやなことが頭をよぎり、深刻な口調になってしまう。

『流、おまえ、今どこにいる？』

「どこって、バルセロナ大学の前だけど」

『それなら近いな。グラシア通りまで出られるか？　迎むかえに行く』

「迎えに……って。どこから？」

『今、ホテルだ。すぐに行く』

　それだけ言い残すと通話は途と切ぎれた。

　実に洲世らしい簡素な電話だったけれど、そんな一方的な会話に心が浮うき立つ。

　おれは今の素っ気ないやり取りを思い出してクスッと小さく笑うと、携帯をポケットに戻もどした。

「例の恋人？」

「うん」

「おれのおまじないも、なかなかなもんだな」

　あっと気づいて、花びらの入ったパーカーのポケットを軽く押さえた。

「そういうわけで、悪いけど、ドライブはできない」

　ヒアリングが八割は理解できているのに対して、スピーキングはおそまつなもので、単語を羅ら列れつするような言葉を男に投げた。

「そうか、効果のあるおまじないも考え物だったな。残念だがデートは次に会う時までお預けだ。じゃあ、せめてきみの名前を聞かせてくれ。どこに泊とまっているんだ？　おれは、リカルド・ミランだ」

「リュウ・スズカワ。レアル・バルセロナに泊まってるよ」

「レアルか！」

　感かん嘆たんするように言った男の目が、一いつ瞬しゆん輝かがやいた気がした。

「それなら、今度会ったら必ずデートだぞ」

「分かったよ。じゃあな。アディオス」

　こんなに広いバルセロナの街中でそう出会うわけもないのに、リカルドと名乗った男はまるで歌うようにそう言った。

「変な人だな」

　けれども、これがうわさに聞くラテン男なのだろうと思った。

　こちらの人間は、目についた相手のことを褒ほめたり、口説いたりすることが礼れい儀ぎなのだと何かで聞いたことがある。ただし、それは異性に限ったことのはずだけれど。

　しかし、そんなことを考えたのは一瞬で、気持ちはもう洲世との待ち合わせ場所に急いでいた。

　指定されたグラシア通りは、ほんの二区画ほど先にあって、広い大通りをまっすぐ歩いたところにあった。

　洲世はホテルから迎えに行くと言っていたので、スペインでは右側通行だということを考えて交差点を渡わたる。日本と違ちがってこちらの車の速度は速いので、轢ひかれないよう慎しん重ちように交差点に出た。

　すると、渡りきらないうちにクラクションが鳴らされて、見知った車が路ろ肩かたに停とまった。

　洲世が所属する車のメーカー、エストレーリャの車だ。

　グリーンのメタリックという、日本を走っていたら浮いてしまうような色をしているけれど、金や赤などといった派手な色の車が多い街中では、不思議と落ち着いて見える。

　また、めったに洗車をしないらしいスペインの車事情で、ぴかぴかに磨みがき上げられた洲世の車は、それだけで人目を惹ひいていた。

「どうしたんだよ、いきなり？」

　助手席に乗り込むと、洲世はそのまま海岸へ向かって車を出発させる。

「半日だけ休みをもぎ取ってきた」

「もぎ取るって、洲世が？」

　三度の食事よりも仕事のほうが好きな人間なのに、やはりなにか普ふ段だんと違ちがうものを感じる。

　けれども、こんな時におれを誘さそってくれることが嬉しい。おれがなにをしてあげられるわけではないのに、頼たよられているようにも感じてしまう。

「ああ。たまにはいいだろう。それより、その花はなんだ？」

　おれが手にしていたカーネーションに目を留めて、洲世は訊たずねる。

「さっき会ったスペイン人にもらって……」

　つい今しがたの出来事を洲世に話して聞かせた。花売り娘はもっともポピュラーな犯罪だと洲世に教えられる。

「スリに遭あうくらいならいいが、首くび絞しめ強ごう盗とうが流行はやっているからな。そんなものに遭ったら、金目のものはさっさと渡しておけ。命には代えがたいからな」

「分かったよ」

　少々不ふ機き嫌げんになった洲世の機嫌を損そこねないよう、それ以上突つっ込んだ会話をすることなく話題を変えた。

「ねえ、どこに向かってるの？」

　車窓から見える景色けしきは、今まで見てきたバルセロナとは少し様相が違っていた。

「なんとなく流してるだけだ。おまえ、腹は空いてないか？」

「まだ平気だけど……」

　キョロキョロと街並みを眺ながめていたら、街のシンボルが目に入った。

「あ、あれって、コロンブスの塔とう？」

　少し先の交差点ににょきっと飛び出た塔がある。その尖せん塔とうの先にはアメリカ大陸を指差したコロンブスの姿が見えた。

「ああ、そうだが。寄ってみるか？」

「そうだ、海！　海が見たいっ」

　記き憶おくが正しければ、あの塔の向こうには地中海が広がっている。先日高嶋さんが行きたがっていた、ポルト・ベルだ。

　ランブラス通りを突き当たったところで車を止めると、そこから海岸まで少し歩いた。

　市街地のすぐ側に海水浴のできる海岸があるというのも、バルセロナの大きな特とく徴ちようだろう。一年中穏おだやかな地中海のため、冬でも開放感があり、それほど寒さを感じない。

　夏には大勢の海水浴客で賑にぎわうようだけれど、いくら地中海でも冬の海に入る者はいなくて、今では人もまばらだった。

　魚を待つ釣つり人のように、のんびりと桟さん橋ばしに座って海を眺める。その迷いのない行動から、洲世はここへ初めて来たわけではないと知る。

「よく来るの？」

「ポルト・ベルか？　そうだな、ぼんやりしたい時には、ここはいいな」

　洲世は目を細めて遠くを見つめる。

「いい眺めだね」

　けれども言葉に反して、おれの目に海岸の眺ちよう望ぼうは映っていなかった。

　もしかして洲世は今までにも、こうして何も考えずただ海を見ていた時があったんじゃないだろうか？

　おれが遠い日本でのん気に過ごしていた間も、異国で一人気を張って、疲ひ弊へいして──。

　海の波間に視線をやる振ふりをして洲世の横顔をそっと窺うかがうと、物思わしげな表情をしていた。それを目にして、胸が疼うずく。

　洲世がいつもと変わらなくしているから、こんな風に表情を盗ぬすみ見ることでしか、その心の中を知ることはできない。日本にいるおれに定期的に電話をしてくれていたけれど、表情の分からない電話では、洲世を悩なやませることがあることすら思いも寄らなかった。

　全部を教えてくれとは言えないけれど、その一部だけでもおれが楽にしてあげることはできないだろうか。

　何ができるわけじゃないけれど、こうして傍そばにいることのできる間に、洲世を支えてあげたい。ほんのわずかでも近くにいられるのなら──。

「電話を入れた時、ゴシック地区でも散策してたのか？　大学前にいるって言ってたな」

「あ、うん。ゴシック地区じゃなくて、バルセロナ大学を見学してたんだ」

「バルセロナ大学？」

「う……ん」

　大事な話をする時がきたと感じて、少し身を硬かたくする。

　洲世はおれの考えをばかにしたり軽かろんじることはないだろうけど、それが分かっていても緊きん張ちようしてしまう。

「留学をしようと思って」

「バルセロナ大学にか？」

「ううん、学校まではまだ考えていないけど、できればマドリードに」

　チラッと上うわ目め遣づかいで洲世を見ると、思わぬ話に一瞬呼吸を忘れたような顔をしていた。

　マドリードはスペインの首都であり、スペイン一の都市だけれど、おれがそういう意味でマドリードを選んだのではないことは分かっただろう。マドリードには洲世の所属するチームのファクトリーがあった。

「いつから考えていたんだ？」

「洲世がスペインに行くことが決まってから、漠ばく然ぜんとは。教養課程が終わってからがいいかと思ってるんだけど」

「たしかに、去年から語学を勉強したいとは言っていたな」

　洲世は、じっと静かに海の水面を見つめていた。太陽から降り注がれる光が反射して、きらきらと小さな光を放っている。

「安易だと思う？」

「いや、おまえがそこまでちゃんと考えているとは思わなかったから、少し驚おどろきはしたが……」

「考えてるよ。まだ答えは出ないけど、今が楽しければそれでいいわけじゃないよ。洲世の傍にいて役に立ちたいと思っているし、しばらくスペインにいるつもりなら、おれもスペイン語が話せるようになりたいし。できればこっちに住むことだって考えてる」

　これだけはしっかり洲世の目を見つめて言った。おれの言葉がまっすぐ届いてくれるよう、言葉を選びながら。

　洲世のためにおれがなにかできるなんておこがましいと思っていたけれど、ただ甘やかされるだけじゃなく、洲世からも頼られる存在になりたかった。

　こんなことを考えているなんて重いと思われるのが嫌いやで、今まで心の中にしまってきたわけだけれど。吐はき出してすっきりしたと同時に、言いようのない不安に襲おそわれた。

「あ、でも。そういうのが迷めい惑わくなら、押しかけてくるような真似まねはしないけど……」

　洲世の反応がないことに焦あせりを感じる。もしかすると、急にシリアスなことを告げたおれに引いてしまっているんじゃないか。

　だんだん弱くなるおれの言葉を悟さとって、洲世は「ばか」とつぶやいた。

「迷惑に思うなら、はじめからおまえをバルセロナまで呼び寄せたりはしない」

　強い力で肩かたを抱だき寄せられる。

　人気が少ないとはいえ、人目がないわけではないのに、いいのだろうか？

　おれはともかく、洲世はこの地でも有名人だというのに。

「いいから。少しこうさせてくれ」

　髪かみに唇くちびるの感かん触しよくを感じる。

　誰がどう見ても恋こい人びと同士の抱ほう擁ようだろう。キスこそ交かわしていないけれど、おれの体に洲世の腕うでが絡からむ様は、親密度を感じさせるに違ちがいない。

　必要とされているのだと思ってもいいのだろうか。言葉にされることがなくても、おれの望む気持ちをもらえているのだと。

　それならもっと確かなものを与あたえられる相手になりたい。こうして腕の中に収まるだけではなく、戦い疲つかれたその身を癒いやしてあげられるような存在になれたらいいのに。

　願いを込めるようにして、体に巻きつく洲世の腕に自分の手を重ねた。

　冬だというのに、温かい体温が手のひらを伝ってくるようだった。こうして傍にいると感じるだけで、おれまでもが心を解ほぐされる。

　癒してあげたいと思っているのは、おれのほうなのに……。

　どれくらい寄り添そっていたろうか、お互たがいの間に会話はなく、ただ黙だまって抱き合っているだけだった。

　その静けさに、周囲の反応が全く気にならなくなった頃ころ、洲世が口を開いた。

「クリッピングポイントって聞いたことあるか？」

「え？」

　突とつ然ぜんの質問に、ぽかんとして洲世を見上げた。

「Ｆ１の世界ではエイペックスと言う。頂点という意味だな」

「それが、どうしたの？」

「コーナーへ進入する際、このクリッピングポイントを奥に取れば取るほど速くカーブを曲がることができる。レースはコーナーを制する者に有利だから、誰もがこのコースぎりぎりのクリッピングポイントへ高速で突っ込んでいく」

「怖こわくない？」

　子供の頃に遊園地のゴーカートに乗ったことを思い出す。あんなおもちゃでも衝しよう突とつを恐おそれてキャーキャー言っていたっけ。時速３００キロ近いスピードで猛もう追ついしていく洲世と比べるのも失礼な話だけど。

「初めてカートに乗った時から、不思議と恐きよう怖ふを感じたことはなかったな。むしろ難所を力でねじ伏ふせることに爽そう快かい感かんを覚えていたくらいだ。どんなにアールのきついコーナーでも征せい服ふくできる自信があった」

「そういえば、初めてカートに乗った日にそのカート場のコースレコードを塗ぬり替かえたんだって葦原が言ってた」

「ああ、そんなこともあったな。怖いもの知らずだったし、小さなカート場だったから可能だったんだろう」

　それでも、そんな小さな頃からマシンを駆かることに長たけていたわけだ。もっとも、そうでなければＦ１という世界までステップアップしてくるのは難しいのかもしれない。

「けれどもＦ１というマシンはモンスターだな。ただ闇やみ雲くもに突つっ込んでいってもコースから押し出される。あのマシンを手なずけるのにそうとう時間を要した」

「そんなに違ちがうものなの？」

「ああ。暴れ馬だ。おれのＥＳ０５は特にな。今は割と仲良くしているけどな」

　洲世は、まるで友人を評するように自分のマシンを語る。

「このＥＳ０５を乗りこなせるようになって、初めてアクセル全開で突っ込んで行ったコーナーで震ふるえが走った。武む者しや震ぶるいってやつだな。コーナーぎりぎりまでブレーキングを堪こらえて、ベストな形でクリッピングポイントを通過した時の達成感はたまらなくて──」

　チラリと洲世はおれを見遣って目を細めた。

「これがおれの求めていた世界なんだって思った」

　珍めずらしく饒じよう舌ぜつな洲世だった。自分でも計り知れない相手に果か敢かんにチャレンジしている様は、まるで少年のようにも見える。こんな風に目を輝かがやかせて何かを語る洲世の姿を見る日が来ようとは思わなかった。自分にも心を開いてくれている気がして、胸の奥が熱くなる。

　出会ったばかりの頃になにか諦めてしまっていたような洲世とは大違いだった。

「明日、サーキットにくるか？」

「……え？」

　思いがけない誘さそいに、弾はじかれたように顔を上げると、洲世はゆっくりこちらを向いた。そこにはもう、物思いに耽ふけった表情はない。

「ただし、おまえの思っているような華はなやかでも楽しくもない世界だ。それでもいいならだけどな」

「いいっ。行きたいっ」

「……まったく、おまえには負けるよ」

　そう言ってもらえたことが、何より嬉うれしかった。



    

  
    
      

　　◆





　カタロニアサーキットは、バルセロナから車でおよそ三十分ほど北上したところにあった。

　ここはＦ１でもスペインＧＰが開かい催さいされることで有名だけれど、シーズン前に各メーカーがこぞってテストを行うことでも有名なのだそうだ。

　Ｆ１開幕前の今の時期はいわゆる合同テストが行われていて、それぞれのチームやメーカーは、これから訪おとずれるシーズンのために開発した新兵器をここで試運転させるらしい。

　すべてのチームが参加するわけではないらしいけれど、Ｆ１にエントリーされた半分のチームが参加しているようで、ここで走れば走るほどよい結果につながるのだと洲世は言った。

　おれたちがサーキットに辿たどり着いた頃には、もう数台のマシンのエンジン音が空気を震わせて場内に響ひびいていた。

　車が駐ちゆう車しやされたのは、パドックとおぼしき空間だった。

　去年の後半から、日本のサーキットはいくつも行っていたし、基本的な設備や配置はどこも似通ったところがあると学んでいた。

　けれどもさすがに外国のサーキットなだけあって、その規模は日本とは全然違う。

　日本ではそれほど広くない空間を埋うめるようにパドックテントが建っていたというのに、このサーキットは広々とした空間に簡易住宅のようなものが立ち並んでいる。モーターホームと呼ぶのだそうだ。

　よく見るとそれらはトラックのトレーラー部分で、クルーたちの手によって居住性の良いように改装されていた。こんなことからも日本と世界の差を見せつけられているようだった。

　Ｆ１カーが見たいと言ったら、洲世はおれたちをピットまで案内してくれた。

　ピットは壁かべで仕切られていて、それぞれのピットエリアに同じ形のクルマが一台ずつあった。その片方が洲世のためにセッティングを施ほどこされているクルマだった。

　どちらのクルマもまだカラーリングされておらず、シャシーはカーボンがむき出しのままだ。投入したばかりの新車なため、塗と装そうにまで手が回っていないらしい。

「これがＥＳ０５だ。多少気むずかしいクルマではあるけどな」

「デカイけど、スタイリッシュな感じだね」

　フロント部分が鳥のくちばしのように長く、リアまで流れるようなデザインだった。

　Ｆ１のクルマはどれもが同じように見えて、その実チームによってデザインが大きく違うということを教えられる。それも開発競争の大きな要素の一つなんだそうだ。

「ああ、去年のものより三十キロは軽量化されてるからな」

「三十キロも!?」

「そう、うちのテクニカルディレクター渾こん身しんの傑けつ作さくだ。こだわり抜ぬいてギアボックスまでカーボン製にしたからな」

　洲世はまるで親しい者の背中を叩たたくように、ポンとボディを叩く。

「そこまで軽くするってことは、エンジンまで大おお幅はばに作り変えたのか？」

「ああ。小型化しただけでなく、使用パーツも最低限にして耐たい久きゆう性せいを高めている。シェイクダウンの時点で手ごたえは感じているよ。ただし、こいつの機き嫌げんを損そこねなければ」

　洲世は暴れん坊ぼうの相棒を指差した。

「期待できそうだな」

　と、突とつ然ぜん隣となりのピットから爆ばく音おんが聞こえた。

「うわっ！」

　耳の奥の神経に直ちよく撃げきするような感かん触しよくを受けて、慌あわてて耳を塞ふさぐ。

　どうやら隣となりに置いてあるマシンにエンジンが灯ともったらしい。フォーミュラカーのエンジン音はもう聞きなれていたはずなのに、迫はく力りよくが全然違ちがっていた。

「……っ、…が……て……う！」

「はぁ？」

　葦原が何かを言っているということは分かるのに、エンジン音にかき消されてしまって聞き取ることができない。

　側に行って耳を寄せると、ひとつひとつはっきり区切るように葦原は言った。

「耳を痛めるから、モーターホームに戻もどろう！」

　おれたちは誰も耳みみ栓せんを持ち合わせていなかったので、葦原の意見に従ってモーターホームへ移動した。

　日本ではいわゆるパドックテントにあたる場所だ。名前の通りトラックの一部をまるでモダンなリビングルームのように改装した室内は、サンルーフから陽ひ射ざしが降り注ぎ、ここがサーキットという野外であることを忘れてしまいそうだった。

「着き替がえて来るから、おまえはこれでも着てろよ」

　洲世が投げてよこしたのは、チームウェアのブルゾンだった。

「いいの？　こんな大事なものおれが着てても」

　スペインの国旗をイメージしているのだろう、黄と赤のカラーが配色されているブルゾンだ。

　ともすれば野や暮ぼったくなる色合いなのに、そうは感じさせない。さすがスペインと唸うならせるような、クールなデザインだった。

「お、なんかオシャレじゃん。おれたちにはないのかよ」

「おまえたちは着る必要ないだろう。誰がどう見ても関係者の匂においがしているからな。流は好こう奇き心のおもむくまま、どこかへフラフラしそうで危ない」

「フラフラって……。じゃあ、これは首輪代わりって言いたいのか？」

　喜んだのはほんの一いつ瞬しゆんのことだ。洲世の言い草に、ムムッと上うわ目め遣づかいで軽く睨にらむ。

　けれども相手は洲世なだけあって、そんなおれにひるむことなく楽しそうに見返した。

「ああ。うちの仔こ猫ねこは見かけによらず気が強いからな、おれの目の届かないところでいらぬトラブルを引き起こしそうで心配なんだよ」

「仔猫ってゆーな！」

　洲世はクッと喉のどを鳴らして笑う。

　どうしたってかなわない相手と分かっていたので、おれは心の中でギリリと爪つめをたてた。





　ぐるりと周囲を見み渡わたしてみると、当たり前だけど外国人ばかりだった。

　エストレーリャはスペインのチームだからか、モーターホームにはスペイン語が溢あふれている。

　あきらかにおれたち三人は浮ういていたけれど、洲世のゲストだということはみなが知っていたので、コーヒーやお菓か子しでもてなされた。このお菓子一つ取っても、専属シェフのお手製だというから驚おどろいてしまう。

　言葉は通じないけれど、なんだかすごく感じがいいことは伝わってきた。

「──暇ひまだ」

　洲世が消えてから三分もしないうちに、そうつぶやいたのは葦原だった。

「おれもそう思ってたところだ」

　じっと座っているのが性に合わないのか、高嶋さんはドガッと椅い子すの背に体重をかけて、あぐらをかくように片足をもう一方の腿ももに乗せる。

　あまり行ぎよう儀ぎのよい恰かつ好こうではないけれど、その姿から苛いら立だちのようなものが感じられた。

「暇って、来たばかりなんだけど……」

　日本と違ってやることがないのは確かではあるけれど、おれにはこの場にいるのがいっぱいいっぱいだった。

「だって、なぁ～」

「現場にいるのに、やることがひとつもないんだよ」

　勝手知ったる日本と違って、自由に動き回れないことが苦痛なのだろう。

　初めて来るサーキットとはいえ、慣れ親しんだ空気を持つ場所なのに、洲世がいなければモーターホームを離はなれることにも気が引けるようだった。

　日本的に言うならば、敷しき居いが高いというのだろう。そう感じさせる空気がＦ１には漂ただよっているのだ。

　──そして、それを決定的にさせる事件がその日に起こった。

　ちょうど昼食時のことだった。

　これが日本であれば、こういう時の昼食は仕出し弁当か、ドライバーズサロンと呼ばれる食堂でとることになる。

　けれどもさすがはＦ１の世界、それぞれのチームに専属のシェフがいて、様々な料理をその場のオープンキッチンで調理してくれる仕組みになっていた。

　エストレーリャに関して言えば、パスタはその場で打ち、パンやピザもその場で焼かれる。それくらい本格的だった。

　腕うでのほうも様々で、中には三ツ星レストランのシェフもいるそうだ。

　そして、チームに関係なく誰もが自由に出入りできるホスピタリティがあって、そこではチームの違ちがうドライバー同士も歓かん談だんできるようになっていた。

　レース中はライバル同士であっても、仲のいい者は本当に仲がいいらしい。それは日本のレース界と同じで、元チームメイトのドライバー同士がコーヒーを片手に語り合ったりしているのを目にできるという。

　食事が済むと、洲世はそのホスピタリティに向かった。

　洲世がいなければ心細い立場のおれたちも、黙だまってそれについて行く。

　その背中を追いながら、洲世が今日着ているレーシングスーツは、デザインもなにも施されていない真っ白のものだと気づいた。

　ワッペンもほんの少ししかついていない、とても簡素なものだ。

「白いレーシングスーツも持ってるんだ」

　洲世はそのイメージからして、白などの明るい色は似合わないと思っていた。本人もあまり好んで着ることはないように思える。

「これか？　オフシーズン用だよ。余計なスポンサーのワッペンも刺し繍しゆうも一いつ切さいついていない。エストレーリャのものがまだ出来上がっていないからな」

「ふーん、ワッペンがないって不思議な感じ」

　サーキットにあるみやげ物屋にワッペンが売られているのを目にしたりするけれど、個性的でクールなデザインが多くて、つい見入ってしまったりする。

　よく見れば、洲世の言うとおりワッペンらしきものは国こく籍せきを表す日の丸と、チームが変わっても変動のないヘルメットメーカーのもの、いくつかのパーソナルスポンサーのものだけだった。

　刺繍に関しても、アルファベットで名前と血液型が書いてあるくらいだ。

「スポンサーのワッペンが一つ一つ増えていくのが楽しみなんだよな」

　葦原がはしゃぐようにして言った。

「ちなみに、このワッペンを縫ぬい付けるのはマネージャーの仕事だ。この粗あらい縫い目は麻貴のものだな。洲世がスペインに渡わたる前に大おお慌あわてで縫ってるのを見たぜ。指まで縫い付けやしないかと冷や冷やしたもんだ」

　高嶋さんが検分するように、洲世のレーシングスーツを見た。

「そんなこと言うなら、千歳のは二度とつけてやらないよ」

「うそうそ。今のは聞かなかったことにしてくれ」

　そんな風に賑にぎわしくしながら、空いたテーブルに着いた。

　こうしているとまるで、日本のサーキットにいるのと変わらない。そこがどこであっても自分を中心に和なごんだ場を提供してしまえる高嶋さんに感心した。

　洲世もしばらくそんな雑談に興じていたけれど、身に纏まとう空気をふいに硬かたくしては、席を立ってどこかへ歩いていった。

　どこへいくのか行方ゆくえを目で追うと、洲世は新しくコーヒーをサーブしながら、他ほかのドライバーに歩み寄るところだった。テーブルの上には、まだ飲みかけのコーヒーが半分も残っているというのに。

　その様子をおれだけじゃなく、葦原と高嶋さんの二人も、一番隅すみのテーブルからこっそり窺うかがっていた。

「あの人、テレビで見たことがある」

　やはり洲世のように白いレーシングスーツに身を包んだ男に見覚えがあった。

　Ｆ１に詳くわしくない自分が知っているということは、よほど有名な選手なのだろう。

「見たことがあるって……、一昨年のワールドチャンピオンだぞ」

　呆あきれた声で言った高嶋さんは「そんなんで大だい丈じよう夫ぶか？」と、おれの知識を疑った。

「う。これから勉強するよ」

　がっかりして肩かたを落とすと、その肩を葦原がポンと叩たたいた。そして、洲世が立ち話している方向を指差す。

「それなら勉強ついでに教えておくけど、あれも洲の作戦のひとつだから」

「作戦～？」

　おれにはただ世間話をしているようにしか見えないけれど……。

「情報収集だよ。まだ飲み終えていないコーヒーがあるのに、わざわざ新しく注ぎに行ったろう？　コーヒーをサーブするついでに雑談しているように見えて、実は計算上の行動ってこと。単なる雑談の中から相手の状じよう況きようを掴つかみ、それを把は握あくしておいて相手の弱点を見み抜ぬく。そして、ここぞというときに叩く……ってね」

「まあ、弱点を見抜いたとしても、チーム力の弱いエストレーリャじゃどうにもできないんだけどな。努力を怠おこたらない姿勢は買うぞ」

　葦原が力説するのに対して、高嶋さんは間延びした声で付け加える。すると、低い声で「千歳」と言って、耳たぶを引っ張った。

「いてぇな。本当のことじゃねーか。こうでも言わなきゃ流が夢ばっか見ちまうだろう」

「なに、どういうこと？」

　なんだか不ふ穏おんな感じがして、思わず眉み間けんを寄せて問いただした。

「流にしてみれば、Ｆ１っていったらどれも憧あこがれの的なんだろうけど、チームによる格差はものすごく激しいんだ。資金の工面が忙いそがしくて開発どころじゃなく、万年最下位のチームも存在する。そんなところは予選すら通過できないことだってある」

「エストレーリャもそうだっていうこと？」

　表ひよう彰しよう台だいを狙ねらえる力はないと断言したのは、他でもない洲世だ。

「いや、それは極きよく端たんな話で、エストレーリャは違う。と、思う」

　高嶋さんにしては、なんだか歯切れの悪い答えだった。

「成績だけ見れば、二年前に参戦した時から下位組だけどな。参戦を表明してから実際の参戦までに、マシンの開発が間に合わなかったのが原因らしいんだ。あそこは資金はたんまりあるから、開発さえ追いつけばぐんと伸のびるんじゃねぇか。おれはエストレーリャの人間じゃないからな、断言はできねぇけど」

「去年のシーズン後半の戦績を見る限り、期待はできそうだよ。入賞だって何度もしてるし。それに、勝てるチームを作るために洲を呼んだわけだしね」

「麻貴は洲世には点が甘いからな……」

　珍めずらしくフォローを入れる葦原に、面おも白しろくなさそうに高嶋さんは言う。

「もしかして、高嶋さんの言っていた心当たりって、それのこと？」

　洲世がおれたちをサーキットに連れて行けないと言った時、その理由に心当たりがあるといっていた。それは、良いとはいえないエストレーリャの現状をおれたちに見せたくなかったからなのだろうか。

「いや。弱いチームに入ったことが恥はずかしいなんて考えるやつじゃないだろう。自分がそこに三年いて、何一つ改革できなかったらさすがに恥だと思うだろうがな。そんなことより……」

　洲世のいたほうから大声がして、おれたちはすかさずそちらを振ふり向いた。

「なにっ？」

　いつテントに入ってきたのか、その場には水色のレーシングスーツを着た男が増えていた。

「ジリだ」

「ジリ？」

　ひと目でそれと分かる欧おう米べい人だった。

　瞳ひとみの色は分からないけれど、白い肌はだに金きん髪ぱつだ。細身のせいか、威い圧あつ感かんのある洲世の前に出ると、迫はく力りよくに欠ける気がする。

「ああ。あいつ、マネージャー仲間でも評判が悪いので有名だよ。日本にまでうわさが届くほどにね」

　それほど有名人なのか、葦原が冷ややかに言う。

　さきほどの大声は、そのジリという名の男が発したものだ。こうして洲世と向き合っているところを見ると、洲世に向かって投げつけた言葉なのだろう。

　ジリは頭に血が上っているらしく、鼻の頭が真っ赤になっていた。

「言い争い？」

「──いや、違う。おれの言っていた心当たりのひとつだ」

　高嶋さんは確信を持って首を横に振る。そして、ことの成り行きを見守るよう、二人のいる方向を顎あごで示した。

　怒いかりのような感情で真っ赤になっている男は、洲世に早口でなにか言っているようだった。あまりにも巻き舌が激しくて、何を言っているのか少しも聞き取ることができない。

　フランス語のような、イタリア語のような、どちらも専門的に学んでないおれには分かりかねる言葉だった。

　けれどもその言葉を洲世は理解しているのか、平静な顔をして話を聞いているようだ。

　身長はずいぶん洲世のほうが大きい。そのため、傍はたから見ると一人で熱くなる男を洲世が見下ろしている形になる。

　ジリという名の男がその身長差も気に入らないだろうことは、小こ柄がらなおれには想像できた。

　男がひととおりまくしたて終えた隙すきに、洲世が一言何か言った。

　男と同じ言語のようだったけれど、洲世の表情から「それだけか」というような内容の言葉を紡つむいだように思えた。

　洲世が自分の言葉を理解できていると思わなかったのだろう、男は怯ひるんで口をつぐんだ。

「──わざわざこいつの母国語で話してやる必要はないぞ」

　その時、逼ひつ迫ぱくした空気を破るようにして、癖くせのない英語が聞こえた。

　一人の男が、ジリと洲世の間に盾たてになるよう体を滑すべり込ませる。洲世と視線の高さが同じだった。意外にも小柄な人が多いスペインで、長身が揃そろうとそれだけで迫力を感じる。

「あ、あれ……」

　男の顔に見覚えがある。つい昨日、バルセロナ大学の前で出会ったスペイン人だ。

　たしか、名前は──。

「リカルド」

　洲世が男の名を呼んだ。

「あ、そうだ。リカルドだ」

　口の中でつぶやくと、それを耳にした高嶋さんは「さすがにあいつは知ってるのか」と言う。

「さすがって？」

「Ｆ１界一の遊び人だろう？」

「Ｆ１界って、あの人もドライバーなのかっ!?」

　ぎょっとしてリカルドを見た。

　Ｆ１レーサーだという割には、サーキットにいるのにレーシングスーツを着ていない。けれども普ふ通つうの人より鍛きたえられた首を見て、たしかにレーサーだと思う。

「でなきゃこの場にいるわけがないだろう……。って、少し静かにしろ」

　高嶋さんはシッと指を唇くちびるに当てて、視線を洲世とリカルドに戻もどした。

「アキツ、おまえがジリに合わせてやる義理はないだろう」

　洲世とジリの間に立ったリカルドは、洲世に向かって言った。

「義理がなくても、ジリの言葉が聞き取れてしまうんだから仕方がない」

　お互たがいの名を呼び合っているということは、当然見知った間あいだ柄がらなんだろう。

　洲世が面めん倒どうくさそうに答えると、リカルドはジリへと顔を向けた。

「ジリ、おまえも英語が話せるんだろう。だったらここでは公用語で話せ。……ああ、フランス人は“〝Ｈ”〟の発音が苦手だったか」

　おれの知る限り、スペイン人だって“〝Ｈ”〟の発音が苦手なはずなのに、それでも流りゆう暢ちような英語を話している自分のことをひけらかすようにしてリカルドは言った。

「アキツがフランス語が分からないと思って小ばかにしたんだろうが、残念だったな。アキツのほうが訛なまりがないぶん、おまえより綺き麗れいな言葉を話すことを知っているか？　フランス語は世界で一番綺麗な言語だと聞いていたのに、そうでもないようだな」

　そこでリカルドが笑ったものだから、ジリは余計に顔を赤くした。血走った目でリカルドと洲世を睨にらみ、罵ののしるような捨て台詞ぜりふを残してホスピタリティを出て行った。

「リカルド。あんなのただの挨あい拶さつだ。あんまりからかってやるなよ」

「あれが挨拶なのか。それにしては、ずいぶん野や蛮ばんだな」

「ああ、おれは東洋人だからな。あれくらい言われ慣れていて、今では挨拶のようなもんだ。ヨーロッパの伝統にしゃしゃり出て行っているのは事実だし、疎うとまれても仕方がない」

　立ち話もなんだというように、洲世はリカルドを伴ともなってこちらへ歩いてきた。

「どうせ『同じサーバーからコーヒーを飲むな』とか言われたんだろう？」

　今の一部始終をじっと見守っていた高嶋さんが、そんな風に洲世に声をかける。

「惜おしいな。『同じ空間でコーヒーを飲むな』だ」

　そう言って洲世は笑った。無理をしているわけではなく、今の出来事がなんでもないと思っているような笑いだった。

　高嶋さんもヨーロッパでレースをしていたことがあるというから、やはり同じような目に遭あっていたのかもしれない。本当に言われ慣れてしまっているようだった。

「悪いけど、おれは席を外すわ。麻貴もくるだろう」

「……ああ、そうだな」

　まるで自分に付いてくるのが当然というように葦原に尋たずねて、高嶋さんはリカルドに丁てい寧ねいに退席を謝る言葉を英語で述べていた。

　なにもかもを心得たように立ち上がった葦原を、疑問視するように仰あおぎ見る。

　すると葦原は、おれにしか聞こえないほどの小声で囁ささやいた。

「千歳もあれでいて、トップドライバーとしてのプライドがあるからな。Ｆ１レーサー二人に挟はさまれて世間話できるほどおめでたくはないだろう」

「そっか……」

　少し前に居い心地ごこちが悪いと言っていた高嶋さんの苛いら立だちを思い出す。

　今までの彼の口くち振ぶりから、世界の舞ぶ台たいには興味ないのだと思っていたのに、そんなに単純なものではないのかと思った。

「心配することはないよ。Ｆ１のテストは本当に見たがってたんだし、コースにでも連れて行っておくから」

　葦原はポンとおれの肩かたを叩たたくと、高嶋さんと連れ立ってホスピタリティから出て行った。

　二人を見送ると、洲世はリカルドに英語でおれを紹しよう介かいする。

　けれどもリカルドは、まだ名前を言い終わらないうちに、おれに向かって「また会ったな」と言った。

「また？」

　思わせぶりなリカルドの言い方に、洲世が眉まゆを吊つり上げる。

「ああ、リュウから聞いていないか？　昨日、バルセロナ大学の前で出会ったばかりだ」

「あのカーネーションは、おまえだったか。キザなやり口だと思ったが」

「受け取ってもらえたわけだから、少なくとも嫌きらわれてはいないみたいだな。ヨーロッパに住んでいた経験のあるアキツなら、その花の意味は分かるだろう？」

『熱愛』と、昨日リカルドは言ったっけ。つい受け取ってしまった自分をひどく後こう悔かいした。

「それに、今度会ったらデートだと宣言もしておいたな」

　悪びれた様子もなく言うリカルドに、無言で洲世は視線を流す。

「……リカルド」

　思わず肩を揺ゆらしてしまいそうになるくらいの低い声だった。

「おまえ、何しにここにきたんだ？」

「何って、ライバルの顔を見るためだ、アキツ。そうじゃなかったら、こんな辺へん鄙ぴな場所までわざわざこのおれが足を運んだりはしないさ。うちには優ゆう秀しゆうなテストドライバーもいることだし、テストくらいそいつらに任せればいいことだからな」

　そのライバルは洲世のことだというように、リカルドは朗ほがらかに笑う。

「そんな余よ裕ゆうでいいのか？　毎年最下位争いでふらふら遊び歩いてるようなやつに負けてやるほど、おれは甘くないぜ」

「まあそう言うな。純じゆん粋すいに昔のライバルとの再会を喜んでいるんだ。そういえば、あの時の決着がまだついていなかったな」

「そんなこともあったな」

　それまで冷えた闇やみのようだった洲世の瞳ひとみが、ふと変化をみせた。

「昔のライバルって……、そんな前から知り合いなのか？」

　自分のヒアリングを間ま違ちがえたのかと思って、洲世に日本語で聞いた。

「ああ、イギリスで一いつ緒しよにカートをした仲だ」

「何年前？」

「十歳かそこらだから……十五年以上も前のことだな」

　後の言葉は英語にして、リカルドに向けていた。

「ああそうだ。また同じコースで戦えるかと思うと、非常に愉ゆ快かいな気分だ」

　聞くところによると、スペイン人の彼はずっとイギリスでレースの経験を積み、今はイギリスの名門であるギブソン・コスワースというチームに所属しているそうだ。

　洲世が中学に上がる前のカート時代に、イギリスで二人はライバルだったらしい。

　十五年以上も前の話だというのに、洲世も鮮せん明めいに覚えているということは、よほどいいライバルだったのだろう。

「昨日リュウに会っていなかったら、アキツがスペインにいることももうしばらくは知らないでいただろう。おれの住んでいるイギリスでは、アキツの名前すら話題に出てくることはないからな」

「口説いた、と言ったな」

　声のトーンが少し落ちる。やましいことはないのに、なぜかおれが身を硬かたくしてしまう。

「そんなの、こっちの人の社交辞令だって」

「いや、そうでもない」

　重くなりかけた空気を取り繕つくろうようにしたのに、リカルドはそんなことに構わず否定した。

「リュウのような可愛かわいい日本人は好みだ。擦すれてないところもいい。レアル・バルセロナに泊とまっていると聞いて、それならディナーに誘さそおうと宿しゆく泊はく者しや名めい簿ぼを見たんだ」

「名簿を……見た？」

　少し引っかかりを覚えて、リカルドの言葉を反すうする。

　宿泊者名簿なんて大切な個人情報をいとも簡単に見られる立場というのは、どういうことだろうか。それともスペインでは、日本ほどセキュリティーにうるさくないのだろうか。

「ああ、リカルドはおれたちの泊まっているレアル・バルセロナの役員だ」

「役員～？」

　役員って、あの世界的にも名の通ったレアルグループの？

　驚おどろいた声を上げたら、「名前だけな」と付け加えられた。

　どうやらリカルドの父親が、今のレアルグループを世界規模に伸のし上げた人らしい。

　つまりは洲世と同じく生きつ粋すいの御おん曹ぞう司しということで、そんな背景でもなければ子供の頃ころからレースに関する英才教育は受けられなかっただろうと納なつ得とくしてしまった。

　言葉もなくリカルドを見ていると、「早い話が放ほう蕩とう息子むすこだ」と、彼が分からないのをいいことに、洲世は日本語で言った。

「それに昨日、彼は電話の相手に『シュウセイ』と呼びかけたからな。日本でも珍めずらしい名前だと聞いていたし、もしかしてとは思っていたんだが……」

「流を調べていくうちにおれにたどり着いたわけだな。だったら、こうしておれの側に置いている意味は分かるだろう」

　洲世はまるで牽けん制せいするように、テーブルに置いたおれの手の上に自分の手を重ねた。

「恋こい人びとというわけか。遊びではなく、ステディ？」

「ああ、そうだ」

　その指は、そっと指輪の縁ふちを撫なでる。

「おもしろいな」

「なに？」

「アキツでもそんな顔するんだな。いつも澄すまして女にも戦績にも無関心だったのに。おまえに本気になるものがあるなんて驚きだ」

　感かん慨がい深く言う中に、からかいの気持ちも入っているように感じられた。洲世もそれを読み取ったのだろう、さっさと話を切り上げようというように、ざっと髪かみをかき上げた。

「昔のことはいい。とにかく、こいつには手を出すなよ」

「善処しよう」

　小さな苛立ちを見せた洲世に、リカルドはニヤリと笑ってみせた。

「煮にえ切らない返事だな」

「リュウのほうからおれの腕うでに飛び込んでこないとも限らないからな。その時は遠えん慮りよなく奪うばい取るまでだ。躊躇ためらったりはしないぞ」

「勝手にするがいい。そんな機会は待ちわびても来ないからな」

　まるでお互たがいを探さぐりあうような会話をヒヤヒヤしながら傍そばで聞く。

　きっと子供の頃の二人も、似たような会話を繰くり返していたのだろう。一いつ瞬しゆん、小さな洲世とリカルドが頭の中に思い浮うかんだ。

　ライバル、か。

　挑ちよう発はつしあうようなトゲを含ふくんだ会話は、お互いを嫌っているせいではないということは分かる。プライドを煽あおって、火を灯ともそうという行こう為いだった。

　そうでなければ、こうして同じテーブルに着いているわけがない。

「それにしても思うんだが、アキツがエストレーリャに入った理由が分からない。おまえにはもっと、チーム力の高いところからオファーがあったようだが」

　その問いかけに、洲世は「まあな」と答えた。

　たしかにいくつかのチームから打だ診しんがあったということはおれも聞いている。

　てっきりその中から一番条件のいいチームを選んだのだと思っていたけれど、この数日でエストレーリャが下のほうのランクにいることを知ってしまっていた。

　だったらなぜこのチームを選んだのだろうと、おれも気になった。

「はじめから強きよう豪ごうチームにいくより、一から作り上げるほうがやりがいがある。上位チームの出来上がったクルマに乗って、いい成績が出るのは当たり前だ。得られるものは優ゆう越えつ感と勘かん違ちがいだけだと思うけどな」

「ばかな。そんな考えは理解できないね。たかがそれだけの理由で無む駄だな労力を使うのか？　わざわざ効率の悪いことをしようというやつの気が知れないな。実力のある者がコンディションの良いクルマに乗るのは当たり前のことだ」

「だれもがおまえと同じ価値観でものを考えていると思うなよ。強豪チームのぬるま湯に浸つかりきっているようだけどな」

　洲世ははっきりとそう言う。その言葉で思い出したことがあった。

「もしかして、前に洲世の言ってた、やる気がないＦ１レーサーってリカルドのこと……？」

　なんとなく英語で言うのは憚はばかられる気がして、日本語で聞いた。

「ああ、そうだ。これでもＦ３にいた頃までは真ま面じ目めにレースをしていたらしいけどな。Ｆ１に行った途と端たんにサボり癖ぐせがついたらしい。上位チームにいるくせに、昨シーズンのドライバーランキングは、下から数えたほうが早い」

「なんでまた？」

「さあ、おれが知るかよ。本人に聞いてみろ」

　知っている英語を駆く使ししてリカルドに質問すると、「Ｆ１に面おも白しろみを感じなかったから」という、人を喰くったような答えが返ってくる。

「幼い頃から憧あこがれていた世界ではあったけれど、実際Ｆ１の世界に入ってみると、優等生が多くて面白みのないレースをするやつらばかりなのが性に合わなくてな」

　特に今のＦ１の場合、Ｆ１を統とう括かつするＦＩＡやスポンサーへの体面を気にして、小さくまとまってしまうドライバーが多いのだという。上手うまく組織にコントロールされていくドライバーを見るたびに、熱が冷めていったのだとリカルドは説明してくれた。

「あのさ、そういうの日本にもあるよね。熾し烈れつな受験戦争を勝ち抜ぬいてきた人が、せっかく憧れた大学に入ったにもかかわらず希望をなくして遊び呆ほうけちゃうっていうの。大学デビュー？　それに似てないか？」

　そう洲世に告げたら、「その雑感は、リカルドのために通訳しないでおくよ」と言われた。





　この日サーキットにいただけで、Ｆ１はヨーロッパの上級スポーツなんだということを、その場の空気によって知らされた気がする。

　ホスピタリティで洲世がジリに差別を受けていたことはなにも特別なことではなく、注意して周囲を見ていると、色々なところで大なり小なり摩ま擦さつが生じているようだった。

　洲世自体に問題があるわけではなく、欧おう米べい人でもステップアップするのが難しいＦ１という世界に、日本人が踏ふみ込むことが好ましくないようだ。

　海外生活の経験がある洲世は、そういった差別は仕方のないことと受け流しているようだけれど、この摩擦のせいで自分の意見がスムーズに通らないことには憤いきどおりを感じているらしい。

　ものすごく仕事がやりにくそうで、一つのことをやるにしても、日本にいるときの三倍以上は労力を使っているように思える。

　これではストレスが溜たまってタバコが増えるのも仕方ないだろうと思った。

　日本での華はな々ばなしい立場を知っているおれたちには、こんな洲世の姿は見せたくないだろう。サーキットに連れてくるのをためらった気持ちが、同じ男としてよく分かった。

　洲世がスペインにやってきてもうすぐ四ヶ月が経たつけれど、こういう大変な生活を送っていたら精神的によくないのではないかと心配にもなった。

「──こら、なに考えごとしてるんだよ」

　他に意識を逸そらせていたおれを責めるように、カリッと乳ち首くびを前歯で噛かまれる。

「痛っ」

　非難めいた視線を洲世に向けると、強い眼まな差ざしで見つめ返された。

　まるでそれをおれに見せ付けるかのようにして、舌先で突とつ起きを転がすよう舐なめる。その執しつ拗ような行為に、じんと体の奥が痺しびれる。

「あいつのことでも考えていたのか？」

「あいつ……？」

　鈍にぶくなった意識の中で、いったい誰のことを言っているのか考える。思い当たる人物がいなくて縋すがるような視線を向けると、「リカルドにはそんな顔見せるなよ」と、言われた。

　なにを言っているんだと思ったけれど、洲世の中に揺ゆれるものを感じ取って、口には出さないでおいた。

「そんなの……洲世しか知らないよ」

「それならいいけどな」

　ペロリと舌が乳頭を舐める。

「んん……」

　息を詰つめて快楽を堪こらえると、その反応をさらに引き出そうというように舌の動きは続く。尖とがった部分が膨ふくれ上がると、ふうっと息を吹ふきかけられる。

「んっ」

　唾だ液えきで濡ぬれた場所に冷たい風を送られて、鳥とり肌はだがざわざわと立つ。ひりつくような刺し激げきを受けて、ピクッと性器が勃たったのが分かった。

　洲世の腹に擦こすりつけてしまったペニスの存在を、洲世が感じないわけがない。けれどもそこに触ふれることなく、指はもう片方の乳首を撫で回す。

「それ、やだっ」

　快楽のみを送り込む愛あい撫ぶをもどかしく感じて首を振ふる。

　緩ゆるやかに高められて、けれどもそれでは足りずに、勝手に腰こしが突つき出てしまう。乳首ではなく別の場所への刺激が欲しかった。

「嫌いやだという割には気持ちよさそうだな。ここの刺激だけでイけるんじゃないか」

　尖りきった乳首を痛いほどつままれる。待ち望んでいた刺激を受けて、とろとろと下か肢しが体液で濡れるのを感じる。

「そんな……」

　嫌だとは思いながらも、敏びん感かんになった乳首を強く吸われて口こう腔こうで転がされると、なにがなんだか分からなくなってくる。こんな風に一方的に追い上げてくる洲世は初めてで、戸と惑まどいながらも反応は著いちじるしかった。

　ぎゅっと閉じていた目を開くと、自分の胸に吸い付く男の顔が見える。その姿が妙みように艶なまめかしくて、腰が跳はねた。その拍ひよう子しに、勃ち上がった先せん端たんが洲世の腹筋をぬるりと滑すべる。

「っ……ん」

　音が立つほど強く吸われて、胸への愛撫だけで射精してしまっていた。

「だから、やだって……」

　あまりの恥はずかしさに、両りよう腕うでで目元を覆おおう。すると洲世は、隠かくすなというようにおれの両腕を片手で頭上にまとめ上げた。

「洲……世？」

　いつもと違ちがうぬらりとした空気を纏まとった洲世を見上げる。おれが拗すねた様子を見せれば必ずフォローをいれてくれた人なのに、今夜はそれがないようだった。

「舐めろよ」

　口の前に指をかざされて、命令に従うようおずおずと舌を伸のばした。

　すらりとした長い指に、舌が絡からまる。それを唾液で湿しめらせると、「十分だ」と言った洲世は、その指を後こう孔こうへ沈しずめてきた。

「う……ん、んん……！」

　まるで道筋を作るように指が入ってくる。中の様子を確かめるように、肉壁を分けて侵しん入にゆうする。

「ちょっと、待って……」

　引き攣つれるような抵てい抗こう感を感じて、動きを止めるよう請こう。それでも強ごう引いんに進んでくるかと思われた指は、あっさり外へ出て行った。

　ほっと息をついたのもつかの間、妙な気配を感じ取って、そちらに目をやる。

「なっ、なに？」

　おれの肌はだに散った精液を指で掬すくうと、洲世はそれを奥に塗ぬりこめる。滑すべりをよくするためだということは分かったけれど、こんなのは恥ずかしすぎる。

　顔を覆いたくても、両手は洲世に拘こう束そくされてしまっていて、背そむけることしかできなかった。

「そんなんじゃなくて、いつもの……ローションとか、は？」

「この間使い切った」

　にべもなく言い切ると、洲世はさらに奥へ指を進める。湿りを得たその場所は、スムーズに指を迎むかえ入れる。

「だからって、それは……やっ、んっ」

　奥の熱い部分を指が捏こねまわすと、きゅっと体が縮こまるように収縮する。

「身体からだは嫌だとは言ってないようだが」

「ちが……」

　必死で首を振るけれど、洲世の言うように全身が敏感になってしまっている。恥ずかしくて嫌なのは本当なのに、いつも以上に感じてしまっているようだった。

「あ……、んっ」

　吐と息いきが次々に唇くちびるから零こぼれ落ちる。堪えようと思っても指の抽ちゆう挿そうは強きよう烈れつな快感を生み、目じりにじんわり涙なみだが溜まってくる。

　片かた膝ひざを胸につくほど折られて、秘所を洲世の目の前に晒さらすことになる。いくら恋こい人びととはいえ、蕩とろけたそこを見られて平然としていられない。

「だ、だめ」

　言った瞬しゆん間かん、まだ体内で蠢うごめく指を締しめ付けてしまって、嬌きよう声せいが漏もれた。

「今いま更さらだ。おまえはおれのものだろう」

　その台詞せりふにふと思うものがあって、そろそろと洲世に視線を移す。

　間接照明のせいではっきりした表情は読み取れなかったけれど、虫の居所が悪いことだけはよく分かった。

　おれの嫌がることを執拗にするのもそのせいで、わざとそうすることで所有権を誇こ示じしているようにも思えた。

　そんなことしなくても、おれはちゃんとここにいるというのに……。

「洲世、き、きて……」

　求める言葉を口にすると、洲世は指の代わりに自身の硬かたい先端をあてがった。

「あぁ……っ」

　ずるっと太い部分を飲み込むと、悲鳴にも似た声がこぼれる。

「ううっ」

　いつもならこちらの様子を見ながらゆっくりしてくれる洲世も、今日は一気に奥まで進んでくる。息を整える間もなく揺すられた。

「あっ、やっ……。手……」

　両手の縛いましめが解けないまま突き上げられて、まるで犯おかされているようだった。

「お願……い」

　言葉と共に、目じりに溜まった涙がぽろっと流れる。それを目にした洲世ははっとしたような表情になって動きを止めた。手の拘束が解かれる。

「痛いか？」

「ん、平気。それより、こうしたかった……」

　広い背中に手を回して縋ると、続きを促うながすようキスをする。

「んっ」

　急に激しく動かれて、固く目を閉じた。脳までじんと痺れた感覚に支配される。あえぐように息をつくと、優やさしく頬ほおを撫なでられて、目を開くよう促される。

「おまえを抱だいてるのは、誰だ」

「誰って……」

　薄うすく目を開いた視界には、探さぐるような目をした洲世がいた。

「分かってるくせに……」

「言え」

　強い口調で強要してくる。口調は命令だったけど、どこか請うようにも感じられた。

「洲世……」

「もう一度」

「しゅう、せい……」

　安心したように注がれる視線を絡ませて唇を合わせる。

　零れ落ちる声を拾うように、洲世の舌が伸びてくる。酸素が薄くなる感覚に朦もう朧ろうとしながら、懸けん命めいにその動きに応こたえた。

「ふっ、ん……っ」

　やがて洲世は、再び腰を動かした。

　道筋をつけるよう緩く動いたかと思えば、粘ねん膜まくを擦るように強く突き上げる。自分の中でその存在が大きく脈を打つのを感じる。

「あ、しゅ……せい」

　もつれる舌で何度も繰くり返し名前を告げた。

　名前を口にするたびに、それに応えるよう洲世は交わりを深くする。

　洲世は何度も名前を呼ぶよう、おれに求めた。

　まるで、名前を呼ばれることで自分の存在を確かめるように。おれが誰に抱かれているのか刷り込ませるように……。

　硬こう度どを増した洲世は、少しずつ角度を変えながら、何度も強い突つき上げを繰り返した。深く穿うがつたびに、洲世の口からも呼吸がこぼれる。

　繋つながった場所からは、湿った音が官能のリズムを持って耳に届いた。

「あ、あっ」

　深いところを抉えぐるように突かれて、自然と腰こしが揺ゆれてしまう。

「や、止まんな……」

　自分の意思とは関係なく動いてしまう身体を恥ずかしがって唇を噛かんだ。

「こら、噛みしめるなよ」

　歯列を強引に割って、洲世の指が口腔に入り込んだ。その行こう為いが淫いん靡びで、なおさら快楽を求めるよう腰が動く。

　気づけば洲世の指を食はんだまま、上りつめた身体を解放していた。

　引き攣つれるように下肢がわななき、その刺し激げきに洲世が息を詰つめるのを感じる。

　その夜の洲世は、いつもとどこか違ちがって見えた。
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　リカルド・ミランがとうとう本気になったらしい──。

　そんなうわさは、翌日にはもうサーキットに知れ渡わたっていた。

　音速とまではいかないけれど、やはりうわさというものは早いもので、サーキットに詰めていたジャーナリストたちは、急にやる気を起こしたリカルドの身の上に何があったのか探ろうと、彼の周りにべったり張り付いていた。

　そして、リカルドがその理由を「アキツと勝負するためだ」と答えたことで、アキツとはどういう人物だと、今度は洲世が取り囲まれてしまっている。

　最果ての日本からやって来た洲世について、詳くわしく知っている者はいなかった。

「どうすんだよ。こんなに有名になっちまって」

　一晩が明けて、昨日とは打って変わった洲世の注目度に高嶋さんは面めん食くらっていた。

　それもそのはずで、洲世がモーターホームの外に出ようものならすぐに人だかりができてしまう。

　それまで洲世に関する情報がなかった分、なんでもいいから情報が知りたいのだろう。もしかするとリカルドよりも洲世の周囲のほうが騒さわがしいかもしれない。

　洲世はまるでうるさいハエから逃のがれるようにして、マシンを駆かってコースに出て行った。

　チームのパドック周辺は記者たちに取り囲まれていて落ち着かないので、洲世が走行に出るとおれたちはホスピタリティに避難してきたのである。

　そうでもしなければ、ひと目で東洋人と分かるおれたちは、洲世の関係者だと思われて質しつ問もん攻ぜめに遭あってしまうのだった。

「そもそも、リカルドってそんなに話題になるような人物なわけ？」

　葦原は、分からないというように首を捻ひねった。

「たしかに、ギブソン・コスワースっていうのは名門だけど、去年のリカルドのランキングは十九位なんだろう？」

　ちなみに二十二人中の成績なので、最下位から数えて四番目という不ふ名めい誉よなものだった。

「まあそうだが、イギリスのＦ３では二年連続で年間王者に輝かがやいてるぞ」

「Ｆ３からＦ１へレベルアップして、技術が伴ともなわなかったんじゃないの？　そういうドライバーなんていっぱいいるだろう」

「そうだとしたら二年目の契けい約やくが結べると思うか。その名門のギブソン・コスワースで」

　高嶋さんの言葉があまりにも的確だったので、葦原は言葉を失なくして首を傾かしげる。

「つまり、チームはリカルドの才能を認めて遊ばせているということ？」

「ああ。リカルドもそれが分かっているから、適当なレースばかりしていたんだろう。聞くところによると、グランプリレースが開かい催さいされる国ごとに恋こい人びとを作ることが趣しゆ味みらしい」

「呆あきれた。何が目的で世界を旅してるんだか」

「国こく籍せきが変わっても、ドライバーってやつは精力溢あふれているわけだ」

　なんだかしみじみと高嶋さんは言う。あまりに実感がこもっていて、なんだかおれまで身の置き所がないような気持ちにさせられた。

「それを洲が目覚めさせた──と。ふうん、いい話じゃない」

「いい話になるかどうかは、エストレーリャの……」

　高嶋さんの言葉を遮さえぎるように、妙みようなイントネーションで「チトセ」と呼ぶ声が聞こえる。

　明らかに外国人が呼ぶその発音に、三人で顔を見合わせた。

「チトセ」

　やはりおかしなイントネーションで、もう一度はっきり名前を呼ばれる。

「え？」

　ぐるっと周囲を見回すと、一人の男が近寄ってきた。レーシングスーツを着ているところを見ると、やはりレーサーなんだろう。欧おう米べい系けいの男だった。

「……ニック」

　よほど驚おどろいたのか、高嶋さんは瞬まばたきすることも忘れたように、相手の顔をぽかんと見ている。

「やっぱりチトセか」

　彼の話す言葉は英語だった。

　高嶋さんの驚きに気づかず「Oh!」と仰ぎよう々ぎようしく両手を開いて笑え顔がおを見せている。

「元気だったか？　知っている顔の中国人がいると思ったら、チトセだったか」

「……中国じゃねえ、日本だ」

　苦々しく高嶋さんは訂てい正せいするけど、相手はそんなのどちらでも構わないといった感じでうんと頷うなずく。もしかしたら日本は中国の都市の一つと思われているのかもしれない。

「まさかＦ１のテストで再会するとはな。チトセはどこのチームと契約したんだ」

　高嶋さんがＦ１にステップアップしてきたと信じて疑わない彼は、イギリスの国旗が入ったレーシングスーツを着ていた。

「いや、おれは……」

「テストドライバーか？」

　言いよどんだ高嶋さんを見て、畳たたみ掛かけるように質問を浴びせる。

「そうじゃない。日本だ。──日本でレースをしてる」

　そう言い切って、高嶋さんはニックという名の男を見た。その仕草が、堂々としていて男らしかった。

「日本？」

　問う口調に蔑さげすみの感情が入っていたように思える。

　自分の知っているドライバーが自分より下のクラスにいることを知って、それを笑うことで自らの立場が上であるとアピールしているようだった。

「そうか、自費で来たのなら大変だったろう。食事がしたくなったらいつでもうちのチームに来てくれて構わない。いいシェフがいるんだ」

　親切なようでいて意地の悪い誘さそいだった。けれどもそれに高嶋さんは「サンキュー」と言って、力強く笑いかける。

「だが、イギリス料理で満足するほど貧しい食生活はしていない。それに、人の食事の心配をしている場合じゃないんじゃないか？」

　言われた意味が分かったのだろう。彼はカアッと顔を赤らめると、「そうか」と取り繕つくろうように引き攣つった笑いを作って去って行った。その行動が逃にげ出したように感じる。

「……なんだよ、あれは？」

　男が去って行った方向を見て、呆れたように葦原は言う。

「あれか？　スポンサー持ち込みドライバーだ。おれも見下されたもんだな」

「スポンサー持ち込みって？」

「分かりやすく言えば、持参金払はらうからＦ１に乗せろっていう行動だな」

「実力がなくても、お金があればＦ１レーサーになれるってこと？」

　それなら極きよく端たんな話、おれでもなれるってことだろうか……？

「いや、さすがにそれなりの実力がなきゃ無理な話だけどな。スポンサー持ち込みからトップへのし上がったドライバーがいったい何人いるのかって話だな」

「金で買った関係は長く続かないってことだろう？　なーんか、ただれた愛人関係みたい」

　葦原が茶化すように言った。

「そう、そんな相手にメシの心配されたわけだ、おれは」

「千歳にはこんな凄すご腕うでシェフがいるっていうのに、失礼な話だな」

　凄腕シェフとは葦原自身のことなんだろう。自分をそう称しようすることで、高嶋さんのモチベーションを上げようとしているに違いなかった。

「──麻貴」

　ほんのわずかの間に視線を地に落としていた高嶋さんは、ふと顔を上げて葦原の名前を呼ぶ。きりっと締しまった声だった。

「なに？」

　答える葦原も、いつになく優やさしい声のトーンをしているような気がした。

「日本に帰ろうぜ。おれもこんなところにいる場合じゃねぇよな」

「言うと思った」

　高嶋さんの気持ちを見み透すかしていたのだろう。葦原は肩かたをすくめて「やれやれ」と言いながらも、どこかうきうきしているように見える。

　きっと、今の刺し激げきで高嶋さんのスイッチが戦せん闘とうモードに切り替かわったことが嬉うれしかったのだろう。

　やっぱり、危険を知りながらも限界速度で突つっ込んでいく姿が好きなんだろうと思う。おれも命すれすれで戦う洲世は心配だけれど、一番好きな姿だった。

　帰国することを決めると、二人は時間を惜おしむようにしてホテルへ帰っていった。

　洲世が今日のスケジュールを終えて帰る頃ころには、きっともう空の上だろう。二人で同じものを目指している姿が、なんだかいいなぁと思ってしまう。

「ほんと、急なんだから」

　今日が晴天でよかったと、ピットの上から青空を眺ながめて思った。

　葦原はおれを一人で残していくことを心配していたようだけれど、たぶん平気だ。

　もう数日バルセロナにいて慣れたし、これから留学したいと考えている身では、一人でなにもできないなんてことは許されなかった。

「……リュウ！」

　まっすぐに上を見て、青空に吸い込まれそうになっていると、もう聞き馴な染じんだ声に名前を呼ばれる。

「リカルド」

　声のするほうに振ふり向くと、そこにはレーシングスーツを着たリカルドがいた。

　初めて見るレーシングスーツ姿だったけれど、こうしているとやはりレーサーなんだと実感する。

「記者たちは？」

「撒まいてきた。あれだけ多くの人数がいる割にあっさり撒けるなんて、ボンクラな連中たちだな。コースの様子を見ようと思ってやってきたのに、リュウがいるとはラッキーだ」

　ピットの上は人がまばらで、干かん渉しようしてくるような人間もいなそうだった。

　まだ寒いこの時期に吹ふきっさらしの場所に好んで来る物好きもあまりいないのかもしれない。

　けれどもおれはピット作業が真上から見下ろせるこの場所が好きだった。

「ああ、ほら。アキツだ」

　言われて、リカルドの示した方向を見た。

　黒いカーボン製のマシンに洲世を表すナンバーが振ってあるだけの、未完成なクルマである。

「まだ苦戦してるのか。おれは勝負をつけようと言ったけれど、あのマシンの状態では、おれとサシで勝負するなんて、いつになるか分からないな」

「そうなんだ……」

　おれには他ほかのクルマとの差が分からないけれど、プロにはその差は歴然としているのだろう。

　リカルドはチーム力の差を悔くやむように、半ばばかにするように淡たん々たんと告げた。

「けれども、走りの正確さは他のＦ１レーサーに比べても抜ばつ群ぐんにいいな。あれならデータがフィードバックしやすいから、近いうちにベストなバランスを見つけられるだろう。そうなればトップグループに食い込むのもあっという間だ」

　言っている意味がよく分からずリカルドを見返すと、彼はホームストレートにやってきた洲世のクルマを指差した。

「ほら、アキツのライン取りをよく見てみろ」

　洲世がコース上に描えがく軌き跡せきを目に焼き付ける。

　それは流れるように綺き麗れいなラインを描いていた。猛もうスピードを出しているに違ちがいないけれど、とても優ゆう雅がで華か麗れいに見える。まるで洲世自身を表しているような走りだった。

　一周してまたホームストレートに戻もどってきた洲世のクルマを見て、リカルドは満足そうに頷く。

「やっぱりな。さっきとまったく同じライン上を走っている。スキール音も聞こえない。分かるか？」

「うん」

　まるでトレースしたような正確さで、洲世はコース上にさっきと同じ軌跡を描いていた。

　それは次の周も、その次の周もまったくぶれることがなかった。

「データ収集のためのテストだからな。同じラインを同じスピードで周回しなければ、開発に有利なデータが得られるわけはない。だが、Ｆ１レーサーであっても、だれもがそれをできるわけではないんだ。──アキツは理論派だからな」

　指でコツンと頭を指して、リカルドはウインクした。

「頭も腕うでもいいなんて、厄やつ介かいなドライバーだよ」

　レースを勝つ上で大切な要素に順位をつけるとすると、タイヤ・エンジン・シャシーの順に並ぶらしい。けれども、そのどれもがベストのものでも、釣つり合いが悪ければ勝てるクルマにはならないのだという。

　そして、それぞれのチームがこのテスト中にそのバランスが釣り合う部分を見つけようと躍やつ起きになっているのだ。

「『プラチナ・ライン』か。健在だな」

　しばらく洲世の走りを見ていたリカルドは、感心したような声を上げた。

「え？」

「カート時代、アキツの描くラインが正確無比なためにそう呼ばれたことがあったと思って。まるでアイスダンスのコンパルソリーのように芸術的だと言う者もいたな」

「納なつ得とく……」

　レーシングドライバーとしての洲世は、まるでしなやかな獣けもののようなのに、マシンを駆かって走る姿には気品のようなものが感じられる。決して余よ裕ゆうぶって走っているわけではないのに、不思議な感覚だった。

「おそらく、シフトチェンジが人一倍滑なめらかなんだろう。センスの問題だな。アキツはマシンの軽量化を図はかるためにギアボックスまでカーボン製にしたらしいが、他のドライバーでは真似まねできないことだ。耐たい性せいのないカーボン製ではすぐに壊こわしてしまうのがオチだ」

「そうなんだ……」

「子供心に、あのクレバーな走りが鼻について仕方なかったな」

　洲世の乗ったクルマを視線で追いながら、リカルドは目を眇すがめた。

「闘とう志しをむき出しにすれば、コントロールなんて利かなくなる。子供ならなおさらだ。あいつのテクニックを盗ぬすもうにも、自制心だけは盗みようがなかった。そんな相手に自分のガールフレンドはクールだと言って夢中になるし、みんなアキツのことが煩わずらわしかっただろう」

「あはははっ。リカルドもそうなの？」

　洲世が当時から一いつ匹ぴき狼おおかみタイプなことは想像できたので、同じ年とし頃ごろの子供たちの中にいても馴なれ合うようなことはしないだろう姿を思おもい浮うかべては笑いがこみ上げる。

「肯こう定ていしたくないが、今思えばはじめてアキツを意識したのはそれがきっかけだったな」

「十歳とかの話じゃなかった？」

「そのくらいの年頃にはガールフレンドの一人くらいいるものだ」

　その言葉に、やはり欧おう米べい人は早熟なんだと思う。自分が十歳の頃にガールフレンドのいた同級生は何人いただろう。

「決着のついていない勝負って、それのこと？」

「まさか。それは純じゆん粋すいにカートクラブのトップ争いのことだ」

「トップ争いって、同じカートクラブだったの!?」

「ああ、イギリス一サポートや設備の充じゆう実じつしたクラブだったから、上を目指すやつは自然と集まってきていたな。そんな選手層の厚い中でトップの座を争っていたのに、アキツはその真っ只ただ中なかであっさり帰国していったよ。あいつは昔から人にも物にもあまり執しゆう着ちやくすることがなかったからな。そのクラブでのトップはそれ以来ずっとおれだったが、勝負がついたわけではないとおれは思っている」

「あ、それで」

「なんだ？」

　そうか、と思いついてリカルドを見上げたら、おれの発言に見当もつかない様子で片かた眉まゆを引き上げた。

　その動作が、ほんの少し洲世に似ていると感じる。

　どこがどう似ているとか、言葉にして比ひ較かくできるほどのものではない。けれども、おそらく環かん境きようのせいで自然と身についた、人を従えるオーラのようなものに既き視し感かんを抱いだくことが時折あった。

「リカルドがおれに構うのって、おれが洲世の恋こい人びとだからだろう？　そんなに洲世のことが気になる？」

　今まで割り切った関係ばかりを築いていた洲世は、一から向かい合って付き合うのはこれが初めてだと言っていた。

　そう考えると納得がいく。

　ガールフレンドすら煩わしがって作らなかったという洲世が、恋人として側に置いている人がいる。それも遥はるかスペインまで呼び寄せるような相手なんて、物もの珍めずらしいだろう。

　そのことを知って、おれのことに興味を持ったのだろう。

「初対面の時にリュウを気に入ったって言っただろう。忘れたなら、もう一度言おうか」

「それは、スペイン人の挨あい拶さつ……」

「まさか。いちいち誰にでもそんな挨拶していたら、こっちの身が持たない。そんなことを言うのは、モノにしたい相手だけだ」

　ふふんと人の悪そうな笑えみを作ってリカルドが言う。その笑いの中に艶えん然ぜんとしたものを読み取って、ついと視線を外した。

「で、リカルドは？」

　あからさまな態度だろうと思うけれど、藪やぶ蛇へびにはなりたくなくて強ごう引いんに話題を変える。

「なに？」

　リカルドもそんなおれの内心に気づいているだろうけれど、ちゃんと会話に乗ってくれる。やはりその辺りの余よ裕ゆうはおれと大おお違ちがいだった。

「走行しなくていいのか？」

「ああ、今は息いき抜ぬきタイムだ。スペイン人にはシエスタという、大事な休息時間があってね。なんならこのままサーキットを抜け出して、リュウとデートするのもいいな」

　どうやらリカルドの中では、やる気を出したことと、まじめにやるということは、同じライン上に乗らないらしい。

「おれには手出ししないって洲世と約束してなかった？」

「約束した覚えはないな」

「あれっ？」

　そういえば、リカルドは善処すると答えただけで、「イエス」とは言っていないんだっけ。

「それでも、おれは無理。日本では恋人のいる人は、他の相手とはデートしないものなの」

「偏へん屈くつだな、日本人は」

　スペイン人は厳格なカトリックだと聞いたのに、国民性を疑うような発言だった。

　普ふ段だんは奔ほん放ぽうなのに、妙みようなところで貞てい淑しゆくだったりするということだろうか。そのあたりの感覚は、やはり日本しか知らないおれには分かりようもない。

「そうだ、リカルドはマドリードに詳くわしかったりするの？」

「ああ、もちろん。バルセロナほどではないけどな。なぜだ？」

「マドリードに住もうかなぁと思ってるんだ。留学できるなら」

　するとリカルドは、おれがわざわざマドリードにした理由に気づいたようだった。ふぅんと感心するような声を出して「それも一計だな」と告げる。

「だが、わざわざマドリードに移り住んだとしても、アキツは世界を転戦する日々だぞ」

「分かってるよ。単に一いつ緒しよにいたいだけなら、留学なんてしようとは思わないよ」

　習慣も風習も日本とは違ちがう国で生活しながら語学を学び、さらに大学の専門課程も修めなければいけないことを考えると、洲世と会っている時間なんて本当に少ないように思える。

　ずっと側にいたいだけなら、大学の履り修しゆう科目をやりくりして一緒に海外を旅しているほうが楽しいことは多いだろう。

　けれども、もっと先のことを考えると、そんな生活では得るものがないように思えた。

　洲世と同じ目線で世界を見るためには、今から学ばなければならないことが本当にたくさんある。

　おれは守られたり甘やかされたりするだけの存在にはなりたくなかった。

「そういうことを口説いている相手に言うのか」

「だって、本気じゃないだろう」

　念を押すように強く言うと、リカルドは肩かたをすくめた。

「単純かと思いきや、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないもんだな。まあ、それも口説きたくなる要素の一因ではある」

「えっ!?」

　まずいかも。逆に妙な刺し激げきを与あたえてしまった気がする。

「そこまで言うなら資料を集めてやろう。アキツのためというのがおもしろくないが、なんにしても、リュウがスペインに住むことは喜ばしいことだ。スペイン語は初心者だったな？　英訳でいいなら添てん付ぷしておいてやる」

「え、いいの、そんなこと？」

「遠えん慮りよはするな。旅行会社はうちの子会社のひとつだし、資料の英訳は、うちの優ゆう秀しゆうなコンシェルジュに任せればいいことだ」

　偉えらそうに言ったくせに、人に割わり振ふるところが放ほう蕩とう息子むすこらしい。洲世の言葉を思い出して、笑いがこみ上げてくる。

「そういうの、職権濫らん用ようっていうんだよ」

「本当に偏屈だな、日本人は」

　リカルドは難しい顔をして、眉を吊つり上げた。

　それからしばらくしてリカルドと別れると、記者たちに捕つかまらないようホスピタリティに戻もどる。そして、洲世の走りをモニター越ごしに見守った。

　何度かピットインを繰くり返した洲世は、そのたびにタイムを上げていた。

　その日にドライバーの出したベストタイムが速いほうから順にコントロールタワーに掲けい示じされるようになっている。その順位を洲世は少しずつ上げていた。

　けれども、ホッとしてはいられなかった。

　さっきピットを出て行ったばかりの洲世のクルマは、コース上で急に減速する。そして、後ろから追つい随ずいしてくるマシンの邪じや魔まにならないよう、さっと道を譲ゆずったように見えた。

　その行動が素人しろうと目にも不思議に思えて、思わず座っていた椅い子すから立ち上がってしまう。

　すると、傍ぼう受じゆした無線の会話だろう、モニターからは洲世とチームの人間の会話が英語で流れてくるのが聞こえた。

「Shit!!」

　めったに感情的にならない洲世が、早口でなにかを主張している。スラングなのか、何を言っているのかを正確には聞き取れなかったけれど、洲世の危険行こう為いを示す旗が振られたようだった。

　そんな危険に思われるドライビングをした覚えはないと、抗こう議ぎしている声が聞こえる。

　けれども、その洲世の主張を黙だまって聞いていた相手は、申し訳なさそうに話を遮さえぎった。

「──アキツ、ブラックフラッグだ」

　ブラックフラッグ……？

　黒旗──それは、失格を意味するものだった。





　クルマを降りた洲世は、額にびっしりと汗あせを浮うかべていた。

　せっかくタイムが出てきた時に黒旗を出されて退場を食くらってしまったのだ。オフィシャルが言うには洲世に危険行為があったということだけれど、いったい何が危険だったのか詰つめ寄っても納なつ得とくできる回答は得られなかったらしい。

　ほんの少し前に、リカルドは洲世の腕うでを誉ほめていた。それなのにこんなことになってしまっている。この理り不ふ尽じんな退場は、洲世につきまとう差別によるものだろう。

　ここまで痛つう烈れつな行為を目まの当たりにして、おれはおそらく本人以上にショックを受けている。

「あのっ、お疲つかれ……」

　こちらへやってきた洲世にタオルを差し出すと、チラッとおれを見ては無言でそれを受け取った。静かに怒いかりを堪こらえている様子なのが分かる。

　こんな時、おれには洲世へかける言葉が見つからない。

　これが葦原だったら、洲世に代わって爽そう快かいと思えるほどの文句を言うだろうし、高嶋さんだったら同じドライバーとしての立場から気持ちを汲くんであげられる。けれどもレースに知識も理解も薄うすいおれには、気の利きいたことは何一つできなかった。

　できることといったら、文字通り傍そばにいることだけだ。あまりにも情けなくなって、左手の指輪をぎゅっと握にぎりしめた。

　洲世は汗を拭ぬぐうと、モーターホームへ足を向ける。もしかしたら一人になりたいかなと思いながらも、その背中を追いかけた。

　入り口の自動ドアをくぐる際、洲世は一いつ瞬しゆん足を止める。

　ここで追い払はらわれるのかと思って、一瞬ビクッとする。けれども何も言われなかったので、そのまま後について部屋へ入った。特に不快な顔もされなかったから、傍にいてもいいんだと知って小さくため息をついた。

　ドアも自動開閉だし、あまりにも綺き麗れいなせいで忘れてしまいそうになるけど、ここはトラックの荷台にあたる場所なので、あまり広くはない。けれども、その辺のマンションより設備は完備された居住空間になっていた。

　入ってすぐの左手にはクローゼットがあり、その先にはゆったり座れるチェアと大画面の液えき晶しようテレビがある。そして奥には仮か眠みん用のベッドまで揃そろっていた。また、上へ伸のびた螺ら旋せん階段を上がると二階に出ることができて、サンルーフになったその場所では肌を日に焼くことを楽しむことができるそうだ。

　洲世は部屋に入るとエアコンを起動させた。

　ファスナーを下ろしてつなぎの上うわ衣ぎを脱ぬぐと、袖そでを腰こしの部分で縛しばった。汗に濡ぬれたＴシャツを剥はぎ取るようにして床ゆかに落とす。

「あ、替かえのＴシャツ……」

「まだいい」

　強い口調でそう言われて、ツキンと胸が痛む。拒きよ絶ぜつされたようにも感じて、洲世が床に落としたＴシャツを拾う振りをしてうつむいた。

　傍にいるというのに、なにもできない自分がすごくもどかしい。

　洲世はおれに突つっ込んだことを言っても無む駄だだと思ったのか、今のいきさつを話すそぶりは見せなかった。

「……そういえば、麻貴はどうした？」

　こんな時にも葦原のことが気にかかるのかと思うと、ますます落ち込んでしまう。

　十年以上もマネージャーをしている人間と、まだ出会って一年も経たたないおれとでは積み上げてきたものが違うことは分かっているのに、卑ひ屈くつになる気持ちを止めることはできなかった。

「タクシー呼んで帰ったよ。高嶋さんと一緒に」

　それでも、努めてなんでもない振りを装う。普ふ段だん自分がどんな風に話していたのかを思い出しながら。

「ホテルにか？」

「ううん、日本に」

「──日本？」

　疑問に思う洲世に、さっきのホスピタリティでのいきさつを話して聞かせた。うまく状じよう況きようを把は握あくしていなかったのと、苛いらついた洲世を前にして萎い縮しゆくしてしまい、的確に説明できている自信はなかった。けれども、だいたいのことは分かってもらえたようだ。

「そうか、千歳のやる気にも火がついたのか」

「やる気って、まるでリカルドのことを言ってるみた……」

　そういい終わらないうちに強い力で手首を掴つかまれた。そのまま部屋の奥へ連れていかれて、仮眠用のベッドの上に押し倒たおされる。

「しゅ、洲世……？」

　急なできごとに驚おどろきを隠かくせず洲世を見上げると、触ふれたら切れそうな視線に射い貫ぬかれる。いつも冷めたような瞳ひとみの奥が熱いように思えた。

　まだ引いていない洲世の汗が、髪かみを伝ってポタッと落ちた。

「おれの前で、その名前を出すな」

「洲……世？」

「いや、なんでもない。忘れてくれ」

　強い目力を緩ゆるめた洲世は、我に返ったように首を振ると、おれの上から退いて部屋を出て行った。

　その背中を、今度は追うことはできなかった。





　翌日リカルドは、うまく記者たちの目を盗ぬすんでエストレーリャのホスピタリティへやってきていた。

　その時、洲世はコースに出て行ってしまっていた。少なくともあと三十分は帰ってこないだろう。

「やあ」

「やあ、じゃなくて、人のチームへ来て平気なの？」

　ライバルだというのに、悪びれた顔もせずリカルドは敵地へやってきている。

　エストレーリャの人たちも元々が大らかな上に、リカルドが同じスペイン人だからか、彼を煙けむたがることはしなかった。

　もちろん洲世とリカルドが旧知の仲だということはチームの人間は知っているから、それがライバル同士であっても親しみを感じるのかもしれない。

「見ての通りだ。手厚く歓かん迎げいされている」

「本当だ」

　それが当たり前だというように、リカルドは椅子に座る。すると、間かん髪はつ入いれずにコーヒーがサービスされたので、笑ってしまった。

　ぎすぎすしたことを好まないのか、それとも陽気な国民性なのか、このチームの和なごやかな空気は心地ここちよかった。

　おれの片言のスペイン語を理解しようとしてくれていることもあって、ここのスタッフとは単語と身み振ぶりで会話ができるようになっていた。

「昨日はやけに早く帰ったな」

　黒旗を出されて退場になったことを言っているのだろう。ニヤニヤしながらコーヒーを飲むリカルドの姿を軽く睨にらむ。

「テストで黒旗を出されるなんて異例だな。よほどアキツは注目されていると見た」

「そういう問題？」

「ああ、そういう問題だ。ヨーロッパ国こく籍せき以外の者が頭角を現そうとすると上から叩たたかれる。アキツはおとなしく従うタイプじゃないから、余計だろうな」

「ひどい」

　それが本当なのだとしたら、こういう理不尽なことがこれから何度も起こるというのか。

「数年前にも決勝で見事なスタートを決めた日本人がいたが、フライングだと難なん癖くせつけられてペナルティを科せられた。彼はそれを覆くつがえすことはできなかった」

「その人は、今は……？」

「さあ。そんなことの繰くり返しでまともなレースはできなかったからな、一年でＦ１を去って行ったよ。いいドライバーだったのに、残念だ」

　そういえば、数年前にもかなり期待されてＦ１へ行った人がいたっけ。おれが覚えているくらいなんだから、レース界では評判の人物だったのだろう。

「そういうのって、なんとかならないの？」

「ならないだろうな。アキツが言うように、今はまだヨーロッパの伝統にしゃしゃり出てきている立場だからな。例えばアキツがその意識を覆さない限りは無理だ」

　つまりは嘗なめられているんだろうと思った。極東の島国に住む日本人が、世界のレベルで渡わたり合えるはずはないと。

「覆すって、どうやって？」

「そうだな。ＦＩＡも羨うらやむようなスポンサーを見つけることと……」

　もったいぶるように、リカルドはここで一呼吸置く。そして、おれに言った。

「ワールドチャンピオンになることだ」

「う、わ……っ」

　あまりの突とつ飛ぴな答えに、何度も瞬まばたきを繰り返す。

　表ひよう彰しよう台だいだってまだ遠い距きよ離りにあるというのに、ワールドチャンピオンだなんて。

　洲世が世界のトップに立つことを想像しては、肌はだを粟あわ立だてた。

「不可能だとは思わない。人生、何が起こるか分からないからな」

「う……ん」

　意外と真ま面じ目めな表情で言ったリカルドを見て、ゴクリと喉のどを鳴らす。

　そうだ、それが無理なことだなんて思っていたら、無理なままで終わってしまう。信じて一歩を踏ふみ出さなければ、何も生まれやしないんだ。

「昨日の不当な扱あつかいを、洲世はなんて？」

「……何も。会話にすら出さないよ。だから、おれもどうしていいか分からなかった。こういう時、なんて言ってあげたらよかったのかな。リカルドは同じドライバーとしてどう思う？」

　頼たよれるドライバーが帰国してしまった今、こんな悩なやみを打ち明けられる相手はリカルドしかいなかった。藁わらにも縋すがるような思いでリカルドを見る。

「どうって、ねぇ。そんなことを聞かれて、おれが律りち儀ぎに教えてやると思うか？」

「そうだけど……」

　一ひと癖くせある人だということは知っている。それに、洲世とはライバルだ。やっぱり素す直なおに教えてくれるわけがないと知って、がっくりと肩かたを落とした。

「そんな恨うらみがましい目で見てくれるな。きみに喜んでもらおうと、プレゼントまで用意して訪ねたんだから。それなのに、口を開けばアキツのことばかりで、おれのほうがため息つきたいところだ」

「プレゼント？」

「昨日言っていたパンフレットだ」

　そう言ってリカルドは、テーブルの上にいくつかのパンフレットを広げた。

「昨日の今日で？　早い！」

　欧おう米べい人には日本人のような機き敏びんさは望めないと思っていたのに、意外だった。驚いたようにリカルドを見ると、ウインクを投げてくる。

「当然だ。他ほかならぬリュウの頼たのみだしな」

「そうか、留学……」

　掴み損そこねた藁を手た繰ぐるように、リカルドからパンフレットの束を受け取った。

　おれにも唯ゆい一いつできることがあったんだ。スペインにいる間にやらなきゃいけないことが。

　専門的なスペイン語を身につければ、今よりははるかに洲世の役に立てるんじゃないかと思った。

　リカルドの言うことが本当ならば、有力企き業ぎようと謳うたわれるスポンサーを多く持っていたほうがドライバーとしての立場はよくなるということだ。今の洲世にもたくさんのスポンサーがついていると思うけれど、その半数は日本の企業だった。アジアでは有名であっても世界的に認にん識しきされるようなコマーシャル企業はそう多くはない。

　けれども、たとえば渉しよう外がいを担当できるほどの語学力を携たずさえられたら、スペインの財界とも積極的に接点を持てるし、磐ばん石じやくな後ろ盾だてができるかもしれない。

　それに、そういった実力がつけば、洲世もおれを頼りにして色んなことを相談してくれるようにならないかな。

　なればいいのに……。

　その時のおれは、必死だった。

　恋こい人びとという立場の他に、洲世の近くにいられる理由がほしかった。スペイン語に興味を持ったのは、洲世の住むスペインではどんな会話が交かわされているのだろうと思ったことがきっかけだったのに、その時の気持ちをすっかり忘れてしまっていた。

「日本の新学期は四月からだったな」

　リカルドはおれの握にぎり締しめていたパンフレットの束から、一冊を取り上げては開く。

「そうだけど。スペインは？」

「大学なら十月からか？　半年の空白ができるから、その間に語学学校へ短期留学するのがいいようだ。半年も勉強していれば、スペイン語の講義も聴ちよう講こうできる力は付くだろう。動詞の活用さえクリアできればそう難しい言語ではない」

　大学だけではなく、その語学学校についての資料も集めてくれたようで、パンフレットを広げながらざっくり説明をしてくれた。

「おれの知り合いで、この語学学校を経営している人物がいるんだが、リュウのことを話したら、ぜひ会いたいと言っている。パンフレットなんかでは分からないことも多いからな。留学生の国籍によって受け入れ条件や手続きも変わってくるから、その辺を教えておきたいらしい。よかったら会ってみないか？」

「え、おれに？」

「彼はバルセロナに住んでいるが、マドリードにも学校を持っている。会っていて損はないと思うが」

「そうだね」

　それは、おれにとってもありがたい申し出だった。気が急せいていることもあって、具体的なカリキュラムを早く聞きたかった。話を聞くだけでも、はやる気持ちが少しは落ち着くことを知っている。

　それに、留学の手続きもすべて代行者がやってくれる今、留学前に現地の人の話を直接聞けるチャンスなんてそうはないだろう。

　リカルドの知り合いだというのなら、詐さ欺ぎのようなものにひっかかることもない。

「すごく魅み力りよく的な提案なんだけど……」

「アキツか？」

　言葉を濁にごすおれに気づいて、リカルドは聞いてきた。

「……うん」

　ついリカルドに留学の相談をしてしまったけれど、それを洲世が知ったらいい気分ではないだろう。

　昨日だってリカルドの名前を口にしただけで、あの態度だ。洲世は忘れてくれといったけれど、そう簡単に忘れるはずはない。

　おれがリカルドと必要以上に親しくすることを、洲世が疎うとんでいるのはあきらかだった。

　それを知っているからこそ、いらぬ誤解を生むようなことは避さけて通りたい。

「だったら、こうしないか？」

　諦あきらめようとしていたおれに、リカルドは一つの提案をした。

「彼をレアル・バルセロナのラウンジに呼んで、そこで話をすればいい。どこに行くわけでもないし、一時間くらいならいいだろう？　週末はどうだ？」

　軽い感じでそう言われたので、おれも同じノリで深く考えず「そうだなぁ」と思う。

　宿しゆく泊はくしているホテルのラウンジなら洲世のテリトリー内だ。それならリカルドと会うことも構わないと思った。二人きりではないというのも、おれを頷うなずかせた理由だ。

「うん、それならいいかな。あさっての金曜なら洲世は夕方から出かけるし、おれも一人で暇ひましてるから、その日なら構わないよ」

　スポンサーの関係もあって、週末の夜に洲世がいないことは多い。

　特にＦ１のスポンサーには世界的な地位の相手が多く、洲世は日本にいたとき以上にパーティーに顔を出しているような気がする。これも仕事のひとつだった。

「留守か。それなら好都合だな。こちらからアキツに話をしなければあいつが気づくことはない。そうだろう？」

「う……ん、そうかな」

　リカルドに流されるように、洲世には内ない緒しよということにしてしまっていた。

「決まりだな。おれもデートをキャンセルされて、今週末は奇き跡せき的てきに暇だ。金曜の夜にしよう」

「こっちで決めちゃっていいのか。相手の人は……？」

「ああ、構わないよ。どうせ彼は暇を持て余している身だ」

　相手の都合は考えず、リカルドは手早く予定を決めてしまう。

「──だれが暇だって？」

　冷めた声が聞こえて背後を振ふり返ると、そこには洲世が佇たたずんでいた。音もなくホスピタリティに入ってきたようで、その姿を見て驚おどろく。

「うわ、洲世っ。……クルマの音が聞こえなかったけど？」

　コースを周回している洲世が戻もどってきた様子は、ふつうピットに入るエンジン音で知ることができる。気づかなかったと言えるような音量ではないというのに、その音を耳にすることはなかった。

　たとえ居い眠ねむりしていても、あれだけの爆ばく音おんを聞き逃のがすはずはない。

「ああ、コース上でエンジンストールしたからな」

　平然としているように見えても、その声に艶つやはない。もどかしさをごまかすように、洲世は前まえ髪がみをかき上げた。

　汗あせの浮ういていない洲世の額を見ると、少なくともクルマを降りて数分は経たっている様子だった。エンジンが止まった理由を探さぐっていたのだろうか、忌いま々いましそうに吐はき捨てる。

「うわさに違たがわぬじゃじゃ馬だな。アキツのマシンは」

　揶や揄ゆするように言ってきたリカルドに、洲世は訝いぶかしげな表情を見せる。

「招かざる客がいるせいで、機き嫌げんを損ねたんだろう。おまえがなぜうちのホスピタリティにいるんだ」

　尖とがった物の言い方をした洲世は、テーブルに置いてあったタバコに手を伸のばす。そして、その中身が空だったことに気づいて、手の中でグシャッと握りつぶした。

　自分でも処理しきれない感情を抱かかえているのだろう。ただでさえ思うようにいかないことばかりの毎日だというのに、それをおれがどうしてやることもできなくて、こっそりため息をついた。

　それに……。

　チラッとリカルドの姿を盗ぬすみ見る。

　どうしてやることもできないどころか、おれのせいで洲世をさらに苛いら立だたせてしまっている。おれがリカルドの名を口にしただけでも神経を尖とがらせていたというのに、こうしておれたちが話している姿はおもしろくないだろう。

「なぜって？　スペイン語が懐なつかしくてね。ここのホスピタリティはカタルーニャ語まで通じるからな」

「その割には、英語で話していたように思えるが」

　洲世の視線がおれに注がれる。言外にリカルドと親しく話していたことを責められているようで、つい言い訳の言葉を探してしまう。

「おれはこれをリュウに届けにきただけだ」

　リカルドはテーブルの上のパンフレットをまとめて洲世に押し付けた。その内容を確かく認にんするようにしばらく見ていた洲世は、「ああ」と一応は納なつ得とくしたように頷く。

「もちろんそんなの口実に過ぎないがな」

　余計な一言を言ったリカルドに、洲世は無言で強い眼光を飛ばす。

「アキツでもそんな顔するんだな」

　リカルドは珍めずらしいものを見るように、しげしげと洲世を眺ながめた。

「……なに？」

　面おも白しろくなさそうに見返す洲世に、リカルドは「セロソ」と一言、スペイン語のような言葉を告げた。

　おれにはピンとこない言葉だったけれど、洲世はその意味が分かったようで、不本意そうに一いつ瞬しゆん目を眇すがめた。けれども次の瞬間には、またいつもの洲世が顔を見せる。

「おまえもそろそろ落ち着いたらどうだ」

　洲世はおれを引き寄せると、見せつけるよう腕うでに閉じ込めた。

「あいにく、そういうのは性に合わないんでね」

　さすがに退散時と思ったのか、リカルドはそう言い残してホスピタリティを後にした。

「もうあいつを近づけるなよ」

「分かったよ」

　洲世はまるでそこにまだリカルドの姿があるように、目を眇めて出口を睨にらんでいた。





　話題のルーキーとして注目を集めはじめた洲世は、その時からスケジュールをさらにタイトにしていた。

　もともと余よ裕ゆうのないスケジュールだったというのに、それほど多くない睡すい眠みん時間を更さらなるトレーニングに充あてたりしている。先日は強ごう引いんに休みをもぎ取ってきたというのに、たった数日でこの変わりようだった。

　トレーニングを増やすことが、必ずしもいい結果を生み出すとは限らない。

　それがふつうのスポーツ選手と大きく違うことで、道具となるクルマがしっかりしていなければ、いくら本人が万ばん全ぜんであっても勝利は見込めないのだった。そして、拾い集めたおれの情報によると、洲世のＥＳ０５というマシンはそうとう扱あつかい難にくいとの評判で、実際のところもいいタイムを出すようになったかと思えば、急に動きを止めてしまったりと、その性能にムラがあるようだった。

　うまく手なずけることができれば恐おそろしいパワーを持つクルマになるともうわさされているが、そんな日がいつ訪おとずれるのか分からない。

　データを十分に取れない時もあるようで、マシンの開発もなかなか思うように進んでいないらしい。特に今日はコースに出ている時間より、ミーティングルームに詰つめている時間の方が長かった。

　けれども洲世は、勝利のためとかではなく、トレーニングに打ちこむことで雑念を払はらっているように思える。それは恐らく、予期せぬことで注目された自分について、第三者に付け入る隙すきを見せないようにするためだろう。

　今回のリカルドの副産物的な注目は、洲世には不本意だったはずだ。自分の足で立ちたい彼には、実力や戦績で名を知らしめなければ納得できないだろう。

　リカルドのほんの一言がこれほどＦ１界に波は紋もんを広げたという現状も、リカルドの動向がそれだけ注目されているということの裏づけになっているようにも取れる。

　かつてのライバルとこれだけ差を広げられて、負けず嫌ぎらいの洲世が焦あせりを覚えないはずはなかった。

「──なにしてるの？」

　シャワーを浴びて眠ねむりにつこうとベッドへ近寄ると、先にシャワーを済ませていた洲世はベッドの中にまでノートパソコンを持ち込んでいた。

　遠目に液えき晶しよう画面を覗のぞき込むと、さまざまに色分けされたグラフが見える。今日テストしたマシンのデータに違いなかった。

「ああ、ちょっと……」

　静かにしてくれと言うように、洲世は片手を上げた。そして、何事かをパソコンに打ち込む。こちらには視線すら向けてこなかった。

　洲世は頭脳派と評ひようされるように、データからマシンの状態を分ぶん析せきすることができる。今もこの数値を頭の中で計算しては最良のセットアップを考えているようだった。

「ごめん……」

　明日はなにをどうテストするのかとか、実際に今のマシンの調子はどうなのかとか、聞いてみたいことはたくさんある。けれどもそんなことを呑のん気きに言っていられない空気が漂ただよっていた。

　広い部屋の中に、キーボードを叩たたく音が冷たく響ひびく。

　どうもタイミングが合わないなぁ……。

　少し前から、こうしてボタンを掛かけ違ちがえたような居い心地ごこちの悪さを感じている。

　傍そばにいることしかできなかったというのに、今は隣となりにいくことに少しためらいを覚えてしまう。その冷えた横顔が、おれを拒きよ否ひしているようにも思えてならなかった。

　洲世の本心はどうなのか分からないけれど、この空気を破って話しかける勇気が今のおれには足りなかった。きっと、空回ってしまうだろうことが予想できたからだろう。

　こうなってしまったのも、リカルドが現れてからだ。

　悠ゆう々ゆうとエストレーリャのモーターホームに現れては、おれをからかうようにしていくリカルドのことを面白く感じているわけがない。

　そう考えて、昨日リカルドにもらったパンフレットの存在を思い出した。昨夜は洲世が神経を尖らせているようだったので、ほとぼりが冷めた頃ころにゆっくり読もうと思っていたのだ。

　仕事に集中しているようだし、もう平気だろうと、その冊子をベッドの中で広げる。

　リカルドが用意してくれた資料は、留学案内のほかにマドリードの大学案内、それからマドリード市内の観光マップのようなものまであった。

　留学案内は外国人用に英語表記だったけれど、大学案内や観光マップは現地の人用のものらしくスペイン語で書かれていて、リカルドの申し出通りにちゃんと英訳されていた。

　なんといっても、現地の人向けに書かれたパンフレットを選んでくれていることがありがたい。より詳しよう細さいにいろいろなことが書かれていて、街や大学のイメージがしやすかった。

　たとえば、スペイン人の間では和食が流行はやっていて、大学の食堂にはテイクアウトできる松花堂弁当や牛ぎゆう丼どんがあるなんていう小さな情報は、外国人向けの観光案内には載のらないだろう。留学には全然関係ない情報だけれど、そういうところに日本を見つけてなんだか安心できる。

　これらを選んだリカルドのセンスに感服していた。

　正直言って、もっとありふれたパンフレットを渡わたされるのだと思っていた。それでも満足しただろうけど、ここまでしてくれる相手なら、明日引き合わせてくれる語学学校の経営者との約束も期待していいかもしれない。

　でも、洲世に黙だまってコソコソ進めてしまっていることに、大きな罪悪感を覚えていた。

　なんであんな約束しちゃったんだろう。

　あの時は軽い気持ちで話に乗ってしまったけれど、隠かくしていることに押しつぶされそうになってしまうほど気が重い。やっぱり明日の約束はキャンセルしようと決めて、パンフレットを閉じた。

　はぁ、とため息をつくと、洲世が隣で顔を上げるのが分かった。

「物思いに耽ふけって、あいつのことでも考えてたのか？」

「え……」

　視線がおれの手元のパンフレットに注がれている。リカルドを想おもってため息をついたのだと思われたのだろうか。

「ちがうよ、おれは留学のことを考えてっ」

「そのことなら、こっちが落ち着き次し第だいおれがなんとかしてやる。だから勝手なことはするな」

　洲世は、まるで叱しかるようにそう言った。

　勝手って、そうじゃないのに……。

　洲世の手を借りないで、自分でなんとかしたいから行動しているのに、それが勝手だなんて。

　ただ洲世に甘やかされるんじゃなく、一人で立ちたいおれの気持ちを理解してくれていないみたいだ。

「なんでもできる洲世には、おれみたいな人間の気持ちは分かんないよ」

　洲世は、ほんの微かすかに瞠どう目もくしたようだった。おれの向けた言葉の刃やいばが心をえぐってしまったのを感じる。

　言ってはいけないことを言ってしまった。いくら卑ひ屈くつになっていたからといって、あんな言葉を口にするなんて……！

　洲世がここまで辿たどり着いたのは、なにより本人の努力が大きいことを、おれが一番よく知っているというのに。

　苛いら立だっている洲世を知っていて、こんなことを言ってしまう自分を嫌いやに思う。叶かなうなら時間を戻もどしてしまいたいくらいに後こう悔かいしていた。

「うそ。なんでもないっ。リカルドとはもう話をしないから、それでいいだろ。おやすみっ！」

　洲世にあんな表情をさせてしまったことを忘れたくて、おれはシーツの中に潜もぐり込んだ。





　そして、翌日の金曜日のこと。

　リカルドと約束していた日になっていた。

　昨夜のことは忘れた振ふりをして、どちらも話題に出すことはなかった。いつものように振ふる舞まってはいるけれど、お互たがいしっかり気にしていることも、どこか緊きん張ちよう感かんを孕はらんだ空気が物語っていた。

　今日サーキットへ行ったら、リカルドにちゃんと断ろうと思っていたのに、当のリカルドはまたサボったようでサーキットにはいなかった。連れん絡らく手段がなにもないので、今夜の約束はまだキャンセルできずにいる。

　仕方がないので、時間になったら待ち合わせ場所に出向いて、ここまで足を運んでくれた相手の人にちゃんと謝あやまろうと思っていた。

　サーキットからいつもより早めにホテルへ帰って、スポンサーのパーティーに出席する洲世の身み支じ度たくを、おれは手伝ってやっている。

　身支度といっても正式な席ではないというので、プレスの利いたドレスシャツに上品な光こう沢たく感かんのある黒のジャケットというくだけたスタイルだった。ノーネクタイで胸むな元もとのボタンも三つ外してある。

　フォーマルに則のつとって隙なく着こなすよりも、こうしてラフにしているほうが、持って生まれた品のようなものが際きわ立だつような気がしていた。洲世がいくら着き崩くずしていても、それは却かえって魅み力りよくに繋つながる一方だった。

「帰りはそう遅おそくならない」

「うん」

　会話を交かわさないわけではないけれど、必要最低限とも思える言葉だった。

　何か話さなきゃと思えば思うほど、言葉に詰つまって何を言っていいのか分からなくなる。

「あの、さ」

「ん？」

「あ、えーと。いつも思ってたんだけど、パーティーってどんな料理が出るのかなぁと思って」

　なんて、どうでもいいような質問を振るのがやっとだった。

「どうした。腹がへったか？」

「あ、うん。えーっと、そう……かな？」

　あいまいな返事をすると、洲世はフッと笑った。

　くだらない質問をしたというのに、久しぶりに洲世の笑った顔が見られて、今までの強こわ張ばりがうそのように、リラックスした気分になる。

「ルームサービスを頼たのむなら問題ないが、外へ出るならスリには気をつけろ」

「うん」

「いい子にしてろよ」

　そんな風に言い残して洲世は部屋を出て行った。

　よかった。

　ここのところギクシャクしていたせいで、ほんの少しだけど普ふ通つうの会話ができたことに安心する。洲世が帰ってきたらちゃんと話をしようと思う。

　昨日うやむやにしてしまったことに、ちゃんとケリをつけないといけない。気が重いけど、さっきの洲世の様子だったら、向き合って話せると思った。

　きっと、大だい丈じよう夫ぶだ──。

　それからリカルドが部屋にやってきたのは、一時間ほど経たってからのことだった。

　レトロなブザーの音がやかましく部屋に鳴り響ひびいた。

「リカルド？　少し時間より早くない？」

　約束の夜七時にはあと五分ある。悠長な国民性には珍めずらしいことだと首を傾かしげた。

「ああ、ホセから少し遅おくれるって連絡があったから、暇ひまつぶしにラウンジでコーヒーでもどうかと思って、リュウを誘さそいに来た」

　ホセとは、例の語学学校の経営者のことだ。彼にお詫わびしなきゃという気持ちでいっぱいだったので、なんだか気が抜ぬけてしまう。

「遅れるってどれくらい？」

「そう待ちはしないだろう。コーヒーを一いつ杯ぱい飲み終わるくらいの時間じゃないか」

「そっか、それならラウンジへ向かうよ」

　ここで立ち話もなんだと思って、連れ立ってグランドフロアにあるラウンジへ向かった。

　ロビーの隣となりに位置するラウンジに足を踏ふみ入れると、そこにいた従業員はみな入れ替かわるように挨あい拶さつをしてくる。それに笑いながらリカルドが応こたえているのを見ると、リカルドはここの人間に好かれているのがよく分かる。

　その証しよう拠こに、コーヒーを一いつ杯ぱい頼たのんだだけだというのに、フルーツやケーキやチョコレートがテーブルを埋うめ尽つくして、おれを驚おどろかせた。そういえば、エストレーリャのホスピタリティでもこんな感じだなと思って、少し可笑おかしくも感じる。

「実は、今夜の約束を断ろうと思ってたんだ」

　給きゆう仕じをするスタッフが引いた頃ころを見計らって、そう告げた。

「アキツか？」

　リカルドは、すかさずその理由を当ててくる。驚いて目を開いたおれを見て、少し嫌な笑い方をした。

「なるほどね。あいつも余よ裕ゆうがなくなったもんだな」

　アンティークのカップをソーサーの上に戻して、リカルドはソファに深く身を沈しずめた。

「そうじゃない。おれが悪いんだ。洲世の誤解を招くようなことをするから」

「誤解？」

「つまり、おれがリカルドと仲良くしているように見えるって……」

　こういうことを自分の口から言うのもなんだか妙みようだ。それ以上は察してくれというように、リカルドを上目で見る。

「なるほどね。そこで平静でいられなくなるあたりに余裕が見られないだろう。多少のことは顔にも態度にも出ないやつじゃなかったか」

「そうだけど」

「だいたい、ほかの男と少し話しただけで疑うなんて、それでステディと言えるのか？」

「それは……」

　痛いところを突つかれて、反論することができなかった。心の底で自分でもそう感じているから、違ちがうとは言い切れないんだろう。

　言葉に詰まって視線を下に落としたその時、頭の上から突然聞き慣れた声が降ってきた。

「……流か？」

　いきなり肩かたを掴つかまれて、声のする方を見上げた。

「え……っ」

　目の前には黒いジャケット姿の洲世がいた。

　おれが着せてやったやつだ。なぜ洲世がこんな場所にいるのかと思うけれど、これが幻まぼろしでないのなら、本人以外のなにものでもない。

　洲世はおれの背後にリカルドの姿を交こう互ごに見て、信じがたいような表情をしていた。

「リカルドも？　二人、一いつ緒しよか」

　まるで浮うわ気き現場を押さえられているような気分になって、そんな事実はないのに視線を泳がせてしまう。

　やましい関係ではないというのに、昨夜「もう話をしない」と洲世に言ったくせに、隠かくれるようにして会っていたことが後ろめたくて、サーッと顔から血の気が引いていくのが分かった。こういう時は平静にしていたほうがいいと頭では分かっているのに、ドギマギしてしまって、これではよけいに怪あやしまれるだろう。

「や、これは違くて……」

　咄とつ嗟さに言い訳しようにも、うまく言葉が出ない。

　なぜはじめから洲世に話しておかなかったのかと、一いつ瞬しゆんにして後こう悔かいの念に苛さいなまれた。

　黙だまっておこうとか誤ご魔ま化かそうなんて思った自分にバチが当たったのかもしれない。やはり、ずるい感情なんて持つもんじゃないと痛感した。こじれてしまいそうな予感に、胃をギュッと掴まれるような感覚がした。

　強く掴まれた二の腕うでが、じりじりと痛い。

「……なんで、ここに？」

　ロビーと同じ階にあるとはいえ、このラウンジはロビーを通り過ぎるだけでは中の様子は見えない造りになっている。わざわざラウンジに足を踏み入れないと無理なことだ。

「早めにパーティーを抜け出して、ホテルへ戻もどったところだ。フロントの人間が、おまえがラウンジにいると教えてくれたよ。目立つやつと一緒のようだしな。注目されないわけがない」

　そういうことか……。

　レアル・バルセロナの役員でもあるリカルドと、スイートにゲストとして連れん泊ぱくしているおれの二人組が注目されないわけはないんだ。

「アキツ。楽しみはこれからなんだが、それをぶち壊こわすつもりか？」

　おれたちの会話は日本語で、リカルドに話の内容は分かられていない。

　けれども場の空気から何を話しているのか悟さとったのだろう、リカルドは英語で言った。

「楽しみ、ね。たしかに楽しそうではあるな」

　まるで誕生日会のようにテーブルに並べられた色とりどりのスイーツを見て、洲世は言った。

　その口調がまた尖とがったものになっていて、ビクッと首をすくめる。

　さっきはやっといつもの洲世に出会えたかと思ったのに、今は冷ややかな洲世を目の前にして、心臓がトクトクと早はや鐘がねを打ちだした。口調が冷静な分、余計に怖こわい。

「それに、誘ったのはおれだが、リュウが誘いに乗ったのは自分の意思だ」

「本当か？」

　ひとつ視線が流れてきただけで、その場から逃にげられない空気が生じる。

「……うん」

　あのとき安易に誘いに乗ってしまったことを、激しく後悔した。留学の話が一歩でも前進するならと思って必死だったけど、そのことが洲世を怒おこらせるってことになんで気づかなかったんだろう。目が潤うるみそうになるのを必死で堪こらえた。

　その答えを聞いた洲世の瞳ひとみが、暗く翳かげった気がした。ぐっと喉のど元もとが引き攣つれたように動いたのを目にする。

　ああ、やっぱり……。

　洲世は、おれが喜んでリカルドに付いていったと思い込んでいるだろう。断ろうとしてここにきたことを知ってもらいたくて、日本語で呼びかける。

「あの……」

　けれども言葉をぶつけるようにして、洲世の声が重なってきた。

「おまえも、そうやって簡単にふらふら人についていく癖くせを直せよ」

　おれの考えなしの行動を非難するように、険しい目つきでジロリと睨にらんだ。

　まるで切り捨てるように言われて、息が詰つまる。きゅっと締しめ付けられるように、胸が痛かった。

「癖って……」

　そもそも洲世との関係だって、誘われるままそれにくっついていってしまったことが始まりだったわけだけれど、そんな言い方ってあんまりだ。

「リカルドはそんなんじゃあ……」

「もっと警けい戒かい心を持ったらどうだ」

　おれの言葉を聞く気はないのか、言こと葉ば尻じりを遮さえぎって洲世はたたみかけた。苛いら々いらした感情が空気を震ふるわせるように伝わってくる。

　こちらの言い分に興味はないようだった。叱しかるように言われて、心が急速に冷えていくのを感じる。

「まあ、いい。ここではなんだから部屋に戻るぞ」

　洲世はチラリとリカルドに視線をやる。そして、こんな人目のあるところではなく部屋に帰って話をしようというように、ぐいとおれの腕を引いた。

「──嫌いやだ」

「え？」

「リカルドはそんなんじゃないよ。おれがスペインに留学したがっているのを知ったら、色々と親身にしてくれて……。今夜だって語学学校の経営者の人に会わせてくれる段取りをしてくれたのに、その言い方はないだろう？」

　見上げると、強い瞳とぶつかった。

　深い漆しつ黒こくの眼めは、物言いたそうにこちらをじっと見つめている。その中に吸い込まれそうになってしまうのを堪えるのに必死で、ぐっと唇くちびるを咬かんだ。

「リカルドはおまえに下心があってやっているんだ。さすがにそれくらいは分かってるんだろうな」

「なっ、人の厚意をそんな風に──」

「それに、おれはリカルドを近づけるなと言ったはずだ。あのとき確かに『分かった』と返事をしたよな。おまえは約束も守れないのか」

「ちが……っ」

　ちがうのに、そうじゃないのに、どこからどう説明していいのか分からない。おれが洲世と同じ位置に並びたいんだってことは、どうしたら伝わるだろう。

「──もう、おまえ、日本へ帰れよ」

「……え？」

　言われた意味が一瞬分からず、ぽかんとして洲世を見返す。

　すると洲世は、リカルドにおれとの今後の予定をキャンセルさせ、この場を外すよう一方的に告げる。

　その光景を、観客になった気分で見ていた。

　まるで芝しば居いを見ているようだ。自分の身に降りかかっていることとして、まるっきりリアリティーを感じない。

　今、帰れって言った？

　あまりの衝しよう撃げき的な言葉に頭が混乱してしまって、じわじわと現実に引き戻される。

　帰れって、おれが邪じや魔まだってこと？　傍そばにいてはいけないってこと？

　ショックのあまり、思考が悪い方向にしか働かなかった。

「リュウ」

「えっ？」

　今の状じよう況きようが把は握あくしきれずにまだぼんやりしていると、リカルドに名を呼ばれた。

「日本に帰りたいか？」

「日本に──？」

　そうだ、あまりの急な展開にボーっとしてしまったけれど、帰れと言われたんだ。

『日本へ帰れ』……か。

　洲世からそんなことを言われるなんて、夢にも思っていなかった。洲世と少しでも一緒にいたくて、少しでも二人の距離を近づけたくてやってきたのだ。

　それなのに、帰れ、か。

　聞き逃のがしたかった一言がよみがえる。できれば聞き間ま違ちがいであってほしかった。

　けれども険しさを含ふくんだ声は、確かにおれにそう言った。

　やっぱりおれは足手まといで、それどころか、おれが洲世をイライラさせる原因を作ってばかりだから、いよいよ切り捨てたくなったんだろうか。洲世にとってはレースが一番で、おれとは離はなれていて、時たま会ったりするくらいのほうが、面めん倒どうじゃなくていいのかな。

　留学するなんて言い出して、本当は洲世は引いてしまっていたのかもしれない。厄介事がまた一つ増えるとか、実は心労をかけていたのかも。だから、留学の話をするといつも怒らせてしまうんだ。

　冷えたものが、つ……と背筋を伝った。

　こういう時、おればかりが洲世を好きなんじゃないかと思わずにはいられない。自分が洲世の一番じゃないことは承知しているのに、ふと虚むなしい気分に襲おそわれる。

　おれとレースとどちらが大切かなんて次元の違うことと分かっているのに、自分の存在の薄さを感じては、ズブズブと沼に足を踏み入れたように沈んでしまう。

　やっぱりおれも、洲世のセフレの一人に過ぎなかったのかも……。

　こっそり洲世の様子を盗ぬすみ見ると、その無表情な横顔がおれを拒きよ絶ぜつしているようにも見えた。

「帰り……たくない」

　身体からだから絞しぼりだすようにして、その一言を必死で伝える。

　今ここで帰ってしまったら、それこそなにをしに来たのか分からない。

　逃げてしまうのが一番楽だけれど、洲世の言葉に従って日本に帰ってしまっては、もうそれでおしまいになってしまうような気がした。

　洲世を好きな気持ちに変わりはない。対等でありたいという気持ちにも変わりはない。それならば、自分の意志でスペインに残らなければいけない。

　まだ何もしていないというのに、このまま洲世の元を離れるなんて、絶対にできなかった。

　急に絡からみ合ってしまった糸をきれいに解くまでは、洲世にしがみついてでも帰国してはいけないだろう。

「ＯＫ。それなら決まりだな。アキツ、リュウはおれが預かる」

「えっ!?」

　そのリカルドの申し出に、耳を……いや、自分のヒアリング力を疑った。

　けれども、洲世がリカルドに不審そうな視線を向けていたところを見ると、リカルドが告げたことは間違いではなかったらしい。

「おまえはリュウに自分の元から去るよう言ったんだ。だったらリュウがおれのところに来ようが、文句はないだろう？」

　まるで洲世を挑ちよう発はつするような言葉だった。静かな口調だけれども、二人の間に目には見えない火花が散っているように思える。こんな風に理り詰づめで物を言われて、洲世が自分の放った台せり詞ふを覆くつがえすはずがない。

　リカルドもそれを分かっているようだった。

「そうだな、それは流が選ぶことだ」

　予想通り、洲世の薄うすい唇はそう紡つむいだ。

「リュウ、おまえはどうしたい。日本へ帰るか、それともおれの許もとへ来るか」

「──日本へは、帰らない」

　その決断を下すのに、迷うことはなかった。

　二者択たく一いつだというのなら、帰国することはまずない。今ここで帰ってしまったら、おれがスペインに来た意味はなくなってしまう。この先、洲世と生きていきたいから、頼たよるばかりじゃなくて、頼られたり支えたりもしてあげたい。そう考えていたことも、伝えられずにすべて無む駄だになってしまう。

　恋れん愛あいに不器用なだけではなく、過去にそれだけ心が傷ついているのだろうと思っているから、おれは洲世の試ためすような物言いには乗せられてやるつもりなんてない。

　それが、洲世のライバルの許へ行くことになってもだ。

「それなら、決まりだな」

「……勝手にしろ」

　洲世は吐はき捨てるように言うと、背中を向けて去っていった。

　その広い背中が見えなくなるまで、じっと見つめていた。



    

  
    
      

　　◆





　洲世と別れてから、そのままおれたちはリカルドの家に向かった。

　ことの成り行きから、レアルのラウンジでホセと落ち合う必要はなくなってしまって、ホセに連れん絡らくをつけたリカルドが、彼を自宅に呼び寄せた。

　ホテルから歩いて五分ほどの自宅は、屋や敷しきというのにふさわしい家だった。

　もっとも高級住宅地であるこの新市街地一帯には、立派で歴史的価値のありそうな屋敷ばかりが建ち並んでいる。その中でも極きわめて広い敷しき地ちを有していた。

　三人で話をしながらリカルド自じ慢まんのシェフの料理を味わい、ホセを交えてひとしきり話を得たわけだけれど、上の空のおれの様子に呆れたのか、二時間ほどでホセは帰っていってしまった。

　せっかくこうしておれに会いにきてくれたホセを前にして、考えることは洲世のことばかりだ。拒絶するようにおれに向けた背中が脳のう裏りに焼きついて離れない。

　言い争いはしたくなかったのに、喧けん嘩かのようになってしまって、あげく成り行き上でリカルドの元へ来てしまうなんて……。

　あの場ではこうすることが間違いじゃないと思ったけれど、本当にこれでよかったんだろうか？　洲世はこのおれの選択を、どう捉とらえただろう。

　おれの考えを分かってもらいたくて取った行動だけれど、ライバルの元へ行くなんて酷ひどい仕打ちだ。なんてことをしてしまったんだろうと、後こう悔かいと罪悪感でいたたまれない気分になっていた。

　思い返してみれば、こんな風に自分から洲世の元を離れたのは初めてだった。

　それこそ出会ったばかりの頃ころは、心を開いてもらいたくて半ば無理やりのようにまとわりついていたことがある。離そうとする洲世の手にしがみつくようにして。

　よく考えたら、喧嘩すらまともにできない関係だったな。

　おれが腹を立てることがあっても、洲世はそれを面おも白しろがってなだめてきたし、洲世が本気でおれを怒おこるようなことはなかった。いつも必死なのは決まっておればかりだ。

　どこか一方通行な想おもいを今でも抱かかえている。

　おれたちって、ダメな関係だな……。

　想う気持ちが対等になっていない。これじゃあ片想いをしているのと一いつ緒しよだ。

　洲世はまともに恋こい人びと付き合いするのはこれが初めてだと言っていた。けれども、まともでない付き合いをしていた相手は過去に何人もいることは分かっていて、一体今までどういう付き合いをしてきたのだろうと思う。

　きっと、相手はおれみたいに子供じゃなく、ちゃんと自立した人間なんだろうなぁ……。

「どうした？」

　淹いれてもらったコーヒーのカップを両手の中で玩もてあそぶようにしていると、リカルドに声をかけられる。

「別に、なんでも……」

「なんでもないって顔してないだろう」

　指し摘てきされて、隠かくせないなと思う。もっとも、感情が出やすいとよく言われるおれのことだから、考えていることなんて分かりやすいのかもしれないけれど。

　冷めかけたコーヒーをコクリと一口飲み下して、顔を上げた。

「ねえ、洲世って昔はどんなだったの？」

　暗くなる一方の気分を持ち直すように、リカルドに話しかける。

「なんだ、思いつめた顔をしていると思ったのに、結局はアキツの話になるのか」

　リカルドは少し呆あきれたように笑った。

「そうだな……」

　おれの手からカップを取り上げると、リカルドはテーブルの上に置く。そして、腕うでを取って立つよう促うながすと、暖だん炉ろの前へ連れて行った。

　古い素す焼やきのレンガでできた暖炉の上に、時代がかったトロフィーや盾たて、それから額に収まった写真が並んでいる。その一つを手に取ると、おれの前に差し出した。

「この真ん中のがアキツだ」

　そこには表ひよう彰しよう台だいの上でトロフィーを手にした少年が写っている。勝利を嬉うれしそうにしている二人の少年とは対たい照しよう的てきに、真ん中の洲世だけが憮ぶ然ぜんとした顔をしていた。

　小学校高学年くらいの頃だろう。それはおれが思い描えがいていた通り、賢かしこくて少し生意気そうな顔をしていた。もう子供のようなあどけなさは残っておらず、それが却かえって洲世らしい。

「優勝したのにつまらなそうだろう。昔から超ちよう然ぜんとしていて人を寄せ付けない、ムカつくガキだったよ」

「本当だ。可愛かわいげないなぁ」

　今の方が勝つことの難しさを知っている分、勝利に対してはもっと素直に喜びを表す。もちろん、飛び上がって喜ぶなんてことはしないけれど。

　他ほかの写真も、その多くがリカルドと共に洲世の姿を写していた。やはりどれも勝って当然という表情をしている。

「でも、おれはそういう洲世に惹ひかれたんだよね」

　写真立てに視線を落として、子供の頃の洲世を見ながらそう言った。「物好きだな」と告げたリカルドに一つ頷うなずく。

「リカルドの言うように、出会った頃の洲世は頑かたくなに自分の殻からに閉じこもっているところがあったんだけど、それに気づいてからは、本当の洲世の姿を見せて欲しいと思うようになった」

　その内側へ入りたいと、どれだけ強く思ったことだろう。癒いやしきれない傷があると知って、それに触ふれたかった。

「でも、やっぱりダメだったみたいだ」

「リュウ？」

「洲世が傷だらけになっているのを知っていても、おれには何もできない。苦しみから救ってあげることもできないんだ。それどころか、逆に洲世を苛いら々いらさせて、こんな騒さわぎまで起こして、最低だ……」

　吐き出すように言うと、それ以上はやめろというようにリカルドの指が肘ひじに触れる。

「リュウのせいじゃない。面白がって煽あおり立てたのはおれだしな。まさかリュウを落ち込ませてしまうとは思わなかった」

「リカルド……」

「それにしても、リュウも残ざん酷こくなやつだな。自分のことを好きだと言っている人間に、他の男への想いを語るか？」

　リカルドは、さっき申し訳なさそうにしていた声とトーンをガラリと変えて、おれの手の中から写真立てを取り上げる。そして、暖炉の上に戻もどした。

「え？」

　怪訝けげんな表情を向けると、明るい色の瞳ひとみが見返してきた。優しい手つきがおれの髪を撫でるようにして耳にかける。

　本能的に危険を察知した時はもう遅おそく、強い力でリカルドの胸の中に抱だきこまれていた。

「リ……リカルド？」

　香こう水すいの匂においがした。いつも嗅かぎ慣れた洲世のものとは違ちがう香かおりに、身体からだが硬こう直ちよくするのを感じる。

「んッ……！」

　その一いつ瞬しゆんの隙すきに唇くちびるが重ねられる。

　逃にげようにも強い力で腰こしと後頭部を押さえつけられていて、身動きが取れなかった。

　食はむようにキスを続けるリカルドは、おれの意思も関係なく一方的に貪むさぼってくる。

「んんー」

　隙をついて入り込んできた舌は、容よう赦しやなく口内を蹂じゆう躙りんした。絡からめてくる舌から逃げると、追いかけて擦こすりつけてくる。

「ふ、んっ……」

「……って！」

　思い切ってリカルドの舌を噛かむと、拘こう束そくは即そく座ざに弛ゆるんだ。もちろん手加減したけれども、必死だったため、どこまで手加減できているか分からない。

　ポタ……と、床ゆかに赤い血液が落ちた。

　口こう腔こうに鉄てつ錆さびのような匂いが広がる。

「リカルド？」

　今襲おそってきた相手を心配して見る。すると、リカルドの唇から血が滴したたっていた。どうやらおれは舌ではなく、唇に噛み付いてしまったようだった。

「平気？」

　心配する顔を向けると、リカルドはおれを手で制してポケットからハンカチを取り出した。それを口元に当て、ふうっと息を吐はく。

「悪かった、そんな顔で見るな」

　空いている方の手を上げて、これ以上は何もしないと訴うつたえる。

「魔まが差したんだ。もう誓ちかって何もしないから安心してくれ。リュウがあまりにアキツを理解しているようだったから、妬やけたんだ」

「嫉しつ妬と？　おれに？　それとも洲世に？」

　自然と湧わき上がった疑問を口にすると、リカルドは一瞬目を見開く。そして、「そうだな……」と呟つぶやいてみたものの、その答えが得られることはなかった。

「リュウのことを気に入っているのは本当だ」

　けれども、それは洲世とは比べ物にならないだろう。リカルドはまた違う意味合いで洲世のことも好きなのに違ちがいない。そうでなければ、十年以上も会っていなかった相手にこれほど友好的なわけがない。

　囚とらわれてしまっているのだ。秋津洲世という男に。

　リカルドも、そして、おれも……。

「もういいよ」

　追いかけているのはおれと同じだと思うと、リカルドに対して親しみが湧いた。

「今夜ここに泊とまるのは嫌いやか？　リュウが嫌だと言うなら、レアルに部屋を用意するが」

「ここでいい。その代わり、明日おれをサーキットに連れてって」

「分かった、キスの代だい償しようはしっかり払はらわせてくれ」

　いつもの自信を隠しそう言ったリカルドのことを、信じられる気がしていた。





「よく眠ねむれたか？」

　カタロニアサーキットへ向かう車の中で、運転席のリカルドに尋たずねられる。

「あ、うん」

「その返事は、そうでもないようだな」

　リカルドは、おれの顔色が冴さえないのを確かく認にんするように見た。

　ゲストルームの広いベッドは、スプリングの具合もちょうどよく快適だった。けれども両りよう腕うでを伸のばしてもベッドの縁ふちに届かないどころか、何にも触れることのない広さがおれを落ち着かなくさせていた。

　昨夜、サーキットに連れていってくれと言ったくせに、洲世に会ったらどういう態度を取ろうかと考えているうちに、いつの間にか外は明るくなっていた。頭の中であれこれ想像しては寝ね返がえりを繰くり返していたっけ。

　けれども、結局答えは出ずじまいだった。

「あんな偏へん屈くつな男のどこがいいんだか。頭の中はまるで頑がん固こじじいだぞ」

　的確なリカルドの物言いに、ぷっと吹ふき出さずにはいられない。

「でも、素直な洲世なんて、想像するのも嫌じゃない？」

「……そうだな」

　おそらくイメージしてしまったのだろう、リカルドは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「まあ、心配するな。悪い方向には向かわせないよ。おれに考えがある」

「なに？」

「まだ秘密だ」

　なにか企くわだてているのだろう、リカルドは余よ裕ゆうの笑えみをおれに向ける。

「それもキスの代償ってこと？」

「リュウの好きなように捉とらえればいい」

　そんな会話を交わしているうちに、車はカタロニアサーキットに到とう着ちやくしていた。

　パドックに隙すき間まを見つけて、リカルドはピットの際に車を駐ちゆう車しやする。車内にはコースを走るマシンの甲かん高だかいエンジン音が響ひびいていた。

　洲世のサーキット入りより三十分は遅い時間だった。他のチームもパドックが慌あわただしいところを見ると、もう活動しはじめているのだろう。リカルドがのんびりしていることは明らかだ。

「ブルゾンは必要か？」

「リカルドのチームの？」

「ああ、うちのホスピタリティにいるつもりなら、着ていたほうがいいだろう」

　チームウェアというものは意外と有効で、サーキットにおいてはパスのような役割を果たすことも知っていた。

　顔の知らない相手であっても、チームウェアを着ていれば、身内のようにもてなしてくれる。リカルドはそれを知って言ってくれているのだろう。

　けれども……。

「いいよ。そこまで甘えらんない」

　リカルドの親切な申し出を断った。昨日まで洲世の身内としてエストレーリャのチームに入り浸びたっていたというのに、そんなことはできない。

「あまり神経質になる必要はないぞ」

「気持ちの問題。おれがリカルドのチームウェアを着ているところを洲世が見たら、いい気分でいられるはずがないし。それに、モーターホームでくつろぐつもりもないから」

「アキツのところへ行くのか？」

　その質問には、首を静かに横に振ふった。

「リカルドに連れてきてもらっている以上、それもできない。ピット上からでもコースを眺ながめているよ。広いサーキットなんだ、居場所ならいくらでもあるから」

　それこそグランドスタンドでもコース脇わきでも居場所には困らない。初めてサーキットに来た時はどこにいたらいいのか分からなくて戸と惑まどっていたけれど、慣れてしまった今ではそんな戸惑いはどこにもない。

「──いや、待て」

　車から降りようとしたおれを、リカルドは呼び止めた。窓の向こうに目を眇すがめると、ひとつクラクションを鳴らす。

「なに？」

「アキツだよ」

　ドライバーの視力は驚おどろくほどいい。さっきリカルドが見つめた先に目を凝こらして見ると、確かに白いレーシングスーツ姿の洲世がいた。自分が呼ばれていると気づいたのだろう、こちらに向かって歩いてきている。

　リカルドは洲世を迎むかえるように、運転席のドアを大きく開いた。

「やあ、調子はどうだ」

「──まあまあだ」

　洲世は長身を折るようにして身をかがめては、ドアの縁に手を掛かけて車中を覗のぞきこむ。そこにおれの姿を認めても、表情は変わらなかった。

「預かり物を返しにきた」

「えっ？」

　預かり物とは、おれのことだろう。予想もしなかった言葉に、驚いて身を乗り出す。それは洲世も同じだったのだろう、片かた眉まゆが微かすかにつり上がった。

「ただし、タダでは返さない」

「──どういうことだ？」

　リカルドの好戦的な口調に、洲世の目にもギラついた輝かがやきが宿る。駆かけ引きじみたものが始まっていた。

「今日の走行で、アキツがおれのタイムを上回ることがあれば、リュウを返してやるよ。それができなければうちにおいておく」

「……いいだろう」

　洲世が同意したことにホッとしていた。とりあえずは、おれを取り戻もどしてくれる気があるのだと思って安心する。

「そんな安やす請うけ合いしていいのか？　おれを上回るタイムが出なかった場合は……」

「その心配は無用だ」

　厳しい声で洲世は言葉を遮さえぎる。

「覚かく悟ごしておけよ。リカルドも、流も」

　久しぶりに名前を呼ばれて弾はじけたように上を向くと、洲世と視線が絡からまった。じっとおれを見つめる眼まな差ざしが何かを言っているように思えて、瞳ひとみを揺ゆらしてしまう。

　どういうことだろう。

　あんなあからさまなリカルドの挑ちよう発はつに乗ってしまうなんて、洲世らしくもない。それに、洲世のＥＳ０５でリカルドを上回るタイムが出せるのだろうか──？

　しかし、その問いを投げかける間もなく、洲世は時間が惜おしいとばかりに自分のピットへと戻って行った。





　コースを走行しているクルマのタイムは、コントロールタワーに目をやれば一いつ瞬しゆんで判別することができる。

　コントロールタワーは電光掲けい示じ板ばんのようになっていて、ラップタイムの早い順に上からカーナンバーが表示される仕組みになっていた。同時に十台以上のクルマがコースに出ているため、数秒ごとにタイムは塗ぬり替かえられる。

　今日のベストタイムも次々に更こう新しんされていた。

　洲世のカーナンバーは19、そしてリカルドは４だった。

　一いつ般ぱん的に数字が小さいほど強きよう豪ごうチームということになるので、この数字からもチームの格差のようなものが窺うかがえる。

　心配した通り洲世のＥＳ０５は、まだ不安の拭ぬぐえないところがあるようだった。それでも十位以上に位置しているところを見ると、日に日に良くなってはいるらしい。けれどもリカルドを上回るタイムはまだ出せていなかった。

　一方でリカルドはというと、序じよ盤ばんからいいタイムを出していた。

　早いうちに三位以内に入るタイムをマークしていて、昼食後にもまだそれが維い持じできていると知ると、モーターホームで仮か眠みんを取っていたくらい余裕だった。

　それに対して洲世は、食事もそこそこに走り続けているようだった。

　数周走ってはピットへ入り、またすぐにコースへ出る。そういったことの繰り返しで、少しずつタイムが伸のびてきていた。

　そのタイムを一周ごとに確認するたびに、もしかしたらと期待する気持ちが湧わき上がってしまう。タイムが伸びてきているとはいえ、上位チームに比べればまだまだ大きな差はあるというのに、そうと分かっていながらも洲世の勝利を願わずにはいられなかった。

　もちろん、リカルドのタイムにはまだ並ぶこともできないでいる。

　そして、その様子をおれはリカルドのチームから見守っていた。

　それはリカルドが提案したことだった。おれがリカルドのチームにいたほうが洲世が発奮するだろうと言われて、それに乗ってしまったのだ。われながら酷ひどいとは思うけれど、それで洲世が勝てるのなら、それでもいいと思った。

　今日の走行の終しゆう了りよう予定までは、あと十分程度だろう。

　リカルドは少し前に再びコースへ出て行き、最後の追い上げをしていたけれど、もう自分のタイムに洲世が追いつくことはないと見み越こして、流しているようだった。次の周にピットインすると言っているのがモニターから聞こえる。

　走行時間をあと数分残して引き上げにかかるクルマはリカルドだけじゃなく、他ほかのチームもぽつぽつピットに戻ってきているようだった。帰り支じ度たくを始めているチームまで出てきてしまっていた。

　そんなだらけた空気がサーキットに漂ただよい始めた頃ころだ。

「Attack it!!」

　どこかのチームの無線がモニターから聞こえた。

　すると、時を同じくして爆ばく発はつするような甲かん高だかいエンジン音がサーキットに響ひびいた。

　じっとモニターを見守っていたクルーの一人がピュウと口笛を吹ふいたかと思えば、冷やかしにも似た喚かん声せいが上がった。たちまちモニターは人に囲まれて、陽気な彼らはなにやら盛り上がってしまっている。

「Excuse me」

　おれは急に人ひと垣がきに覆おおわれて見えなくなってしまったモニターを見ようと、大おお柄がらな外国人を分け入るようにして前に出た。

　得体の知れないリカルドの客人という自分の立場はわきまえていたはずなのに、なにか胸むな騒さわぎに襲おそわれて、どうしても我が慢まんができず前に出てきてしまっていた。

「どうしたの？」

　近くにいた一人に説明を求めると、「見ろ」というようにモニターに映し出された一台のクルマを指差した。

「大半のクルマがコースから引いた途と端たん、攻せめだしたやつがいる」

　クルーが見つめるモニターには、黒いカーボンがむき出しのままのクルマが映されていた。まだコースに残っていたクルマもそろそろ引き上げようと、シフトダウンしてる。その脇を縫ぬって猛もう然ぜんとスピードを上げるクルマが一台だけあった。

　他と反対の動きをするその一台を、カメラは興味深く追っていた。帰り支度をしていた者たちも、足を戻したようだった。

「洲世……？」

　カラーリングの施ほどこされていないマシンで、一目でドライバーを判断できるところがある。それはヘルメットのデザインだった。メタリックなカッティングシートが貼はられた珍めずらしいデザインは、間ま違ちがうことなく洲世のものだった。

　それを見た瞬しゆん間かん、洲世はこの時を狙ねらっていたのだと感じた。

　コースからクルマが引いていって、余計な障害が少なくなったこの時に賭かけていたのだろうと察することができる。それまではタイヤを温存しつつ、虎こ視し眈たん々たんと狙っていたのだ。

　レースを終えるべくピットレーンに進入してきたリカルドも、洲世のその作戦に気づいたようで、自分のピットを通り過ぎてはまたコースに戻っていった。

　リカルドのその行動は、洲世に仕し掛かけるためのものだということは誰の目にもあきらかだった。ことの成り行きを面おも白しろおかしく見守っている者たちは、それを見てまた大きく盛り上がる。

　しかし、走行を終えるべく減速していたマシンとモチベーションをすぐに高めることは不可能で、後走していた洲世は自分の射程圏けん内ないにリカルドを収めるほど距きよ離りを縮めていた。

　とはいえ、そろそろタイムリミットだ。

　走行の残り時間を考えると、あと二、三周でチェッカーフラッグが振ふられるだろう。

　リカルドを抜ぬき去るだけではいけない。

　リカルドを上回るタイムが出なければ……！

　流しにかかっていた先行車を洲世はきれいなライン取りでパスすると、緑色にカラーリングの施されたクルマの後ろにピタッと付いた。

　どこのチームより完かん璧ぺきにマシンの出来上がっているそれは、リカルドのものだった。

「スリップストリーム？」

　最近学んだ言葉だ。アメリカ式のレースの場合は『ドラフティング』ともいう。

　こうして先行車の真後ろにクルマをつけると、空気抵てい抗こうが減り、驚おどろくほど速度が上がるらしい。そして、この行こう為いは先行車に対して「おまえを抜くぞ」と宣言しているようにも捉とらえられるものだった。

　そろそろ最終コーナーに差し掛かかる。次の周でタイムを出すつもりだろう。

　いてもたってもいられなくなって、おれはまた人垣を縫ってモニターから離はなれると、ピットレーンを渡わたってコンクリートウォールから身を乗り出す。

　これが本当のレースだったらこんな真似まねは許されないだろうけど、誰もおれを止めるような者も咎とがめる者すらなかった。

　コンクリートウォールに手を掛け、伸び上がって最終コーナーのほうへ目を凝こらすと、そこには緑色をしたリカルドのマシンが見えた。その向こうには洲世のクルマがあるのが微かすかに分かる。

　二台はしばらく連なって走行を続けていたけれど、ホームストレート中ほどへ来て洲世がサッと前に出た。リカルドのクルマに並ぶ。

　そうだ、これが洲世だ。

　最後まで諦あきらめることなく攻め立てる姿に、瞬まばたきを忘れて見入った。

　あと少しで前に出る！

　もうちょい、一メートル……。

「抜けっ！」

　声が届くはずもないのに、気づけば振り絞しぼるように叫さけんでいた。

　おれの声が聞こえたように、エンジンが一ひと際きわ甲高い唸うなりを上げる。しばらく拮きつ抗こうしていた二台に勝敗を分ける時がきた。

　ぐんと勢いのついた一台がすごい速さでクルマをパスする姿を、コンクリートの壁かべ一枚だけを隔へだてた目の前で見た。

　洲世だった。

「うわぁ……！」

　肉眼ではじめて見る出来事に、興奮が走る。言葉にならない歓声が口をついて出た。

　そして、走行時間もあと僅わずかというところで勝負を仕掛けるような洲世を面白がって、それぞれのピットからも囃はやしたてるような奇き声せいが聞こえた。

　少し怠たい惰だに流れていたサーキットの空気が、この瞬間にサッと変わっていた。

　レースは本番ではなく、まだテスト期間だ。この時期にパフォーマンスにも取れるような行動をしてのける洲世のことを、人々は何者かと見守っている。

　これが単に目立ちたいためのものなら、笑い話で終わっただろう。けれども妙みような行動に出た洲世に注目した者たちは、次にその速さに目を瞠みはることになる。面白がった者たちは、すぐに真ま面じ目めな目つきになって洲世の走りを見つめていた。

　リカルドを抜き去った洲世は、その距離をぐんぐん広げていく。目の前に邪じや魔まなクルマもなく、まるで自分の庭を悠ゆう々ゆうと走っているようだった。

　そして、勢いを保ったままでホームストレートに戻もどってきた洲世は、次の瞬間、また多くの人の歓声を受けることになった。

　タイムを示すコントロールタワーは、それまでリカルドがマークしていた三位の位置にカーナンバー19を表していた。

　洲世は、多くの人が見守る中で、リカルドのタイムを抜いていた。

「やっ……たぁ！」

　レースの本番ではないというのに、まるで洲世が優勝したかのように湧き上がる喜びを抑おさえることができなかった。

　必死になって、まだどんでん返しが待っているかもしれないと、弾はずむ心を精せい一いつ杯ぱい諫いさめる。

　けれどもリカルドは、それからタイムを上げることもなく走行時間を終えることになった。

　静かなエンジン音を伴ともなってピットレーンに入ってきたリカルドは、まだコンクリートウォールの元へいたおれを見つけると、ピットに入るようクルマの中から指で示す。

　言われた通り邪魔にならないようピットの隅すみに移動すると、クルマから降りたリカルドが汗あせを拭ふきながら近付いてきた。

「今日のところは完敗だ。あれは完璧にアキツの作戦勝ちだな」

　そう言ってリカルドは、自分の頭を指差した。洲世のことを「クレバー」と評したのを思い出す。

「こっちの隙すきを突くようなことをしてくる。あいつ、おれが早めにピットインすることを読んでたな」

　してやられたというような表情だった。自分の優勢を信じて疑わなかったのだろう、悔くやしさは深そうだ。

　けれどもひとしきり悔しがった次の瞬間には、あっさりした顔をしておれを振り返った。切り替えが早いのも、勝負の世界に生きる者には大切な要素だろう。

「アキツのことだ、あそこで勝たなければリュウを迎むかえには来られなかっただろうからな。……ほら、来たぞ」

　リカルドの視線の先には洲世がいた。

　ピットレーンを走ってきたのだろう、額にはまだ引かない汗が流れている。

「洲世……」

　その決してスマートではない姿を見て、ドキッとした。普ふ段だん余よ裕ゆうの男が、自分のためにこんな姿になっているなんて、心が動かない人間はいないだろう。

　一歩ずつ近付いてくる洲世を見て、息苦しくなるような感覚に支配される。

「流」

　名前を呼ばれて、ビクッと肩かたが揺ゆれた。

　今まで何度も呼ばれているのに、こんなにも嬉うれしく、そして少しの恐おそれのような感情を含ふくんでいたのは初めてだった。

　この男に名前を呼ばれなくなる日が来た時のことを、想像しそうになってしまったからだ。けれども、そんな想像でしかない未来のことは頭から追いやる。

「来い」

　手を伸のばされるけど、足が硬こう直ちよくしてしまって、咄とつ嗟さに近寄ることはできなかった。

　そんなんじゃないのに……。

　どうしてこんな大事な場面でこうなんだろうか。

　嫌いやがっていると誤解を生みそうでギュッと目を閉じると、強ごう引いんに腕うでを引かれた。洲世の胸にどんと飛び込むような形になる。

「おまえが動けないなら、勝手に連れて行く」

「え……」

　見上げると洲世は、ポカンとしたおれを見て微かに笑った。触ふれ合った場所から、おれの体の震ふるえに気づいているのだろう。キュッと優やさしく抱だきしめるようにして「悪かった」と囁ささやいた。

「リカルド、約束どおり流は返してもらうぞ」

「どうぞ、ご自由に。次こそ遠えん慮りよなく奪うばい取るぞ」

「次なんてあると思うなよ」

　そう捨て台詞ぜりふを残し、洲世はおれを抱かかえるようにしてピットを後にする。

「今日はおまえを見くびっていたせいで油断したが、本当の勝負はこれからだ。アキツ、おまえのせいでＦ１が楽しくなりそうだよ」

　そんなリカルドの声が背後で聞こえていた。

「おれのせいじゃなく、おれのおかげだろう」

　珍めずらしい洲世のツッコミが耳に届いて、強こわばっていた肩の力が抜けるのを感じた。





　帰ると言った洲世は、本当に着き替がえもそこそこに車に乗り込んできた。

　すぐに戻るから待っていろと告げられて、洲世の車の助手席でじっとしていたのはものの数分だろう。いつもならざっと浴びてくるシャワーも端はし折よってしまったに違ちがいない。

　だから、意外なほど早くやってきた洲世を見て、少し不安になった。

「いいの？」

「なにが？」

　もうエンジンをふかしている洲世は、それこそ不思議な顔をしておれを見た。

「いつも、長いことミーティングとかやってるから」

　走行を終えても、その後は軽く一時間くらいデータを睨にらみつつ討論している。それなのに、今日はあっさり帰ってしまってもいいのだろうか。

「ああ、それは思ったとおりの結果が得られないからだ。好タイムは出したし、今日くらいはいいだろう」

　ふと見上げると目が合った。ほんのわずかに視線が絡からまったかと思うと抱き寄せられる。

　広い胸の中に閉じ込められて、ホッと安心する。

　一日ぶりの温ぬくもりなのに、もう何年も会っていないような錯さつ覚かくを感じた。

「ありがとう、勝ってくれて」

　言葉だけでは伝えきれない想おもいを込めるように、縋すがっていた洲世のシャツをギュッと握にぎり締しめた。

「当然だ。ナメられたままで終われるか。──とはいえ、正せい攻こう法ほうでは敵かなわなかったろうな」

　最後の最後で仕し掛かけたことを言っているのだろう。もぞもぞ動いて洲世を見上げると、そこには吹ふっ切れたような表情の洲世があった。

「おれははじめから最後の十分に賭かけていた。だから、それ以外はデータの収集に集中してたんだ。むやみにアタックしても好タイムが出ないことは分かっていたからな。データが多く揃そろうほどベストなセットアップができるし、これがピタッと決まったマシンが恐ろしく速いことも分かっている。特にＥＳ０５は、普ふ段だんが暴れ馬なだけに予測がつかない。どんなに高性能のマシンでも、これが決まらなきゃ呆あきれるほど遅おそいんだ。もちろん、エストレーリャのマシンを信用していたからこそできたことだけどな」

　洲世はピットインを繰くり返していた。それはしつこいくらいマシンの調整をしていたのだと知る。

　エストレーリャは最下位組のチームだけれど、資金もあるし期待はできそうだと言っていた葦原の言葉を思い出した。

「それに、リカルドの性格からして、走行時間いっぱい走っているとは思えなかったからな。走行時間の終わりが見えて、他ほかのチームのクルマがピットへ引き上げるタイミングを狙ねらっていたんだ。ああでもしなけりゃタイムが出ないのは分かっていたからな」

　作戦で勝ってしまうのが、むしろ凄すごいところなんじゃないだろうか。出会って初めの頃ころに葦原が褒ほめ称たたえていた理由が、少しずつ理解できるようになった。

「マシンに関して言えばまだ課題は山積みだが、なんにしてもタイムが出せてよかったよ。……おまえを取り戻せて」

　低く囁く声が、静かに染しみこんできた。

「洲世」

　名前を呼ぶと、じっと見つめられて唇くちびるが重なる。キスして欲しいと思ったことが伝わったのだろうか。

　背中に回った右手にゆっくり撫なでられて、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつのを感じる。

　快感に流されてしまわないよう、吐と息いきをこぼしてやり過ごした。

「ちゃんと、おれの口から言わせて。おれが何を考えているかを。そうでないと、洲世と対等に付き合えない」

　強こわ張ばってしまった身体からだを解ほぐすように、洲世は肩を優しく叩たたいた。

「言ってみろよ」

「う……ん」

　決意を固めて息を吸う。言い残すことのないように、自分の考えが伝わるように、まっすぐ洲世の目を見つめた。

「留学のことは本気だから、分かって欲しいんだ。洲世と一いつ緒しよにいたいっていうのが一番の理由かもしれないけど、洲世に頼たよられる存在になりたいから、独り立ちできるようになりたい。こっちの大学でちゃんとカリキュラムを履り修しゆうし終えれば、少なくとも自信にはなるから。それに──」

　視線を落として、ほんの少し身を寄せた。

「悔くやしかったんだ、自分がなにもできないことを知って。Ｆ１の世界に洲世が一人で身を置いているのを見て、隣となりにいるのに足手まといにしかならない自分が悔しかった」

「足手まといなんて、そんなこと思っていないぞ」

「ううん、誰が思わなくても、自分が一番そう思っているから」

　洲世の胸むな元もとにこつんと額を寄せる。すると長い指が髪かみを梳すいてきた。

「この前だって走行中に黒旗が出たりして……。あの時、ホスピタリティでモニターを見ていたゲストたちは、その不当性を議論していたみたいだったよ、スペイン語でね。おれは一人で言葉が分からないから不満の一つも言えなかったし、洲世の置かれた状じよう況きようがあまり理解できていなかった。言葉が分かればって、あの場でもすごく思ったよ。だからって昨夜はあんな展開になるつもりじゃ……」

　洲世がピクッと反応したのが分かる。やはりリカルドの家に行ったことを気にしていたのだろう。

「ごめん。リカルドの許へ行くことになって。でも、変なことにはなってないからっ」

「ああ、分かってる。あいつの許に行かせたのは、むしろおれだ」

「……離はなれてからも、洲世のことばかり考えてた」

　その言葉を聞くと、洲世はギュッと強くおれを抱きしめた。そして、少し体を離すと両手でおれの耳の辺りを挟はさみ込むようにして、顔を覗のぞき込んでくる。真しん摯しな表情だった。

「──悪かった」

　それは、すべてに対して言っているのだろう。

　素す直なおじゃないのを超ちよう越えつして、ずいぶんひねくれていると思うけれど、そんな面めん倒どうなところも込みでこの男を好きなんだから仕方がない。たぶん、かっこいいだけの男だったら、こんなには気にならなかっただろう。

「流があのまま日本へ帰らないでいてくれてよかったよ」

「帰らないよ。言っただろう、傍そばにいたいって」

　ポルト・ベルで地中海を見た日を思い出す。多少邪じや険けんにされたくらいでは離れてやる気はないってことを伝えたくて、口づけを深くした。

　舌の根元からお互たがいを絡めあう。吸い付くようにされて、呼吸が乱れる。

　喉のどの奥から吐息と共に甘い声が出てしまう。

「ホテルに戻もどったら抱かせろ」

「う、うん……」

　直ちよく截せつ的な洲世の物言いに、消えそうな声で返事をした。

　それから気づいたように洲世は車を走らせるも、バルセロナへ戻る道のりでは二人とも口数が少なかった。けれども信号で止まるたびに、どちらからともなく求めてはキスを交かわしていた。もう何度も肌を合わせた相手に、お互いひりつくような緊きん張ちようをしているのが感じ取れた。

　何度も通った道だというのに、ホテルに着いた頃はもう、ずっと続いた緊張感にくたくたになってしまっていた。

　ほんの一晩部屋を空けていただけだというのに、ホテルの部屋に戻るのがとても久しぶりに感じてならない。馴な染じんだ部屋の空気を吸って、ホッと息をつく。

　シャワーを浴びるよう言われて先に済ますと、交代でシャワーを浴びる洲世を手持ち無ぶ沙さ汰たに待った。やっと二人きりになれたのだから、もう少し話をしたいと思っていた。それは洲世も同じに違いない。

　髪も乾かわいてしまってなにもやることがなく、ピンとシーツの張ったベッドに伏ふせる。

　適度に暖まった部屋は心地ここちがよくて、寝ね不ぶ足そくと緊張疲づかれのせいか、自然と瞼まぶたが重くなっていく──。

「……寝てもらっても困るんだけどな」

　うとうとしていたのだろう。形のいい指先が頬ほおを撫でる感かん触しよくに目を覚ました。

「うわ、ごめん」

「いいけど。疲つかれてるなら寝るか？」

　洲世は「詰つめろ」と言って、同じベッドに乗りあがってくる。

　ツインベッドではあったけれども、それぞれがセミダブルサイズなので、男が二人寝ても窮きゆう屈くつではない。

　すぐ側に洲世の存在を感じて、その温もりに触ふれたくなる。

　言葉より抱だき合うことのほうが大切な時もあることを知っていた。

「平気。寝ないよ。だから……」

　なんて誘さそえばいいのか分からなくて、洲世が身に纏まとっていたバスローブの裾すそをギュッと握にぎる。おれの行動を見守っている洲世の視線が痛いけれど、それを堪こらえて手をその先に伸のばした。

　体のラインがよく分かる下着の中心、張った部分をそろりと撫でる。

　その少しの刺し激げきで兆きざしかけた洲世のものを手のひらで感じた。

　恋こい人びと同士になったとはいえ、こんなことまでするのは初めてで、ゴクリと喉が鳴る。

「だから、なんだ？」

　その声が現状を楽しんでいるように聞こえる。経験の少ないおれがこの先どうするつもりでいるのか、じっと見られている。

　そんな洲世の態度に、負けず嫌ぎらいの性格が刺激されて、羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨てた。

　決意を固めると、下着の中からペニスを取り出す。ぷるんと飛び出すように出てきたそれを握って少し逡しゆん巡じゆんしてしまう。

　自分のものとは色も形もまるで違ちがう。随ずい分ぶん使い込まれただろう大人おとなのものだった。

　完全に勃ぼつ起きしていないのに、もう十分な質量を感じる。

「どうした？」

　ニヤリと余よ裕ゆうの表情で笑われて、伸ばしてきた指で唇をなぞられた。おれに本当にそれができるのか、計っているような仕草だった。

「今夜は、おれがするからっ……」

　緊張のせいで乾かわいてしまった口の中を舐なめて湿しめらせると、恐おそる恐る口をつけた。

　先せん端たんを唇に含ふくむと、ピクッと震ふるえたのが分かる。

　抵てい抗こうがあったのははじめだけで、次し第だいに自分の下手へたな口こう淫いんにも反応を示してくれることが嬉うれしくなった。

　初めての行こう為いではあったけれど、普ふ段だんは自分が施ほどこされていることなだけに、手順は分かっている。自分がされていることを思い出しては、目の前のものを夢中で舐め上げた。

「おまえは本当に、おとなしいかと思えば突つっ走ったりするよな……」

　洲世はおれのすることを嫌いやがることも止めることもせず、呆あきれているのか感心しているのか分からない声こわ色いろでつぶやいた。

　それは、昨夜の出来事を揶や揄ゆしているのだろうか。それとも、今のこの行為？

　顔を伏せるおれの髪に指を絡からめて、サラサラ流れるその感触を楽しんでいるようだった。

「こういうの、嫌きらいだった？」

　いつもはどうしていいか分からずに、ただされるがままになっているだけだった。

　こうして積極的になりたい気持ちはあったけれど、行動に移したのはこれが初めてで、そんな自分を洲世はどう思っているのか不安になって視線を上げる。

「悪くはないけど、無理するなよ」

「無理じゃ……ない」

　髪を弄もてあそんでいた指が顔の輪りん郭かくを撫でるようにゆっくり下りて、顎あごをさする。

　それが、もう止めるよう促うながす行為に思えて、やりたくてやっているのだと主張するように、更さらに奥へと飲み込んでいく。

　洲世のものが自分の口こう腔こう内で徐じよ々じよに硬かたさを増していく様子を感じて、甘く爛ただれた感情が生まれてくる。どこも触さわられていないというのに、自分の中心に熱が集まる感覚がする。

　一定のリズムで舐め上げていると、自然と淫みだらな気持ちになってくる。

「気持ちよさそうだな」

　乱れる吐と息いきに気づいたのか、一人で勝手に盛り上がっていく身体からだを指し摘てきされ、じとっと湿った目線が注がれる。

　ただ見られているだけだというのに、まるで視線で愛あい撫ぶされているような気分になって、じんと痺しびれてしまう。

「……んっ」

　堪えていた声が溢あふれて、その恥はずかしさに肩かたを震わせた。けれども舌は夢中で洲世を愛撫し続ける。

「もういい」

　力強い腕うでが、それ以上はいいと言うように、おれの動きを阻はばんだ。二の腕を掴つかまれて、ベッドの上方へ引き上げられる。

「よく、なかった？」

「サービスはもう十分だ。それより確かめないとな。本当にあいつと何もなかったか」

「なにもないって！」

　洲世がわざとそう言っているんだってことは、心の底では分かっていた。けれども恨うらみがましい気持ちになって、じっと洲世を見てしまう。

「いいから横になれよ」

　肩を押されてベッドに倒たおされる。いとも容易たやすくバスローブを広げられて、真上から検分するように視線を這はわされた。まだ明るいままの室内灯の下で、こんな風にじっくり見られるなんて、ものすごく恥ずかしい。

　顔を覆おおってしまいたかったけれど、洲世に両りよう肘ひじを捕とらえられてしまっていたので、横に背そむけることしかできなかった。

「痕あとは残っていないようだな」

　ツツ……っと舌先が首筋に触れ、乳ち首くびをくすぐるようにする。そのままわき腹から下へ降りていく。

「当たり前だって、やましいことはなにも……っ」

　洲世は、下着に指をかけると一気に下ろす。敏びん感かんな箇か所しよがひんやりした外気に触れて、声を詰まらせる。腰こしを捻ひねるようにして股こ間かんを隠かくす。

「どうかな、おまえは切せつ羽ぱ詰つまると何をしでかすか分からないからな。ほら、隠したら確かめられないだろう」

「やだっ、そんな必要ないしっ」

　一つに括くくっていた手首を離はなした洲世は、それをおれの両りよう膝ひざへ置いた。抵抗もむなしく大きく開かれてしまう。おれが膝を合わせないよう、両りよう腿ももの間に身をいれてきた。

　拘こう束そくの解かれた手で隠そうとすると、また洲世の手によって一括りにまとめられてしまう。

「ホント、やだっ。こんな明るいとこで……」

「明るくしなきゃ見えないからな」

　粘ねばついた視線を意識せずにはいられず、まだ触れられていないというのに、愛撫されているような気分になる。勝手に昂たかぶっていく様子は、洲世の目にも明らかだろう。

「う、疑わしいところはないだろっ」

「今のところはな。でも……」

　意地の悪いひそやかな笑いをおれに向けた洲世は、長い指を薄うすい唇くちびるに当てると、軽く舐めて湿らせる。

「あいつがここに触れてないとは限らない」

「あっ……つ」

　指が後こう孔こうに入りこんだ。それは抵抗することなく、容易く洲世を受け入れる。

「やけにスムーズだな。許したんじゃないか、リカルドに、ここを」

「し……て、ないっ」

　リカルドという名前を出されて、キュッと締しめ付けてしまっていた。

「おまえにどう触れたんだ？」

　いつもとは別人のような動きで奥を探さぐる。指の腹でじんわりと内ない壁へきを捏こねるようにして、じらしながら快楽を引き出す。それがまるでリカルドにされているようで、神経を尖とがらせた。

　一度だけ近くで嗅かいだリカルドの香こう水すいの匂においが、瞬しゆん間かんよみがえってしまう。

「こんなの、いやだ……ぁ」

　左右に首を振ふると、その手が今度は下か肢しに伸びてきた。

　先端の敏感な部分をつままれて、とろりとなにかが溢れる感覚がする。滑ぬめった分だけ動きが淫いん靡びになって、快感を引き出される。

「嫌なのか？　こんなにしてるくせに。おれより他の男のほうがよくなったんじゃないか？」

「ちが……っ！」

　洲世の声に不安の色が浮うかんだようで、慌あわてて目を開く。うっすらと涙なみだが盛り上がって視界がぼんやりしていたけれど、必死で洲世を見た。

「他の男なんてどうでもいいから、おれには洲世がいればいい」

「流……」

　手首の拘束が解かれる。自由になった両手を洲世の背中に回した。ギュッと、ありったけの力で抱だきしめる。

「洲世が、す……きっ」

　言葉の最後は洲世の唇の中に消えた。啄ついばむようにされて、同じように返すと舌を搦めとられる。唇を合わせながら、洲世が自分の着ていたバスローブを床ゆかに落とす音が聞こえて、ビクッと身を竦すくめてしまう。

　その拍ひよう子しに、内腿のあたりに硬くなったものが当たったのを感じて、カァッと頬ほおが熱くなった。

「ふっ……あ」

　息をついて喘あえぐと、洲世が額を寄せてくる。いつの間にか流れ落ちた涙を舌先で拭ぬぐい取った。

「キツかったら言えよ」

「えっ、何……？」

　のぼせてしまった頭を捻ると、洲世はぼんやりしているおれの両りよう脚あしを持ち上げた。露あらわになった後孔に、ぐいと熱いものが押し付けられる。奥まで飲み込めるよう、喘ぐように息を吐はく。

「うう……」

　ねじり込むようにして強ごう引いんに入ってくるそれを受け入れようと必死だった。

「おまえを誰にもやるつもりはないからな」

「しゅ、せい……」

「誰にも、渡わたさない」

「ああっ」

　グイッと一気に奥へと突き入れられて、背中が仰のけ反る。強く締め付けてしまったようで、洲世は低く呻うめいた。

「洲世……」

　彼の乱れた黒くろ髪かみを掬すくうと、こめかみに傷きず痕あとがうっすら見える。心の傷と一いつ緒しよに負った外傷だった。その痕に、そっと指先で触った。

　傷に触ふれていた手を取られて、甲こうに口付けされる。そのまま洲世の首にしがみつくよう両りよう腕うでを回された。

「あっつい……」

　繋つながった部分が、火傷やけどしたように爛れている感じがする。痛みはないけれど、それ以上に頭がぐらぐらしている。

「少しずつ動くから」

　洲世は煽せん動どうすることなく、深い場所でゆっくり腰を回した。まるで自分の居場所を教えるように、まるでおれの体内を味わうように。

　軽く目を閉じて、快感に耽ふけっているようだった。

　その表情から、洲世も気持ちよくなってくれているんだと思って、キュッと締め付けてしまう。心と体は糸で繋がったように連動していた。

　不意の締め付けに、洲世がくっと息を詰つめたのが分かる。

「やってくれるな」

「う、あ……ん」

　グラインドがやがて律動に変わる。

　深く穿うがっては緩ゆるく引き、その動きを追うように腰が揺ゆれる。中を捏ねられるような感かん触しよくに、身体からだから急に力が抜ぬけていく。蕩とろけてなくなってしまいそうだ。

　洲世の荒あらい息いき遣づかいが耳に届いて、おれで感じてくれているんだと思ったら、それだけでおれもいってしまいそうだった。

「い、いい……それっ」

「これか？」

　明らかに感じる一点を洲世は攻せめてきた。擦こすられる感覚にキュッと締めつけると、体内のものがグンと大きくなる。

「や……っ、あんまりすると……出るっ」

「出せよ」

　腰の動きが激しくなり、二人分の重みを受けてベッドが軋きしんだ。

　ピチャピチャという淫いん猥わいに濡ぬれた音が、部屋の空気を重ったるいものに変えていく。

「流」

　掠かすれた声で呼ばれて、ぎゅっと閉じていた目を開いた。

　見上げた洲世は、欲望に眩くらんだ目をしていた。それが野性的にも感じられて、狩かられる恐きよう怖ふにも似た気分になった。

「しゅ、せ……い」

「ん？」

「おれ、スペインに来ても……いいよな？」

　できることならずっと、こうして側にいたい。熱を分け与あたえられるような距きよ離りに。

「ああ、離はなすもんか」

　力強く言い切ったその言葉が、心の奥を穿つ。

「好きっ、んっ……」

　体が小刻みに震ふるえ出して、終わりが近いことを知らせていた。

「あ、やっ……一緒に……っ」

　よりいっそう奥を抉えぐられて、体が仰け反る。

　蹴けり上げた足にシーツが纏まとわりついた。

　その瞬間、張りつめたペニスが弾はじけて、白はく濁だくとした液が胸むな元もとに迸ほとばしる。

　なにかを耐たえるようなくぐもった声が聞こえたかと思ったら、体の奥に熱いものが広がった。

　細さい胞ぼうまで染しみ渡るその放ほう埒らつを受けて、おれは満たされた気分でいた。





　洲世がトップタイムを叩たたきだしたのは、その翌日のことだった。

　新規参戦から今までの二年間、上位争いに食い込むことができずにいたエストレーリャのクルマが、昨日に引き続いていい走りをしたとあって、サーキットは騒そう然ぜんとしているように感じられた。

　とうとうエストレーリャに戦える態勢ができたのだ。あの東洋人が今季のレースをかき回してくれるかもしれない。

　そんな意識をサーキットにいる人々──とりわけジャーナリスト連中に、洲世は植え付けていた。

　そして、今季は熾し烈れつな優勝バトルが起こるだろうと期待されているみたいだ。その候補者の中にはリカルドと、大穴的存在で洲世も名前が挙げられていた。

　残念ながら、洲世の出したタイムはその日の午後にはもう塗ぬり替かえられてしまったのだけれど、一いつ瞬しゆんでも秋津洲世という名を人々に強く印象付けたには違ちがいなかった。

　そして意外にもその事実を深く受け止めていたのはリカルドのようで、それまでテストドライバーにやらせていた調整を自分でするようになったらしいと聞いている。

　きっと洲世が自分と同じラインに並んだのだと判断したのだろう。戦う準備を整えているようだった。

「うわ、派手な色っ」

　新しくできてきたレーシングスーツに身を包んだ洲世を見る。

　赤地に黄色がアクセントとして使われているデザインのものだ。洲世に赤が似合うのかと心配していたら、いい男はなんでも着こなしてしまうらしく、心配は一いつ切さい無用だった。

　モーターホームのベッドサイドに鏡を持ち込んで、洲世は初めて袖そでを通すそのレーシングスーツの具合を試ためしていた。

　おれは一歩引いて仮か眠みん用のベッドの上から洲世の姿を眺ながめる。着々とＦ１レーサーとしてのデビューに近付いていく洲世が目の前にいて、そんな過程を見ているだけで力を分け与えてもらえるような感じがした。

　チャンスという階段を上っていくのではなく、自ら引き寄せるのだということを、洲世から強く教えられる。

「赤は闘とう争そう心が湧わくな」

「え、そんなもの？」

　他ほかの者ならともかく、洲世の気分が色によって左右されるなんてとても意外だった。

「ああ、そんなものだ。特にサーキットにいると、本能が強く働くようになるみたいだな」

「ふーん」

　それじゃあ『獣じゆう神しん』という表現は、あながち誤りでも誇こ大だい表現でもないらしい。

「そう、だから無防備にベッドに乗りあがっていると危ないぞ」

「やー、待った。こんなとこっ、誰かが急にやって来たらっ……」

　迫せまるように近付いてきた洲世に抵てい抗こうするよう、側に脱ぬぎ捨ててあった白いレーシングスーツを掴つかんで放る。さっきまで着ていたやつだった。

　洲世の胸にヒットしたそれは、バサッと勢いよく床ゆかに落ちる。

　その時、澄すんだ金属の音色が耳に届いた。

「あれ、ごめん。ポケットからコインでも落ちた？」

「──いや」

　洲世は床にしゃがんで、レーシングスーツのポケットから落ちたものを拾い上げる。

「ただポケットに突つっ込んでいただけだからな。今度からは縫ぬい付けておくか」

「なんのこと？」

「これだ」

　拾い上げたものを一瞬おれの目の前に翳かざし、洲世は自分の薬指にはめた。

「それって、指輪!?」

　白く輝かがやく蔦つたの模様の指輪だ。おれとお揃そろいの……。

　信じ難くて震える指を差すと、そんなおれを不思議そうに洲世は見る。

「おまえとペアで買ったやつだろう？　なにがそんなにおかしいんだよ」

「だって、それ、持ってたの……？」

「ああ、そんなことか」

　そんなこと……って、今までおれが触れたくても触れられずにいた繊せん細さいな話題だというのに。

　上うわ目め遣づかいで見上げると、洲世は軽く笑うようにしておれの隣となりに腰こしを下ろした。

「それだけ驚おどろくってことは、失なくしたとでも思っていたんだろう」

「うん。それか、もうどうでもよくなったんだと思ってた。恋こい人びと関係を演出するための道具にすぎなかったわけだし」

「そのはずだったんだけどな」

　洲世は指先でおれの髪かみに触ふれると、自じ嘲ちようするように笑った。

「レーシングスーツのポケットって、何のためにあるか知ってるか？」

「え……、物を入れるため？」

　言いながら、違うなと小首を傾かしげる。

　ドライバーにとってレーシングスーツはいわば戦せん闘とう服だ。少しでもクルマの重量を減らそうと切せつ磋さ琢たく磨まして研究しているというのに、ジャラジャラとポケットに物をいれるわけがないだろう。クラッシュした時も危険だった。

「もともとは小こ銭ぜにを入れたり、寒い時に手を温めたりしていたんだろうけどな、今はほとんどのドライバーはお守りを忍しのばせているよ」

「お守り？」

「ああ。日本人なら守り札。外国人にはロザリオが多いか」

　と、いうことは、指輪を忍ばせていた洲世は、それをお守りにしているということ？

　問うような視線を向けると、洲世は無言で頷うなずいた。

「こんなことするキャラじゃなかったんだけどな。われながら、おかしいくらいに溺おぼれている」

　溺れてるって、恋れん愛あいに？　それとも……。

「もちろん、おまえにだよ」

　呆ぼう然ぜんとしているおれの鼻先をキュッと摘つまんできた。

　その仕草が、照れ隠かくしのようにも見える。けれども、相手が洲世なだけに、まるで幻げん想そうでも見ている気分だった。

「この指輪をポケットに入れていることで、おまえを連れている気分になるって言ったら笑うか？」

「嘘うそでしょ？」

　笑うどころか、信じ難がたい言葉だった。そんな俗ぞくっぽいことを、洲世が!?

　だったら、少しは自信を持っていいのだろうか。洲世から想おもわれているという自信を。

　ぎゅっと左手の指輪を握にぎりこんだ。

「おれ……なにも取り柄えとかないし、相変わらず足手まといだけど」

「そんなの、五年後には分からないだろう？　今は焦あせることなんてない」

　五年……。

　そんな先にも洲世は、おれと一いつ緒しよにいてくれるつもりなんだろうか。おれだけが勝手に描えがいている未来じゃないのか？

「それとも、五年後は他人になる気か？」

「そんなことないっ」

「奇き遇ぐうだな。おれもだよ」

　そう言って洲世は笑う。

「それなら、おれが近い未来に見み据すえているものは分かるよな？」

「それって……表ひよう彰しよう台だい──？」

「ああ。その真ん中だ。夢や戯たわ言ごとで終わらせるつもりはない」

　こんな風に具体的に自分のビジョンを語る洲世は初めてのような気がした。言葉の一つ一つを逃のがさないように、心に書き留める。

「けれども、それを実現するには、おれ一人の力では無理なことだ。おまえに、おれが支えられるか？」

　そう問われることが嬉うれしかった。おれの存在を請こわれているようにも聞こえる。

「もちろん、おれも洲世を表彰台で見たいよ」

「そうだな、きっと叶かなえてやる」

　さらりとした口調で洲世は言った。そこには意気込みや気負いのようなものはなく、そうなることが当たり前なんだといった様子だった。

「おれ、そういう仕事がしたいな。洲世をサポートするような仕事」

　昨年何戦かスーパーＧＴに同行していて、ドライバーを支えるマネージャーの仕事を尊敬するようになっていた。葦原に色々と教えてもらって、手伝いのようなこともしていたっけ。

「マネージャーってことか？」

「ううん、今はそこまでは決められないけれど、洲世がレースに専念できる環かん境きようを作りたい」

　言葉の壁かべ、人種的な問題、チームの格差など、問題は山のように立ちふさがっているけれど、一つ一つを消化していけば、もっと円えん滑かつに物事を進められるようになるだろう。そんな中でおれが洲世の頼たよれる相棒のような存在になれたらと思う。

「それに、洲世が優勝した際のインタビューを、通訳なしで聞いてみたいしね」

「それなら日本向けのリリース作成は流にやってもらおうか」

「任せてよ」

　迷いのない瞳ひとみを洲世に向ける。すると、彼は一いつ瞬しゆんまぶしそうにおれを見て、ゆっくり目を細めた。

　恋人でありパートナーでもある存在。一刻も早くそういう関係になりたいと、強く心に願わずにはいられない。

「それならひとつだけ、褒ほう美びにいいことを教えてやるよ」

「なに？」

「リカルドの言った、セロソの意味だ」

　リカルドが珍めずらしいものでも見るように「アキツでもそんな顔するんだな」と言ったのを思い出す。いったい、どんな感情が洲世の顔に表れていたというのか。

　耳を貸せというように、洲世はおれの身を引き寄せた。

「いいか、一度しか言わないからな」

　ゆっくりと耳じ朶だに囁ささやかれる言葉を理解して、カーッと顔が熱くなる。

「え、うそっ」

　信じ難い目で洲世を見るけれど、当の本人はそんなことを言ったのを忘れたように涼すずしい顔をしている。それなので、都合よく自分の耳がおかしくなってしまったのではないかと疑わずにはいられなかった。

　でも……。

　──「嫉しつ妬とだ」

　そう言った洲世の声が、まだ鮮あざやかに焼きついている。

　嬉しさと恥はずかしさの入り乱れた感情に赤くなりながら、それからしばらく声を立てて笑わずにはいられなかった。



【終】
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